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　妖よう精せいというものを見たことがあるだろうか。

　小さくて悪戯いたずら好きの、絵本でおなじみのあの妖精だ。

　もしもあるというのなら、僕にこっそりと教えてくれないだろうか。

　…………極力あなたには話しかけないようにするから。

　もちろん、僕はそんなものは見たことがないし、妖精が見えるなどと公言する人とはしかるべき距離を保って暮らしていきたいと願っている。

　でも、あの時。

　僕がライフワークである学校の花か壇だんの手入れに精を出していた、あの昼休み。




「きゃあっ！」―――――――――――――ドシーンッ！




　突然、木の上から降ってきたその少女は、僕の目には妖精にしか見えなかった。

　その時の、僕の気分は最悪だった。

　姉からもらったジャーマンカモミールが全ぜん滅めつしたのだ。

　ここ最近ガーデニングに熱中しだした弟のために、似合いもしない花屋さんに出入りを重ね、わからず屋の店員と大おお喧げん嘩かした末に買ってきたというジャーマンカモミール。

　万が一にも枯からすわけにはいかないと、特別せっせと水をやり続けた結果、週明けの月曜日に見事に全滅していた。

　おそらく、水の与えすぎによる根ね腐ぐされだろう。まあ、初心者なら誰だれでも一度は通る道だ………………なんて言い訳が通るねーちゃんじゃない。

　バレたら確実にシバかれる。

　しかも、毎日の写真撮影と状況報告を義務付けられているのでごまかす事も不可能だ。

　そのようなわけで、その時の僕は、どのような謝り方をすれば最も穏おん便びんなシバかれ方で済むかという悲壮な思し索さくに切実に没頭している最中だった。

　

「うわっ、し、しまった！　えっと、えっと、えっと……」




　僕は考え事を始めると、ついつい現実が見えなくなる癖くせがある。

　だからだろう。何の前触れもなく現れたうちの学園の制服を纏まとうその少女が、幻想的なまでの美しさを後ろ姿から醸かもし出だすその少女が、




「とりあえず、死ねえええええええええええええええええええええええええええええ！」




　僕にはジャーマンカモミールの仇かたきを取りに来た花の妖精にしか見えなかった。

　でなければ、百葉箱を引っこ抜いて脳天めがけてフルスイングするなんて荒あら業わざ、そうそうできるもんじゃない。

　薄れいく意識の中、文字通り木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散ちった木片に紛まぎれてふわふわと踊おどる少女の長い髪の毛だけが、いつまでも瞼まぶたに焼き付いて離れなかった。







　これは、僕と四百二十人の少女が巻き起こす、ろくでもない恋の物語。
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　その手紙は、何の飾り気もないただの白紙にサインペンで書き付けられていた。

　そして、同じく何の色気もない茶封筒に封入され、下げ駄た箱ばこの中で控ひかえめに上うわ靴ぐつに寄り添っていた。




『石蕗つわぶきハル様




　今日の放課後、四時半に中庭の藤ふじ棚だなまで死んでも来てください。

　アナタの命より大切なお話があります。






Ｍより』　　






　藤棚なんてものがこの学園にあったのか。

　それは広い中庭のどん詰まりに、人目を避けるようにひっそりと佇たたずんでいた。

　僕がいつも手入れをしている花か壇だんとは噴ふん水すいを挟はさんでちょうど真反対の位置に当たる。中庭を横切る銀杏いちよう並木が目隠しになって、今の今までまったくその存在に気が付かなかった。

　……あるいは。それはあえて木こ立だちに隠れるように造作されたのかもしれない。

「しっかし…………立派だな」

　思わず独ひとり言ごとが漏もれた。

　藤棚といえば、ベンチのひさしくらいにしか思っていなかったけれど。

　春の夕日を浴びるそのフォルムは、一つの部屋と言ってもいいほどのスケールを誇っている。梁はりから垂れるノダフジのカーテンは一面の紫に白やピンクのアクセントを加え、近づいてみると甘い香りが鼻を突いた。

　紫色が高貴な色として珍ちん重ちようされ、藤ふじ原わら氏しのお家花にも指定されたノダフジは富と優ゆう雅がさの象徴であり、醸かもし出だされる気品や風格、趣おもむきや格調、あとまあ、気品や風格といった、何かそーゆーエレガント的なイイ感じのなんやかやが、




「いっっっっつまで人を待たせさらしとるんじゃあ、ぼけこらあああああああああああああああああ！」
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　きれいさっぱり消し飛んだ。

　えーっと、どうしよう。こんな事を言われたのは生まれて初めてだ。

　いやなにも、僕が特別時間に几き帳ちよう面めんな人間だと自じ慢まんしているわけじゃない。むしろ僕は今どきの高校一年生にふさわしく時間には大らかなタイプであり、五分十分のしょうもない遅刻を繰り返しては、コンスタントに友人の怒りを買っているくらいなので。

　じゃあ、何が初めてなのかというと……。

「こっちは約束の三十分も前にスタンバって待ってたんだぞ！　さん！　じゅっ！　ぷん！　よくも貴重な時間を三十分も無む駄だにさせてくれやがったな、このクソ野郎！　ち●こもぐぞ！」

　きっちり時間通りに到着して、ここまでブチ切れられたのが初めてだということだ。

「よーし、三十本だ。一分に付きち●こ一本もいでやる」

　いや、ないない。そんなにち●こはない。

　ちなみに、初対面の人間からこんなにち●こち●こ連呼されるのも生まれて初めての経験――

「一本目えええええええええええええええええええええええええええええええええ！」

「あぁうだいるぅぅっっっ！」

　………ち。

　………ち。

　………ち●こち●こ言われるのも………。

　そ、それを実行に移されるのも、は、初めて………らめぇ……こ、こんなの初めて……。

　下腹部の激烈な痛みが体幹から宇宙を貫き、視界が暗転しようとするその刹せつ那な、男子の象徴を殺人的に握り締める少女の唇くちびるの端はしがニヤリと吊つり上あがったのを僕は見逃さなかった。

　そう、少女。

　この（実際的な意味での）男殺しは、女の子だ。

　それも……………なにこれ、めっちゃめっちゃ可か愛わいいんですけど。

　マジか。この子マジか。

　え、天使？　女神？　やばいやばい。怖い怖い。可愛すぎて、もう怖い！

　目ぇデカっ！　睫まつ毛げ長っ！　鼻高ッ！　唇もツヤプル、顎あごも細いし、肌はだが白くて………ああ、もうめんどくさい！　いちいち美点を挙げていくのが面倒くさい。キリがない！

　なんだよ、この噓うそみたいな仕上がりの顔面は。たとえるなら、神様がガッチリ両目を見開いて作った福笑い。

　いい加減美少女も見飽きてきたと思っていたけれど、これは…………ものが違う。

　ウエーブのかかったふわふわのロングヘアが風に流れ、黒く輝く大きな瞳ひとみと目が合うと、後頭葉が火を噴ふきそうなほど熱くなった。

　細い首から細い腰、細い足へと繫つながる芍しやく薬やくもビックリの華きや奢しやなラインは、強く抱きしめれば、茎くきのようにポキリと折れてしまいそうだ。浅紫の藤棚の下、春の木こ漏もれ日びを浴びる制服姿は、僕のち●こさえ握っていなければ、妖よう精せいと見まがうほどの―――

「二本目ぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　だからねーって、一本しか。

　振り上げた左手を僕の体のどこに突き刺すつもりなんだろう。

　今まで会ったことのない、そしてこれからも二度と会うことはないと確信させる非常識なまでの美しさを纏まとう少女は、宣言どおり一ミクロンの逡しゆん巡じゆんもなく同年代の男子のち●こを根こそぎもぎ取らんとばかりに爪つめを光らせるのであった。




　ああ、一体僕は何を期待していたんだろう。

　生まれて初めてもらった女の子からの手紙にホイホイ釣つり出だされて、何が起きると思っていたんだろう。

　僕のバカ。

　ラブレターインザ下駄箱という都市伝説に出くわし語尾がおかしくなるほど舞い上がっていた朝一の僕を、名前すら明かしたがらないシャイな彼女との初デートをあーでもないこーでもないと夢想してニヤケ倒していた一、二時間目の僕を、二泊三日の沖おき縄なわ旅行の二日目午前中のサイクリングコースを地図帳で下見していた三、四時間目の僕を、「ごめん、彼女が出来ちゃうからあんまり遊べなくなるわ。でも僕とお前の友情は変わらないぜ！」とか上から目線で親友の手て島しまに謝っていた昼休みの僕を、彼女の嫉しつ妬とが原因で痴ち話わ喧げん嘩か中ちゆうという設定で彼女に送る仲直りメールの文面を推すい敲こうしていた五、六時間目の僕を、いざ告白される時どんな表情をしていれば一番カッコイイだろうかと男子トイレの鏡の前であれこれ実演していた十五分前の僕を――――――、

　気ィ失うほど殴なぐってやりたい。

　てゆーか、文面から何かを感じろよ、僕。考えればわかるだろ。

　いや、そもそも考える必要すらないんだ。

　この僕が女の子から告白されるなんてこと、起こりうるはずがない。学園中の女子達から、『蟯ぎよう虫ちゆう齧かじり虫むし』と忌いみ嫌きらわれる、この僕に限って。
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　事の起こりは一カ月前、僕がここ聖セントシンデレラ学がく園えんに入学した日まで遡さかのぼる。

　私立聖シンデレラ学園―――――通称デレ園えん。

　それは、教育界の革命児と呼ばれるカリスマ理事長を旗頭に、日本全国にその名を轟とどろかせる偏かたよったエリート高校である。

　カリスマ理事長が独自のルートでかき集めたハイレベルな生徒達を、独自の教育システムによりさらにハイレベルに育て上げ、次のステージへと送り出す。

　そのレベルの高さたるや、そんじょそこいらのアイドル、モデルは真っ青で、うそかまことかあのハリウッドですらこの学園の女の子に目を光らせているといわれるほどである。

　ん？　何のレベルかって？

　いや、言ってるじゃないですよ。

　女の子ですよ。

　かぁ――――――――――――――、

　わぁ――――――――――――――、

　いぃ――――――――――――――んだから。

　もっかい言っておきますよ？

　かぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ、

　わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ、

　いぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃんだから。

　デレ園の校門を一歩くぐればそこはヒロインパラダイス。

　右を見ても左を見ても美女美女美女。生徒も教師も用務員にいたるまで、女であれば例外なく美女美女美女美女びーじょびじょ。むしろちょっとくらい可愛くない女の子の方が新鮮でモテたりするなんて、価値観の逆転現象が起こるほど、びーじょびじょ。

　そう、聖シンデレラ学園とは、日本で唯ゆい一いつの女子高生の美び貌ぼうを磨みがくことに特化したヒロイン養成学校なのだ。

　女子生徒に求められる入学条件はただ一つ、将来美人になる可能性が著いちじるしく高いこと。

　この要件さえ満たしていれば、年齢国籍を問わずどんなバカでも入学金ゼロ、授業料大幅免除で入学できる。

　もちろん、この唯一の条件こそが最大の難関となるわけなのだが。

　入学試験は、写真審査、面接から、カメラテストに演技テスト、歌唱テスト、礼儀作法、一発芸と多た岐きにわたり、主に将来性を重視して審査される。

　ちなみに、学科試験はあるにはあるが、せいぜい字の上じよう手ず、下へ手たを見られるくらいでほとんど審査の対象にはならないらしい。

　デレ園の入試は、文字通り『顔パス』ということだ。

　そして、厳しい審査を潜くぐり抜ぬけた原石たちは、学園生活の中で磨き上げられ完成された宝石へと育ち、芸能界はもちろん社交界、政財界、芸術界、スポーツ界にいたるまで、あらゆる分野で「美しすぎる○○」として活躍すべく世に送られることになる。




　――――で、こっからが重要なんだけど。

　そんな夢のような美少女天国聖シンデレラ学園、実は共学だったりする。

　当然、男共が群がってくる。

　健全な男子の永遠の夢。美女に囲まれた極ごく旨うま絶品ハイスクールデイズを過ごすべく、女の色香に惑まどわされた童どう貞ていたちが、日本全国津々浦々から野を越え山越え海越えて、校舎に爪を立てるようにして群がってくる。

　そして、デレ園の入学試験、男子はガチの学力勝負だ。

　しかも、膨ぼう大だいな受験者数に対して定員はたったの四十名。女子の四分の一程度だ。自然、競争率に比例して偏差値は跳はね上あがる。さらに、デレ園の採用する独自の採点システムが狭せまき門をさらにぐいぐいと締め上げてくる。

　デレ園の定める合格ラインは、まず五教科全てで平均点以上を取ること。この時点でまず半数の受験者が切り捨てられる。その上で、五教科の内、一教科以上で全体の二十番以内に入ること、つまり一芸に秀でることが求められる。

　この条件を満たさない受験者は、いかに合計点が高くとも容よう赦しやなく不合格。

　聖シンデレラ学園は男子限定で関東有数の超難関校の顔を覗のぞかせるのだ。

　とはいえ、もちろん小中とエリート街道を歩んできたまっとうな優等生は、軟なん派ぱなイメージの強いデレ園には見向きもしない。彼らは彼らの信念に従って色恋とは無縁の進学校を志望し、修行僧のような学生生活を過ごすのだ。

　デレ園に挑戦するのは、それまで勉強に全く興味のなかった男子達。頭ず蓋がい骨こつからはみ出るほどの煩ぼん悩のうをエネルギーに変えて、一念発起した言わば雑草軍団だ。

　こうしてデレ園は美女という極上のエサをチラつかせることによって、それまで才能を眠らせていた将来有望な男子生徒をまんまとすくいとっていく。もちろん、莫ばく大だいな受験料と一緒にだ。

　さながら、女性〇円男性一万五千円のお見合いクラブのような手法は、折に触れて教育界識者たちの舌ぜつ鋒ぽうに滅めつ多た刺ざしにされているが、カリスマ理事長はどこ吹く風。頑かたくなに己の道を貫き通し、打ち寄せる少子化の荒波の中、異例の買い手市場を築き上げている。

　かくいう僕も、美女の撒まき餌えに食いついた哀あわれな鰯いわしの一匹なのだけれど。

　忘れもしない中学二年生の夏。親友の手島と二人で参加したデレ園のオープンキャンパスで僕は電撃に撃うち抜ぬかれた。

「天国……ここは天国なのか……？」

　いや、天国なんてもんが本当に存在するかどうかなんて僕にはわからないし、よしんば存在したとしてもバスで十五分の距離にはないだろうとは思うけど。

　それでも教室に、運動場に、渡り廊ろう下かに、中庭の芝しば生ふにベンチに木の陰かげに、キャッキャウフフと舞い遊ぶ女子達は僕には天使にしか見えなかった。

　しかも、ウジャウジャいるし。

　そっこらじゅうにウッジャウジャ湧わいているし。

　なんだこれ、天使のワゴンセール？

　……いける。

　こんだけいたら、一人ぐらいは多分いける。確率的に。

　その日から、僕の生活は一変した。

　天使達との愛と性に爛ただれた学園生活を求め、決して得意ではない勉強に死に物狂いで取り組んだ。

　鞄かばんの重りとしてしか機能していなかった教科書を初めて自主的に広げて、日がな一日勉強机に齧りつく。ずーっとずーっと齧りつく。よんどころない理由で齧りつけない時でも、すなわち食事中入浴中登下校中でも、参考書だけは手放さない。

　一日十八時間、起きている時はすべて勉強。遊びたい盛りの中学生が部活はもちろんテレビやゲーム、画像動画漫画といったエロ方面のモノとそれに付ふ随ずいする行為まであらゆる娯ご楽らくを封印し、湧きあがる無む尽じん蔵ぞうの若いエネルギーをあますとこなく受験勉強へと振り向けた。

　どうしても辛つらくなった時は、手島と共にどこぞの国のブルジョワ学園ドラマのＤＶＤを見てモチベーションを高めあう。

　すべては天使たちとの愛と性に爛れた学園生活のために。

　こうして、神の領域に近づかんとする行ぎよう者じやのような情熱に、頑なだった運命の女神もついに根負けし、僕達の前に鋼鉄の両りよう膝ひざを開いて見せるのだった。

　四月、あこがれの制服に身を包んだ僕と手島は、立派に成長したお互いの姿に涙ぐみ、手に手を取り合って桜舞い散るシンデレラ学園の校門をツーステップで駆け抜けた。

　まさに男子の本懐、至福の時。

　しかし、この時の僕は知る由よしもなかった。

　人生の絶頂に舞い上がる僕をブラジルの地表一歩手前まで叩たたき落おとす落とし穴が、もうすぐ目の前まで迫っていた事を。

　ちなみに、その巨大な落とし穴を掘っていたのは、他ならぬ大親友・手島猛たけしだったりするんだけど。




　居並ぶ美少女たちを眺めまわし、嗅かぎまわし、下着の柄がらを透視したりしていたら、いつのまにか入学式が始まっていた。校歌斉唱、教師の紹介と進むにつれ、僕の鼓こ動どうは早まっていく。そして、式も中盤に差しかかった頃合に、

「用意はいいですか、石蕗くん」

　髭ひげの濃こい五十がらみのビーフジャーキーみたいに痩やせた眼鏡めがねのおっさんに肩をポンと叩かれた。

「はい、先生」

　何を隠そう、教師生活三十年を謳うたうこのおっさんこそが僕が所属する一年Ａ組の担任教師だったりする。美人ぞろいのデレ園に入学してなんでこんなしょぼくれたおっさんが担任なんだという疑問はこの際飲み込んで、僕は力強く頷うなずいた。

　先生の言う『用意』とは、この後に行われる新入生代表のスピーチのこと。デレ園では毎年首席合格者にその大役がまかされることになっている。

　―――で、まあ。僕がその首席合格者だったりするんです。

　僕は高鳴る鼓動を抑おさえながら自分の出番を今か今かと待ち構えた。

　なぜならばこの新入生代表挨あい拶さつ、僕にとってはただの入学式の一イベントではすまないからだ。これこそが、今日から始まる三年間の高校生活を左右する最重要イベントなのだ。

　というのも、僕はルックスに自信がない。

　別に二ふた目めと見られないブサメンという訳ではないと思うが（そう信じたいが）、片かた瞼まぶたの開け閉めひとつで子宮を粉ふん砕さいできるようなイケメン様ではありえない。ましてや、ヒロイン・準ヒロイン級の萌もえキャラたちが闊かつ歩ぽするデレ園にあって、彼女達に外見的に何かをうったえようだなどと想像するだにおこがましい。

　となると後は中身。個性で勝負するしかないわけで。

　幸い今は、人間とゴリラの中間生物みたいなお笑い芸人がトップモデルと結婚できる時代である。無理に背伸びをしてなれもしないイケメンを目指す必要はどこにもない。

　この挨拶で強烈なインパクトを与えて『おもしろいヤツ』という印象を残せれば、モブキャラと脇わき役やくの中間生物みたいな僕にだって天使達とお近付きになれるチャンスはあるはずだ。

　やってやる。このために僕は今まで死ぬ気で勉強してきたんだ。入試なんて前フリに過ぎない。この挨拶こそが、いわば真の最終試験。

　やってやんよ！　絶対やってやんよ！　かかってこいや、おらぁぁ！

「力み過ぎだっつーの。そんなんじゃ何言ったってウケねーわ」

　興奮に波立つ背中をグーで小こ突づかれた。

　いきりたって振り返ると、後ろの席の手島が「お前の考えなんてお見通しだよ」といった顔で、折りたたまれた一片のメモ用紙を差し出してきた。

「しゃーねーから、それやるよ。それな、俺おれが考えた爆笑間違いなしの鉄板スピーチ原稿だ。それさえあれば、もう爆笑は間違いなし――まだ開けるな！」

　メモを開こうとする僕の手を、手島は真剣な面おも持もちで制した。

「今見ちゃだめなんだよ。先に読んじゃうと面おも白しろさが半減するから。ぎりぎりまで伏せといて、いざって時に開いて書いてあるまま読み上げりゃいいんだよ。途中で止まったりすんなよ？　最後が爆笑ポイントなんだからな。最後まで一気に読み上げるんだぞ。それでお前はもう一いち躍やく学園の人気者だよ。うまくやれればこの時間中に脱童貞まで行っちゃうね」

　そんなことになったら、そのまま脱学園まで行っちゃうだろ。

　な――――んてことは、僕は微み塵じんも思わなかった。

「さんきゅー、手島！　マジ、さんきゅー！」

　疑うことを知らない純粋な僕は手島の無む償しようの友情にただただ感動し、こんな素晴らしい友を与えてくださった神様に深い感謝を捧ささげるばかりだった。

　この時すでに、落とし穴の半分くらいの深さまで落下していた自分に気付きもせずに。

『それでは次は新入生代表の挨拶です。新入生代表の石蕗くん、椿つばきさん。壇だん上じようへ』

「はい！」

　アナウンスに促うながされ、僕は返事も高らかに運命の一歩を勢いよく踏み出した。

　壇上に登り、ゆっくりと体育館全体に視線を巡らせる。そして、総毛だった。

　――なんだ、この光景は。

　ベッピンさん……ベッピンさん……ひとつ（男子を）飛ばして、ベッピンさん……。

　端から端まで美少女でいっぱいだ。感動が足元から湧き上がってきた。

　富士山の頂上から見るご来光、エッフェル塔から眺めるパリの街、世界に絶景は数あれど、これ以上の景色があるものか。

　そうだ、これだ。この光景を見るために僕は今まで頑張ってきたんだ。そして、その努力が今ここに結実する。僕は震ふるえる手で手島メモを広げると、バラ色の学園生活を呼び込むように最後まで一気に読み上げた。




「山やま南なみ中学出身、石蕗ハルです。小学校中学校と九年間ずっと保健委員を務めてきました。趣味は回収した女子の蟯虫検査のフィルムを舐なめることです。特技はフィルムの匂いと味だけで持ち主を特定することです。高校生になっても保健委員をやりたいと思っています。あなたのお尻しりにズームイン！」




　…………って、え？




　そして、僕は凍こおりついた。

　いや、凍りついたのは僕だけじゃない。

　体育館が、全校生徒が、コキュートスもかくやとばかりの冷れい寒かん地じ獄ごくにどっぷり落ちこんでいた。いや待て、手島。お前まで凍りつくな。なんだその、「まさかホントに言うとは」って顔は！

　……マズイぞ、これはマズイぞ。

　僕の全身を滅多刺しに女生徒達の鋭するどい視線は、前科千犯の性犯罪者に対するそれじゃないか。どーする、どーすればいい！　なんとかしろ、手島、このやろー！

　手島が必死にブロックサインを送ってくる。

『なーんちゃってだ。なーんちゃってって言うんだ』

　そんな一言でこの空気が覆くつがえるか！

　だがしかし、やるしかない。たとえダダ滑すべりしたとしても、いや１００％するだろうけども、やる以外に道はない。このまま挨拶を終えちゃったら、ただの変へん態たい趣味をカミングアウトした変質者だ。滑ったっていい、今ならまだ間に合う！

「なーん……」

『石蕗くんありがとうございました。次は女子代表の椿さんの挨拶です』

　……滑るチャンスすらアナウンスに奪われた。

　終わった、すべてが。次第に意識が遠くなる…………。

　いや、だめだだめだだめだ！　呑のん気きに意識飛ばしている場合か！　ここから踏ん張れ僕。流れを引き戻すんだ僕！

「ちょ、ちょっと待ってくださ――うわっ！」

　しかし、よほど慌あわてていたのだろう。踏み出した右足が教壇にぶつかった。

　よろめいた先には、僕と交代で教壇に立とうとしていた女の子。大きなリボンが印象的なお嬢じよう様さま風の女の子。女子代表の名に恥はじぬ絶世の美少女。入学初日にしてすでに僕の脳内で構築されていた校内の『付き合いたいランキング』堂々のナンバー１。僕の中のベストヒロインこと椿玲れい奈なさん。

　ああ、間近で見るとより一層可愛いなぁ。お近付きになれて感動です。そのリボンはお母さんが結んでくれたのかい？

「きゃあっっ！」

　なんてことを考えながら、ベストヒロインに正面から衝突した。

　もつれ合いながら倒れ込む僕と椿さん。それぞれに転倒を避けようと身をよじった結果、人智を超えた神秘的な過程を経へて、

　ドテ――――――――ン！

「ふがっ！」
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　……僕は、うつ伏せに倒れてスカートのめくれ上がった椿さんのお尻に、顔面から軟着陸することに成功した。

　凍とう結けつした体育館にピシリと音を立てて亀き裂れつが走る。

　ああ、女の子の女の子的な部分って。

　想像してたよりずっとずっと。

　カサカサしてるんだね。

　まるで紙でも挟はさまってるみたいに。

　ところで次に時間が動き出したとき、僕の頰ほおは椿さんの右手にどんな目に遭あわされるんだろう。

「いやああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」




　教壇の角によって想像以上の目に遭っていた。




「な、な、な、なにやってんだ、このド変態がぁぁぁぁぁ！」

「逃げて、玲奈！　蟯虫を舐められるよ――――！」

「つ、ついてないもん、そんなん！　もうやだああああああああああああああ！」

　轟き渡る悲鳴。パニックに包まれる体育館。後はもう想像にお任せしましょう。




　これが、僕に冠かんせられた『蟯虫齧り虫』という最悪の二つ名の誕生秘話。

　そして、情報社会とは恐ろしい。

　僕の『蟯虫齧り虫』のエピソードは、学園関係者専用のソーシャルネットワーク『デレネット』に名前と顔写真付きでデカデカとアップされ、瞬またたく間にデレ園中の人間の知るところとなった。

　こうして、夢にまで見た愛と性に爛れた学園生活は入学式が終わるより早く幕を下ろしたのだった。
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「起きさらせっ！」

「うひゃあ！」

　冷水を頭から浴びせかけられたような感覚に思わず僕は飛び起きた。

　そこは例の藤棚の下。文字通り目の覚めるような美少女の皮を被かぶった殺し屋が、仁に王おう立だちで僕を見下ろしていた。

「あ、やっと起きた。もう、全然目ぇ覚まさないから死んだのかと思ったじゃん！」

　殺し屋少女は苛いら立だたしげに吐き捨てると、水の滴したたるバケツを地面に転がした。

　どうやら本当に冷水を浴びせられたらしい。どうりで体がベっちゃべちゃなワケだ。

「熱湯にしようか迷ったけど、こっちで正解だったみたいね。てゆーかさあ、散々人を待たせておいて勝手に寝るとかどんな神経してんのよ。常識ないの？」

「いや、ちょ、ちょ、待て待て！　なんだ、急にお前。矢継ぎ早に失礼だな。誰だれのせいでこんな野外で寝ることになったと思ってんだよ！」

「だから、起こしてあげたじゃん！」

　だからの意味がわからない。

「いくら起こすためだって、水ぶっかけることないだろう！　なんだ、僕は気絶した昭和のラクビー部員か！　花はな園ぞのめざしてんのか！」

「ああ、長い」

「え？」

「面白くない上に長い、ツッコミが」

　お。

　おおおおおおおおおおおおおおおおおおお、なんなの？　コイツなんなの？

　え、初対面だよね？

　初対面の人間を呼びつけておいて、時間通りに来たのにブチ切れて、性転換までさせかけて、あげくツッコミのダメ出しですか？　謝るでしょ、普通謝るところでしょ！　悪ふざけが過ぎましたって。

「あーあ」

　少女は肩にかかったふわふわの髪の毛を軽く払うと、まあそんなことはどうでもいいや、とばかりに鼻を鳴らした。もし実際に口に出して言われてたら、温厚な僕もさすがに怒ど鳴なり散ちらしていたかもしれない。

「ま、そんなことはどうでもいいや」

　口に出された！

「とにかく、ここに来たってことはあの手紙を読んだってことよね。変態のクセに文字が読めるとか生意気なんだけど」

　じゃあ、なんで手紙なんて書いたんだよ。

「まあ、時間もないことだし、さっそく本題に入ろっか。今日あんたをここへ呼んだのは他でもないわ」

「いや、待て待て待て」

「手紙にも書いておいたけど、とってもとっても大事な話があるのよ」

「いや、だから待ってって！」

「あんたの命より大事な話よ。実はあんたに頼みごとが……」

「聞けよ！　人の話を―――――！　待ってって言ってんじゃん！　なんで喋しやべりつづけるんだよ、なんか怖いわ、お前！」

　ようやく怒鳴り散らすことができた僕を、殺し屋女はこんな非常識な人間は見た事ないと言わんばかりに睨にらみつける。

「質問ならあたしの頼みごとが終わった後にまとめて受け付けるから、とりあえずは話を聞きなさい」

「た、た、た、た、頼みごと？　人をこんな目に遭わせておいて頼みごと？　え、聞いてもらえると思ってんの？　どんな神経してんだ、お前」

「はあ？　男がいったん引き受けると言った話を覆す気？」

「言ってねーわ！　そんな事一言も言ってねーわ！」

「だってあんた、あの手紙読んでここに来たんでしょうが！」

「そ、そうだけど？」

「じゃあもう………そーゆーことじゃん」

「どーゆーことだ！　それが一体どーゆーことになったんだ、今！」

「それで頼みというのはね……」

「すーすーめーるーなー！　はーなーしーをーすーすーめーるーなー！　お前は、ほんとに、もう、お前っ………って、あれ？　その前に君、誰？　僕はまだ君の名前も聞いてないんだけど……………」

「え？」

　え、じゃねーよ。驚きよう愕がくに目を見開く殺し屋女。

「あたしを知らないの？」

　知るわけがない。

「あたしはあんたを知ってるのに？」

　だろうねえ。

　自じ慢まんじゃないが、こちとら入学式でやらかして以来、デレネットに顔写真付きでプロフィールを晒さらされる折り紙つきの危険人物。女子の天敵、愛と勇気とお花だけが友達さを地でいく特Ｓクラスの嫌われ者だ。知ってない方がおかしい。

　殺し屋女も、どこかよその学校であれば即日女王様として祭り上げられそうな特別あつらえの美少女ではあるが、そこはそれ、ここは天下のデレ園だ。

　美少女で当たり前のデレ園においては、顔が可愛いという理由だけでその名が知れ渡る事は絶対にありえない。

「そうかあ…………………覚えてないんだ。ラッキー」

　殺し屋女は好都合だとばかりに口の端を持ち上げた。

「ん？　今なんて言った？」

「あ、いやいや、なんでもない。こっちの話よ。名前ね、オーケー、毒どく空うつ木ぎよ。毒空木美み也や子こ」

「…………え？」

　ドスンと血の気が引いた。

「ド、ドクウツギって……あの、ドクウツギ……さん？」

　声がよれよれと震えだす。

「さあ、他にどの毒空木がいるかは知らないけど」

「漢字で書くと、その……ポイズンスカイツリーの……？」

「スカイツリー？　ああ、そうか、ポイズンスカイツリーね。うわ、あたしスカイツリーなんだ。今気付いたわ」

　毒空木は人差し指で宙に名前を書きつけた。

「……じゃあ、やっぱりあの毒空木なんだ……」

「わかんないっつってんじゃん！　でもまあ、毒空木なんて名前、親しん戚せきくらいしか聞いたことないし、その毒空木なんじゃない？」

　そうかそうか。そういうことなら……。

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　もんどりうってひっくり返った。

「ちょっと！　なによ、そのリアクションは！」

　いや、ひっくり返りもするだろうよ。

　知っている。世事に疎うとい僕でもこの名前だけは知っている。

　猛もう毒どくの妖精―――毒空木美也子。

　美少女揃ぞろいの我が学園においても抜きん出た美貌を誇り『妖精』と讃たたえられるも、その気性の荒さゆえに『猛毒』という枕まくら詞ことばがすえられた、デレ園随ずい一いちの危険人物の名前は。

　入学から一カ月、猛毒の妖精の作り出した伝説は枚まい挙きよに暇いとまがない。

　やれ上級生を教室の窓から投げ落としただとか、やれ言い寄ってきた男子を病院送りにしただとか、やれ暇ひま潰つぶしに乗用車を蹴けり潰しただとか。女子の素行問題にうるさいデレ園においてはどれもこれも一発イエロー（停学）一発レッド（退学）ものの事件ばかりだ。

　にもかかわらず、当の本人には一切のお咎とがめなし。今では学園有力者とのコネの存在まで噂うわさされるデレ園始まって以来の超ＤＱＮ、それが毒空木美也子である。

「やかましい！」

「うおっ！」

　毒空木の投げつけたバケツをすんでのところでかわして避けた。

「あぶねーな、何すんだよ！」

「あんた、今失礼なこと考えてたでしょ」

「そんな事――」

　考えてたけどさ。

「いや考えたからどうだっつーんだよ！　思想の自由は憲法で保障された当然の――」

「うっさい、長い。さあ、前置きはこれくらいにして、今度こそ本題に入るよ」

「だから聞けよ、毒キノコー！」

「誰が毒キノコだ！」

　バシュッ――――――――ヒュッ――――パシ、パシ、パシ。

　今度は一歩も動けなかった。

　毒空木が蹴り飛ばした拳こぶし大だいの石ころが頰をかすめて後ろの植込みの青葉を散らし、

　ガッシャ―――――ン！

　数秒遅れて窓ガラスの砕くだける音が響き渡った。

「で、本題なんだけど……」

「殺す気か！　お前………お前、今のシャレになんないぞ！」

「あたしはいつでも大おお真ま面じ目めよ。こんどあたしの話を邪じや魔ましたら…………右脳と左脳を入れ替えんぞ」

　背筋がバッキバキに凍りついた。

　や、やばい。こいつ、マジだ。目がマジだ。

　脳の左右を入れ替えるとか、どうやったらそんな離はなれ業わざができるのか見当も付かないけれど、どんな障害も乗り越えて必ず目的を遂行すると、その目が雄弁に語っている。

　見えるもん。特別な訓練を何も受けていない僕にも、毒空木の全身から立ち上る禍まが々まがしいオーラがはっきり視認できるもん。

　妖精なんてとんでもない。こいつは、まぎれもない猛毒女、その名通りの『ドクウツギ』だ。

　ちなみに、ドクウツギ――――日本三大有害植物の筆頭。

　近きん畿き以東の本州及び北海道の山地、荒地、川原（つまりそこら中）に広く分布するドクウツギ科ドクウツギ属の落葉樹。つやつやとした見目美しいピンク色の果実は食べると美味だが、食べると死ぬ。実はもちろん茎や根っこ、葉っぱの先にいたるまでみっちり猛毒という悪夢のような植物である。

「で、話というのは他でもないんだけど」

　毒空木が静かに足を踏み出した。

　僕は同じように一歩後ずさる。クソ、後ろは校舎か。逃げられない。

「石蕗ハル」

　毒空木は血走った目で僕を睨み据すえ、怨おん霊りようでも吐き出すように言葉を搾しぼり出だした。

「……あなたに付き合って欲しいのよ」

　低く抑えた力のこもった声。心臓を鷲わし摑づかみにするような声。

　この女に付き合って何かするなど考えるだに恐ろしいが、交渉術にＮＯは禁句だ。下手に猛獣を刺激してはいけない。

「オーケー……わかった」

　僕は努めて冷静を装よそおってそう言った。

「ホ、ホント!?」

「ああ。で、何をすればいい？」

　ここだ。ここが最重要ポイント。条件の交渉、ここに全力を注ぐ。

「なにをって……なに？」

「え？」

「はい？」

「「………………………………………………………………………………………………」」

　あれ、なんだ、この奇妙な間。僕なんかおかしなこと言ったかな。

　見れば毒空木もなんだか決まり悪そうな表情で左右の人差し指をもにょもにょと擦すり合あわせている。

「えっと、いやだから、その、あたしはハルに付き合って欲しいんだけど」

「うん。だから何を？」

「な、何をって。え、そこ聞く、普通？」

「聞かなきゃわかんないだろ、普通。なに、力仕事？　勉強？　あ、まさか、アレか。法に引っかかる類たぐいの事か！」

「んなワケあるか！　だから、え、なんて言うの？　他に言いようなくない？」

　何だかしどろもどろの毒空木、心なしか顔が赤いようにも見える。

　内臓系の病気だろうか。

「い、いいから、とにかく付き合ってよ！」

「だーかーらー、何に付き合えばいいんだよ！　ただ付き合え付き合えって言われても、わかんねーだろ！　なんだよ、お前、僕に告白してんのかよ！」

　しびれを切らして声を荒らげる僕。大だい胆たんな交渉術だ。

　毒空木は一瞬何か言い返しそうな素そ振ぶりを見せたが、すぐにムググと口をつぐんで、

「そ、そうだけど」

「は？」

「……告白してんだけど」




　………………………………………………は？




　地軸がへし折れるような沈ちん黙もくが落ちてきた。

「え、えーと、毒空木さん」

「は、はい……」

「付き合って欲しいの？」

「はい……」

「僕と？」

「ハルと……」

「恋人的に？」

「恋人的に……」

「キスとかも？」

「する感じで……」

「え―――――――っと」

　宇宙規模に拡散していた思考が徐々に集結を始める。




　あれ……………………そっちのパターン？




　うそうそうそ。ラブレターからの愛の告白、と見せかけてトラブルに巻き込まれるドタバタ劇じゃなくて？　まさかの？　そのまま告白パターン？　僕大勝利パターン？

　そーゆー事なの？　そーゆー理解で間違いないの？

　毒空木の頰を染めた恥じらいの色が、見る見るうちに顔全体に伝でん播ぱしていく。

　うわ、これ、マジだ。マジのヤツだ。

　待ってくれよ。だとすると、話は大幅に変わってくるぞ。

　つまり、なにか？　今までの毒空木の行動は、つんけんした喧嘩腰の態度は、恋心を胸に秘めた懸命のテレ隠しだっていうのか？

　殺気にも似た異様な怒気は押し潰されそうになる自分を必死に奮い立たせていただけだっていうのか？　人の話を全く聞かない一方的な物言いは、話を聞く余裕すらないほど緊張していたってことなのか？

　人が無意味に攻撃的になる時、その内面にあるのは怒りではなく不安であると、何かの論文で読んだ事がある。目が合うと、毒空木の潤うるんだ瞳が崩れそうに揺らいだ。

　やっぱり…………そうなのか、毒空木。

　女の子が好きな男子を呼び出すのってどれだけ勇気のいることなんだろう。

　たった一人で待つ時間はどれほど長く感じたことだろう。

　面と向かって愛を打ち明けるのはどれほど恐ろしいことなんだろう。

　色がなくなるほど固く結ばれた毒空木の唇が、意を決して開かれた。

「どう……ですか？」

「あ、うん。絶対嫌です」

「なんでだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ―――――――――！」

　回し蹴りが飛んできた。

　右の側頭部を打ち抜かれ、僕は一瞬にして気を失っ……

「寝んなあー！」

「ぎゃふん！」

　左側頭部に後ろ回し蹴りが飛んできた。吹っ飛びかけた意識が綺麗に戻ってくる。

　凄すごい。人間の体ってこんなふうになってるんだ。なーんて感心する暇もありゃしない。

「なんでよー！　なんで嫌とか言うのよー！」

　毒空木はぶっ倒れた僕の体に馬乗りになって、胸倉摑んでガックンガックン揺さぶり倒す。

「な、なんでもクソもあるか！　人をこんな目に遭わせておいて告白とか頭どうかしてんのか！　病院行け。今すぐ大きい病院行け！」

「うっせー、ばか！　この学園にやってきたってことは、ハルだって女の子が目当てなんでしょうが！」

「い、いや、まあ、そりゃあ、そういう一面もないこともないけど……」

「じゃあ、あたしでいいじゃん！」

　毒空木は息が触れ合うほどに顔を寄せ、

「あたしがこの学園で一番可愛いんだから！」

　……じ、自分で言うか、それを。

「ちゃんと見てよ、これが正面。一番いい角度ね！　どう、可愛いでしょ？　そっから、横顔、上、下、斜め、後ろまで！　どっからどー見ても隙すきなく可愛いでしょ？　ねえ、何がいけないって言うのよ。はあぁっ、おっぱいか？　さてはおっぱいかああああ！」

　十秒ほど前から一言も喋っていないのに、勝手に毒空木がカミナリに打たれて薄い胸板を両手で隠した。

「いやらしい、やっぱり男はおっぱいなんだ。ううう、なによなによ、あたしだって。揉もんでやるぅ。揉んでやるうぅ」

「うわわわ、やめろ、こんなトコで胸を揉むな！」

「止めないでよ。揉みまくって巨乳になるんだから！　どーせハルも裏では女の子のことカップ数で呼んでるんでしょ。Ｃカップ子とかＤカップ子とか！」

「んなことするか！」

「隠したって無駄だもん。だってそれ以外にありえないじゃん。ハルがあたしとの交際を断る理由なんてそれしか考えられないじゃーん」

「散々殴ったり蹴ったりしたことも考慮に入れたか？」

「殴ってないもん！　蹴りはしたけど殴ってないもん！」

「だからなんだ？　殴ってないからなんだ！」

「胸じゃないとしたら、はぁっ、まさか、女!?　あたしの他にも好きな女がいるの!?」

「おい、他にもってなんだ。あと、半分でいいから話を聞け」

「ほら、話を逸そらした！　やっぱりそうなんだ！　誰よ、誰なのよ！　このあたしを差し置いてまで付き合いたいメス豚ぶたはー！」

「いや、まあ、ぶっちゃけキミ以外なら誰でもいいんだけどさ」

「ふざけんなあああああああああああああああああああああああああああああ」

　右ストレートが降ってきた。

「殴った！　今殴ったぞ、ほら！」

「だからどうしたあ！」

　左ストレートも落ちてきた。もう、やだコイツ。

「あんた、ホンっっっト、いい加減にしなさいよ！　学園一の美少女が緊張で吐きそうになりながら勇気を振り絞って告白してんだぞ！　もうちょっと言い方があんでしょうが！　ぶっ殺すぞ、この蟯虫齧り虫がぁぁぁぁぁぁ！」

「誰が蟯虫齧り虫だああああああああああああああああああ！」

　発作的に、僕はそれまで出した事のないような大声を上げていた。

「もういい、もうたくさんだ！　言い方が気に入らないならはっきり言ってやるよ！　僕はお前みたいな女が大ッ嫌いなんだよ！」

「……え？」

　熱いものに触れたように、毒空木がねじり上げていた胸倉から手を離した。

「自分の行動を振り返ってみろ！　出会うなりいきなり怒鳴って！　殴って！　罵ば倒とうして！　そんな女と誰が付き合いたいと思うかよ！　ツンデレなんてなあ、フィクションだからいいんだよ！　現実にいたらただの自分勝手なわがまま女だろうが！」

「え、え、で、でもあたしは可愛――」

「あと、もう一つ！　自分で自分を可愛いとか言うヤツも僕は大嫌いだ！　そりゃあ、確かにお前はちょっとは……って言うか、かなり……いや、すごく……いや、尋じん常じようじゃないくらい可愛いけども……でも、あれだ、人格が最悪だ！　ルックスは最高でも中身が最低なんだよ。はっきり言ってこの学園の付き合いたい女子ランキングぶっちぎりのワースト一位なんだよ、お前は！　わかったかぁぁぁぁぁ――――！」




　おお。




　言った。

　言ってやった。

　よし………死んだな。

　ケンカはからっきし弱いくせに、妙に短気なこの性格がいつかアダになると思っていたけど。僕の人生ここまでか。まさか、童貞のまま死ぬなんて。

　ごめんなさい、父さん、母さん、姉ちゃん。そして………………我が息子むすこ。

　お前には苦労をかけっぱなしだったな。毎日毎日練習試合ばかりで、とうとう公式戦に出してやる事ができなかった。本当にごめん。今度生まれ変わる時は、せめてＡＶ男優の家に生まれてくるんだぞ。

　――――ギリリリ。

　毒空木の歯は嚙がみの音が降ってきた。

　いよいよか。僕の予想外の反撃に硬直していた殺し屋がついに気を取り直したようだ。

「そ、そ、そ………」

　拳を握り締め、口元を戦慄わななかせる毒空木。それはさしずめ火山の噴ふん火かを予兆する大気の震えのようだ。爆発寸前の激情をためこんだ眼球は限界まで見開かれ、

「そんなに言うこと……ないじゃん」

　大粒の涙をにじませた……ってあれ？

「ひ、酷ひどいよ………そんなに言うこと、あたし………あたし……」

　え？　え？　ウソ？　ど、毒空木さん？

　雫しずくとなった涙が僕のワイシャツに零こぼれ落おちる。

　そして、それを契機にして、




「ふぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇん」




　毒空木は泣き出した。

　いや、哭なき出だした。

「あんまりよぉぉぉぉぉぉぉ。ああああああああああああああああああああああああああん。あはんあはんあはんあはんあはんあはんあはんあはんあはんあはんあはん！」　

　大声で。天を仰あおいで。

　恥も外聞も遠慮も容赦もなく泣きじゃくった。

　ここまでガン泣きする女を見たのは何年振りだろう。

　完全にあっけにとられた僕は、体の上でセミのように泣なき喚わめく異様に可愛い女子高生をぼんやりと眺めることしかできなかった。

　な………。

　な………。

　な………。

　な………。

　泣きたいのは、こっちだっつ――――――の！

　なんなの。ホントになんなの、この女。

　出会うなりいきなり怒鳴られて。急所を潰され、気絶させられ、水かけられ、蹴られ殴られ罵ののしられ、告白されたかと思うと、また蹴られ殴られ罵られる。

　泣きたいのは、こっちだっつ―――――――――――――――――――――の!!

　神様、なんで僕ばっかりがこんな目に遭うんですか。

　遊びたい盛りの貴重な二年間を捧げて手に入れた愛と性に爛れた学園生活は、入学初日に木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散った。蟯虫齧り虫として暗黒の三年間を過ごすことを余儀なくされた。

　もう充分でしょう。

　僕の先祖が何をしたのか知りませんが、もう充分罰ばつは受けたでしょう？

　この上まだこんなメガトン級の爆弾女をあてがうつもりですか？

「あたしは、あたしは、ただハルが好きなだけなのにぃぃぃぃ。あ――――――――ん」

　どれだけ神様に祈ってみても、先祖を恨うらんでみても、毒空木は僕の胸に張り付いたまま、まだまだ泣なき止やむ気配もない。

　ちょっと………言い過ぎたかな。

　仮にも毒空木は、学園中から忌み嫌われる僕に初めて好意を寄せてくれた女の子だったのに……。

　いや、でも、僕は何も間違ったことは言ってないし。むしろ向こうが間違いだらけなんだし。こーゆー人の話を全く聞かない輩やからにはちゃんと言って聞かせてやるのが優しさなんだ…………けど。

「大嫌い」は酷かったかもしれない。

　くそ、なんだよ、この感じ。なんでこんな感じになるんだよ。

　悪かったよ。謝るから、早く泣き止んでくれよ。

　ほら、髪の毛が鼻にかかってるんだよ。このツヤツヤでふわふわの………すごくいい匂いのする髪の毛が………くすぐったくて………その、すごく気持ちいいなぁ。

　女の子ってなんでこんなにいい匂いがするんだろう。藤の花とはまた違った甘い香り。

　確かに…………黙っていれば可愛いんだよなぁ。

　大口を叩くだけあって、毒空木の美貌は天使揃いのデレ園の中にあっても明らかに群を抜いている。こんな美少女が僕の胸に顔を埋うずめて、涙でシャツを濡ぬらしているなんて。場合が場合ならこれほどボッｋ――いやいや、胸がときめくロマンティックなシチュエーションもあるまいに。

　………って、違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う。

　バカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカ。

　このバカ！　僕、バカ！　あっぶねー、なにときめいてんだよ、僕。

　しっかりしろよ、さっきまでの蛮ばん行こうをもう忘れたのか。

　こいつはその名の通りの毒空木。見た目は愛らしくても、食べれば即死。今は大人おとなしくても、いつまた猛毒が牙きばをむくやらわかったもんじゃない。

　弱っているならこれ幸いだ。とにかく穏おん便びんにこの場を脱出して…………。

「わかったわ！」

　決断が遅かった。

　機先を制して毒空木がガシーンと面を上げた。鳴ってもいないその音に心胆を思い切り射抜かれる。

「ん？　なに、ビクついてんの？」

「は、はぁ？　べ、べ、べ、べ、べべべ別にビクついてなんかねーし！」

「あー、はいはい。わかったわかった」

　毒空木は、微妙な男子の意地を面倒くさそうにあしらうと、

「あんたの言いたいことは………………よくわかったから」

　妙に達観した溜息を漏らした。

「すっごいむかついたけど………あれだけはっきり言われたら、わからない訳にはいかないもんね。これ以上嫌われたくないし」

　そして、なにやら厳げん粛しゆくな面持ちで殊しゆ勝しようなセリフを吐く毒空木。

「ルックスは最高だけど中身が最悪か………ねえ、あれって本音？」

「え？　あ、うん。まあ」

「そっか………ヤバい。酷い事言われてるはずなのに、ちょっとでもハルに褒ほめられてるのが死ぬほど嬉うれしい」

　はにかんで頰を染める毒空木。

　おおっと。や、やめろよ、その仕草……か、可愛いじゃん。

　泣いてスッキリするタイプなのだろうか、毒空木の表情にはついさっきまでの憤ふん怒ぬの色はどこにもない。むしろ、朝の湖のような清せい澄ちようささえうかがえる。

　なんだよ、意外に潔いさぎよいんじゃないか、毒空木。こんなやつだったのか。もし別の出会い方をしていたら、友達くらいにはなれていたのかもしれない。

「それにしても、付き合いたい女子ぶっちぎりのワースト１だって。ホントにはっきり言われちゃったなあ」

　毒空木が拗すねたように唇を尖とがらせる。

「あ、それは、その、ごめん……言い過ぎた。色々と」

「やだ、冗じよう談だんだって。気にしてないから。変にごまかされるよりはっきり言ってくれて嬉しかったし」

「ま、まじで？」

「うん、自分の立場もわかったし、むしろ清すが々すがしいって感じ？　ありがとね、ハル。あたしワースト１でも全然平気だよ？」

　そう言って毒空木は微笑ほほえんだ。猛毒の妖精が初めて見せたにこやかな笑顔。

　瞬間、胸が高鳴るような錯さつ覚かくを覚えた。あわてて僕は視線を逸らす。

　いや、それは本当に錯覚だったんだろうか。そう断じるにはあまりに明確で生々しいときめきの残ざん渣さ。

　その真偽を確かめるべく、もう一度毒空木に視線を戻した。今度視線を合わせてしまえば、もう二度と離す事ができなくなるかもしれない。そんな不安と期待に胸を焦こがしながら、それでも―――




「だって、ハルがあたし以外の女子全員にフラれたらいいだけの話だもんね」




　……えっと、今なんつった？

　モノローグに夢中で聞いてなかった。

　え、なに、全員に？　フラれる？　誰が？　どゆこと？

　混乱しきりの僕と対照的に、毒空木は不気味なほど穏おだやかな笑みをたたえ続ける。

「さっき言ったよね、ハル。あたしはこの学園の付き合いたいランキングワースト１だって。ワースト１にランクインしてるんだって」

　ま。まあ、確かに言ったけど……。

「ってことはぁ、あたしより上位ランカーの女の子全員がハルと付き合うのを拒否した場合、あたしは繰り上げでトップ当選するってことだよね？」

　――――――その発想は、なかった。

「ちょ、ちょ、ちょ、待て待て待て！　え、おかしくないか？　その計算！」

「おかしくない。だって、ハルは女の子と付き合うためにこの学園に来たんでしょ？」

「それは、そうだけど………」

「じゃあ、女の子と付き合えない学生生活なんてありえないじゃん。そんな事になったら退学だよ」

「た、退学!?」

　なんでそうなる！

「当然じゃん。スポーツ推すい薦せんで入学してきた学生は、部活を辞めたら一緒に学校も辞めるでしょ？　それが正しいか正しくないかは抜きにして、世の常としてそうでしょ？」

　はあ………。

「だから、エロ推薦で入ってきたハルは女の子と付き合えなくなった時点で学園を辞めるしかないのよ」

　身に覚えのない推薦だな。

「ひいてはもう、死ぬしかない」

　なんだか、雲行きが怪しくなってきたぞ。

　さっきまでの物分かりのよかった毒空木さんはいったいどこにいってしまったんだろう。

　ところで、そろそろ僕の上から降りてくれないかな。可か及きゆう的てき速すみやかにこの場から離れたくなってきたんだ。猛烈に。激烈に。峻しゆん烈れつに。

「じゃ、いこっか」

　分厚い雲を割って射す光のような、極上の笑顔で毒空木はそう言った。

「い、行くって、どこへ？」

「決まってるじゃない……」

　毒空木の笑顔に言い知れない凄みが差す。

「コクりによ」

「コクり………？」

　毒空木がコクリと頷いて、僕はゴクリと唾つばを飲んだ。

　瞬間、脳のう髄ずいにイメージが叩き込まれる。猛毒の果肉が薄い表皮を食い破って弾け飛ぶイメージ。

　ああ、落ち着け僕。弱気になるな。大丈夫、毒空木だってどっちかといえば人間だ。話せばわかる。真心をこめて慎重に言葉を選べば……。

「あ、あの、毒空木様。い、一体なにをおっしゃってらっしゃるんでしょうか？」

「だからぁ、この学園の女子全員に片っ端から告コクっていくのよ。それで全員にフラれたら………もうハルはあたしと付き合うしかないでしょ♥」

　よし、だめだ。

　逃げないと。

　コイツはもう手遅れだ。なるべく遠くに逃げないと。

　そうだ、ハワイがいい。ハワイのビーチで魚とココナッツを食べて暮らすんだ。

　現地の女の子と結婚して新婚旅行はどこがいいかな？　よし、逆輸入的に京都にしよう。そして、マウイの花嫁に鉄板より硬い瓦かわら煎せん餅べいを食べさせて前歯を折ってやるんだ。

　しかし、そんな僕の壮大な人生計画を敏感に察したのか、再び毒空木に先手を打たれた。馬乗りの体勢から素早く体に密着し、寝技よろしくブレザーの奥おく襟えりをとる。

　もう片方の手で僕の右腕をがっちりとホールドした。

「は、はなせ、毒キノコ！」

　本ほん袈け裟さ固がため。敵ながら惚ほれ惚ぼれするような体たい捌さばきだ。

「落ち着いて。さもないと腕の関節を砕くわよ」

「落ち着けるか、そんな事言われて！」

「冗談だって。やだ、焦あせった顔も可愛い。さあ、覚悟を決めて女子全員に告りなさい。そして………フラれなさい」

「やるわけないだろ！」

　だめだ。それだけはだめだ。

　ただでさえ蟯虫齧り虫なんてあだ名されているこの僕が、この上、学園中の女の子に声をかけて回ってるなんて噂がたったら………………終わる。間違いなく終わる。僕の学園生活が、青春が、いや人生まるごとが、今度こそ終了する。

「ハルが悪いんだからね。乙女おとめの柔らかい心を傷つけるから。身をもって知ればいいのよ。この学園でハルが付き合える女の子はあたしだけだって」

「無理だって！　お前も僕の評判くらい知ってるだろ。絶対できないよ、そんなこと」

「やる前から無理とか言う人嫌いだよ。大丈夫、あたしも全力で助けてあげるから」

「はいムーリー！　無理無理無理無理無理無理無理無理無理、ム――――リ―――――」

「もう、わがままなんだから……………さて、ここで問題です」

　何が始まった？

「さっきあたしがハルにぶっかけた水。あの正体はなんでしょう？」

「しょ、正体って……」

　水だろ。

　いま自分で水って言ったじゃん。水だよ、水道水。[image: ]O！　そうだろ、それしかありえないだろ、そうだと言って！

　毒空木が薄く微笑んだ。

「ヒント………分子式は[image: ][image: ]O」

「[image: ]H……？」

　受験勉強で詰め込んだ化学知識が大声で警告を発する。

　何かある。頭の片隅に引っかかるこの羅ら列れつ。突き抜けて危険なその並び。来い。繫がれニューロン！　繫がれ…………来た！

　[image: ][image: ]O――――ジエチルエーテル　融点-116[image: ]　引火点-40[image: ]　危険物第四類引火性液体特殊引火物……特殊引火物。

「おしい、引火点は-45[image: ]」

　心を読まれた！

「それでは、第二問」

　毒空木は僕の右腕を締め上げていた左手を離し、素早くポケットに突っ込んだ。ブレザーのポケットが毒空木の拳以上に不自然に膨ふくらむ。

　なんだ。そのポケットに一体なにを収容してるんだ。

「あたしが今ポケットの中で握っている分子式L-I-G-H-T-E-R-\100で表される物体はなに？」

「言ってる言ってる。百円ライターって言っちゃってる！　誰かー、警察と消防ー！」

　もうなりふり構っていられない。恥も外聞もなく大声を張り上げた。

「いやん、泣きそうな顔も超イケてる。きゅんきゅん来ちゃう」

「言ってる場合か！　お、お前わかってんのか！　こんな至近距離でライターに火を灯ともしたら、お前まで一緒に丸焦げなんだぞ！」

「鳴かぬなら………レッツ（２）バーニン（８２）本能寺」

「そんな古代に本能寺はねぇ！」

「うふふふふ。ねえ、このまま二人で弾だん正じようの忠ちゆうの後を追う？　あたしはそれで一向に構わないよ。一向に…………」

　冗談――――じゃないんだろう。コイツに限っては。

　もうわかった。こいつはいつだって本気で、紛まぎれもない本物だ。

「さあ、どうするの？　告白する？　それとも死ぬ？」

　すごい二択だな。

「10……９……」

「おい、なんのカウントダウンだよ！　制限時間なんて聞いてないぞ。はなせ、くそ」

　全力でのた打ち回るも、毒空木は蛇へびのように絡からみ付ついて離れない。すでに毒牙をうたれていたのだろうか、体の自由がまるできかない。

「８……７……」

　うそだろ。なんなんだ、この状況は。なんで僕がこんな目に。

　てめえ、先祖コラ！　ホントに何しでかしたんだ！　自分の因いん果がくらい自分の世代で消化しろ！　巻き込むな、子孫を！　覚えてろよ、タイムマシンが発明されたら真っ先に過去に戻ってぶっ殺してやるからな！　ああ、だめだ。先祖を殺したら僕も死ぬ。

「６……５……」

　てゆーか、その前にこの秒読みを止めないと今すぐ僕が死ぬ！

「４……３……」




「わ――かった――よ――！　やるよ、やりますよ―――！　やりゃあいいんだろー！」




　気が付けば、僕は人生で二番目に大きな声でそう叫んでいた。

「２……１……」

「いや、やるっつってんだろ！　ストップストップ！　カウントダウンストーップ！」

「やったぁぁぁ―――！　契約成立ぅぅ！　うっっっきゃあああああああああああ！」

　そして爆発する毒空木の歓喜の雄お叫たけび。

　おい、なんだ。その百点満点の笑顔は。

　つい一秒前まで無理心中を図ろうとしていた人間とはとても思えない、はちきれんばかりの笑顔。天に向かって突き上げられたその左手が握っているのは…………。

「はい、第二問の正解は、限りなく百円ライターっぽいデザインのソフトキャンディでしたー」

「どこの層をターゲットにしたお菓子だよ！」

　ああ、やられた。

　僕は地面に脱力した。

　まあ、そりゃあ、そうだろう。

　どこの世界に特殊引火物をバケツに入れて持ち歩いてるやつがいるんだよ。

「ばかねー。水とエーテルの違いなんて臭においかげば一発でわかるでしょうが。エーテル扱った事ないの、あんた？」

　あるわけねーだろ。

　くそう。点を取る技術だけが先行して、全く身にならない受験勉強よ。

　なまじ中途半端な知識を詰め込んだだけに、恐怖心が先にたって冷静な判断を欠いてしまった。義務教育の犠ぎ牲せい者しやがまたここに。

「だ～ま～さ～れ～た～♪　はい残念賞」

　毒空木は歌うようにそう言うと、六個入りのソフトキャンディの一個を銀紙も剝むかずに僕の口に放り込んだ。

「もがが、ちょ、お前、これっ」

「ふふふ。新発売の梅シソ味。あたしだってまだ食べた事ないんだからね」

　僕の胸板に頰杖をつき、長々と体に寝そべる毒空木。

「どう、おいしい？」




　その笑顔はやっぱり妖精のようにしか見えなかった。





[image: ]




[image: 第二章　鮎川蓮香・桜木睦美～開幕！　デレ園全告ツアー～]




「ハルハル！　ここ、ここ！　座って座って！　早く早く！」

　毒どく空うつ木ぎは藤ふじ棚だなのベンチに腰をかけると、すべての単語を二回繰り返しながら自分の隣をばしばし叩たたいた。なるべく離れて腰を下ろすと、

「にゅるりん♪」

　素早く膝ひざが触れ合いそうな距離までニジリ寄ってくる。

「はい、上を見て！」

　喉のど輪わを決められた。

「ここの藤棚はね、こうやって下から見上げる角度が一番綺き麗れいになるように設計されてるの。ほら、ちゃんと見て。上だってば！」

　喉の皮ひ膚ふがちぎれそうだ。

　確かに下に回ると藤棚はまた違った風ふ情ぜいを見せつける。しかも、心なしか甘い香りが豊かになったような。

「あ、気付いた？　そうなのよ！　実は見み栄ばえだけじゃなく匂いまでこの位置がベストになるように計算されてるのよ、この藤棚は！」

　まるで自分が作ったかのように誇らしげな毒空木。

「やっぱりねー、花好きのハルならきっと気付くと思ってた。あたし植物を愛する人って、大好きよ。草食男子とかベジタリアンとか」

　草食男子はそういう意味じゃないし、ベジタリアンはどっちかっていうと植物の天敵だろう。

「それでどう、ハル？　この藤棚は？　ホントはあたし一人の秘密基地なんだけど、ハルが気に入ると思ってご招待差し上げましたのよ。どうどうどう？」

「どう」の数だけズイズイと毒空木が顔を寄せてくる。こんな間近に女の子の顔があった事は僕の歴史上初めてだ。瞬時に体温が平熱を超えた。

「そ、そうだな………綺麗だよ、すごく」

　それが素直な感想だった。

「いや、違う違う。そーゆーのが欲しいんじゃないのよ、あたしは」

「え、違うの？　じゃあ、そうだな……あ、すごくいい匂いだよ」

「うん、それはさっき言ったじゃん。そうじゃなくて、あるでしょ、他に」

「ええー？　何だよ、もう。わかんねーよ」

「もー、ハルのバカー！」

　なんで怒ってんだよ。いったい何が正解なんだよ。

「なんでわっかんないかなー。だからね～？　ここでこうやってね～？　あたしと寄り添って座っているとね～？」

「はあ」

　毒空木はくねくねと身をよじり、

「……あたしとキスしたくなってこない？」

　ど、どストレートに口く説どいてくるなぁ……。

「くはー！」

　何がハマったのか急にテンションを弾けさせる毒空木、両手で顔を覆おおってしきりに足をバタつかせる。

「ヤバい。楽しい！　ハルとのトークが楽しすぎる！　付き合う前でこれってヤバくない？　付き合っちゃったらどうなんの、あたし。ねえ、ハル。一刻も早く女子全員にフラれてね」

　一気に吐き気がこみ上げてきた。

「あ、あの、ちょっとよろしいでしょうか、毒空木さん」

「あら、改まってどうなさったの石蕗つわぶきさん？」

「さっき言ってた女子全員に告白するって話さ。アレ、もしかしてほんとにやんの？」

「あったりまえじゃん♪」

　魂たましいまるごと奪われそうな笑顔で毒空木は頷うなずいた。しかし僕は知っているぞ。この天使の微び笑しようの裏に隠された悪あく魔まのような本性を。

「だって約束したんだもん。あたし約束破る人って大嫌いよ。もし破ったらぁ、親でも判別できないような死に方するからね♥」

　ああ、出てきた出てきた。さっそく出てきた、本性が。全っ然隠す気なかったよ、コイツ。

「ハルにはぁ、女子全員にメッタメタにフラれてぇ、がっつり一生もののトラウマ作ってもらわなきゃ。そしたらいくらバカのハルでも理解できるでしょ？　この学園にハルが付き合える女の子はあたしだけだって。ね？」

　ね、じゃねーよ。あと、バカってなんだ、一応学年首席だぞ。

「そーだそーだ。せっかく、結婚……じゃなかった、お近付きになったんだから改めて自己紹介をしなくちゃね。はい。それじゃあ、あたしから」

　そう言うと、毒空木はベンチ上で正座をして、うやうやしく三つ指をついて見せた。

「一年Ｇ組毒空木美み也や子こでございます。仲のいい子はみゃーこって呼びます。まあ、この学園に仲いい子なんておりませんけど」

　笑顔でなんてこと言うんだ。

「しし座のＡ型。身長１５５㎝、体重ナイショ。スリーサイズは上から秘密、機密、極秘。チャームポイントはトップシークレットとなっております」

「おい、後半発表する意味あったのか」

「いやん、焦あせらないで。付き合うことになったらあ、ちゃんと教えてあげるから。手とり足とり舌とり目とり♥」

　目とりがどう考えても怖過ぎる。

「あ、でも胸囲は確認しなくても、どーみてもＡカップだよな」

「利きき手ですか？　左です」

「げぶふぅ」

　左ストレートが飛んできた。

「まあ、右もそこそこいけますけど」

「あべしっ」

　右ストレートも飛んできた。

「でもやっぱり真打は左足ということに……」

「もういいもういい！　どんだけ殴なぐる気だ！　次、僕！　僕の番な！」

「よーっしゃ、死ぬ気でかかってこい」

「違う違う。そっちじゃなくて、自己紹介だよ！」

「あ、そっち？　やだ、早く言ってよ。恥ずかしい♥」

　マス大山ばりの前羽の構えから、乙女おとめポーズへのシフトチェンジが素早過ぎて逆に恐い。

「えーっと、じゃあいきます。一年Ａ組……」

「Ａ組石蕗ハルでしょ。知ってるよ」

　毒空木が僕の言葉の先を取る。まあ、そりゃ知ってるか。

「身長１７０㎝体重59㎏体脂肪率15％射手座のＯ型でしょ。知ってるよ」

　お、おお。詳しいな。ま、まあ、好きな男子の事だからな。それくらい調べたりはするものか。でも、僕、体脂肪なんて測ったことあったかな…………。

「靴くつのサイズ26。視力左右とも１・０。利き手右手。得意科目、国語と英語。所属クラブなし。趣味、ガーデニング。休み時間はだいたい友達の手て島しま猛たけしと過ごし、昼休みだけは花か壇だんの世話に費やす。好きな音楽、日本のパンク。好きなスポーツ、サッカー。ただし観るだけ。スポーツの才能は全くなし。好物はギョーザ、ハンバーグ、だし巻き玉子、コーヒー。と言っても缶コーヒーのみで、カフェなどではもっぱらフルーツジュースを注文する。最近いきがって無糖の缶コーヒーを飲もうとするも、苦くて飲めずにやっぱり砂糖ミルク入りに戻した。座右の銘めいは、生きてるだけで丸まる儲もうけ、でしょ？　知ってるって」

「詳しすぎるだろ！」

「あたし、スカウティングは得意なの。特別なセキュリティを施してない人間なら七十二時間で丸まる裸はだかにできるよ」

「怖っ！　もうなんか、お前怖っ！」

　全く褒ほめたつもりはないけど、毒空木はなぜか誇らしげに薄い胸を張る。

「そ～よ～♪　あたしは敵に回すと怖いんだから。一方、味方にするととっても頼もしい女なの。そのあたしがハルの告白を全力でサポートしてあげんのよ。これほど心強い事はないでしょ？　喜べボンクラ」

　肩を殴られた。

「いてーな。サポートって……なんの？」

「告白のよ」

　そう言って毒空木はソフトキャンディを口に放り込んだ。

「ハムハム、さっき、モクモク、言ったじゃん、ングング、手伝って、ムゴムゴ、あげるって」

　喰くってから喋しやべれ。

「いや、確かに言ってたけどさ。あれって、ホントだったの？」

「モグモグ、もちろんよ。あたしは約束を守る女なの。ごっくん……マッズイわね、これしかし」

「はあ…………そうなんだ」

　確かに不ま味ずかった。いや、そうじゃなくて。

　どうも毒空木の言動がわからない。登場してからずっと矛む盾じゆんだらけだ。好きな男の告白を手助けする女がどこにいるんだ。

「だって、ダメもとで告白してフラれたってトラウマになんないじゃん」

　気持ちが表情に出ていたのだろうか、問われる前に毒空木が答える。

「ハルには自分の立場ってもんをきっちり体で学んでもらわなきゃいけないんだから。あらゆる手段を尽くして成功する可能性を高められるだけ高めるのよ。それで、あ、これもしかしてイケるんじゃーねの？　オレ、付き合えるんじゃねーのって思わせておいてぇ、そこから奈落の底にド――――ンっつって。やだ、ぞくぞくしてきた。楽しみだね？」

　楽しいわけあるか。すげーイイ笑顔だな、おめー。ホントに好きなのかよ、僕のこと。

「でもさあ、もしもそれで成功しちゃったら毒空木はどうするんだ？」

　僕は当然の疑問を口にする。

「は？　なに、成功って？」

「いや、だから告白がうまくいっちゃったらって話」

「うまく……いく？　……ちょっと何言ってるかわかんないんだけど」

　なんでこいつとはこんなに会話が嚙かみ合あわないんだろう。

　僕はきっちりと毒空木に体を正対させてチンパンジーに物を教えるように言い直した。

「だから、僕が、君以外の女子に告白をして、もしもその子にＯＫをもらったら、君はどうするの？」

「そんな事あるわけないじゃん」

「なんでだよ！」

「だってあるわけないもん」

「デレ園えんの女の子ってむちゃくちゃたくさんいるんだぞ！」

「うん、でもないじゃん」

「いや、一人くらいはあるかも――」

「ないって」

「いやでも――」

「ないって」

「…………」

　毒空木は僕の両肩にはしっと手をかけて、

「絶っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ対、ないって！」

「やぁぁぁ―――めぇぇぇ―――ろぉぉぉ―――よぉぉぉ――――！」

　半泣きで手を振り払った。

「そーゆー詰め方すんなよ！　みぞおちにグッとくるわ、精神のみぞおちに！　とにかく、明日の事なんて誰だれにもわからないんだから、万が一の可能性も考えておくべきだろう！」

「万が一って…………じゃあ、ハルは突然水が下から上に流れ出したらどうしようとか考えて生きてんの？」

「え？　水？」

「朝起きたら右手と左手が入れ替わっていた場合の対策をしてんの？」

「いや、それは、その……」

「いきなり頭からパイナップルが生えてきた時のために皮膚科の予約を入れてるの？」

「痛い痛い痛い、お腹痛い！　もう、なんだよ！　僕に彼女ができる確率って超常現象なみに低いのかよ！」

「万に一つの可能性って、そーゆー事でしょうが」

　汚物でも見るような目で毒空木。

「だいたい虫の分際で、まともな女の子と付き合えるなんてほんのちょっとでも思ってるのがムカつくわ。あんた、虫と付き合ってる女の子見た事あんのか？　肩にカブトムシ乗っけて、これ新しい彼氏なの、とか言っちゃってる女に会った事あんのか？」

「ホントやめて！　死ぬから！　人間って言葉で死ぬから。お前ホントに僕の事好きなのかよ！」

「大好き」

　ド正面からそう言われた。

「……お、おう。そうか」

　なんだろう。わかっていても、ここまで躊ちゆう躇ちよなく堂々と好きと言われると、素直に胸に響いてしまう……。

「いや待て待て待て。おかしいおかしい。それじゃあ、矛盾してるだろさっきの発言は。あたしは普通じゃありませんって、自分で認めてるようなもんじゃないか！」

「そりゃあたしの場合、普通な人間というより女神に近い存在だからね。大いなる慈悲であんたみたいな虫ケラとでも付き合ってあげちゃえるわけなのよ」

「イタイイタイイタイ！」

　この女痛い。

「まあ、でもそうね。もし万が一、いや億が一、ハルの告白が成功するなんて奇き跡せきが起きたなら好きにするといいんじゃない？」

　余裕の笑みを浮かべて毒空木はフワフワの髪の毛に手て櫛ぐしを通した。

「よ、よし、言ったな！　今言ったな！　約束だぞ。告白がうまく言ったら僕は自由だからな！　もう付きまとうなよ！」

「い～わ～よ～ん」

　ム、ムカつくなあ、コイツ。

「ちゃ、ちゃんと全力でサポートしてくれよ。わざとフラれるように手抜くとかなしだからな」

「わかってるって。言ったでしょ、あたしは約束を守る女なの。無敵の情報力に加えて、女子目線ならではの考察を織り交ぜて精一杯応援してあげる。まあ、どんだけ頑がん張ばってもフラれるだろうけどね～。太陽は決して西から昇らないって事を身をもって知るがいいさ」

「く、くっそ～～。見てろよ。今に見てろよ」

「何も見ないわ。はいはい。ファンタジーの話はこれくらいにして、そろそろ現実の問題に対処するよ。ただでさえ、ウチの学校は女の子多いんだし。えーっと何人いるんだっけ」

　毒空木は手を一つ叩いてこの話題を打ち切ると、ブツブツと指折り数え始める。

「えーっと、一クラスに女子が二十人としてぇ、んで七クラスのぉ、三学年だからぁ……え、四百二十人？　多っ！　ちゃっちゃとフラれていかないと二年生になっちゃうし」

　今頃自分の計画の壮大さを把は握あくしたらしい。

「のんびりしてらんないじゃん！」

　毒空木はせわしなくベンチから立ち上がると、スカートをふわりと翻ひるがえし人差し指を高々と天に向かって突き上げた。

「それでは、ただ今この時間より、石蕗ハルのデレ園全ぜん告コクツアー・四百二十連敗の旅を開幕いたします！」

　嫌なツアーだ。

　だがしかし、ここで頑張らないわけにはいかない。

　全壊寸前のプライドを守るために。この猛もう毒どく女と手を切るために。

　そして何より、愛と性に爛ただれた学園生活を取り戻すために！

　どうせこのまま漫然と生きていても暗黒の三年間が待っているだけだ。それなら針の穴をくぐるような可能性でもいい、一発逆転に賭かけてみよう。コイツが手を貸してくれるってんなら好都合だ。毒を持って毒を制す。せいぜい利用させてもらうさ。

「じゃあ、手初めに！」

　毒空木は天を射抜いたその指をそのまま真横に振り下ろした。

　指の先には中庭を横切る銀杏いちようの並木道。その道沿いに点々と設置されたベンチの一つに二人組みの女の子が腰かけていた。

「あいつらに告ってこい」

「いきなりかよ！」
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「それでね～。もう大変なんだから～。聞いてる？　むーちん？」

「はいはい。聞いてる聞いてる。でも、蓮はす香かは大げさだからな」

「もー、真剣に聞いてよ～」




　黄こ金がね色いろの夕陽を浴びて、木こ陰かげのベンチでおしゃべりに花を咲かせる二人組。

　仲のいい女の子ってどうしてこんなに微笑ほほえましいんだろう。仲良き事は美しきかな。並んで座っているだけなのに、まるで整った一枚の絵画の様だ。

　僕と毒空木は銀杏の木こ立だちに身を潜ひそめ、デレ園ならではの究極の芸術作品を子細に観察した。前のめりでしきりに話しかける小柄なボブカットと、それに付き合ってあげている背の高いポニーテール。ボブカットの子は知っている。いや、知っているなんてもんじゃない。

「なにハル、知ってる子？」

　毒空木が耳元で囁ささやく。

「知ってるに決まってるだろ。あの背の低い方、あれはどう見たって同じクラスの鯉こい川かわさんじゃないか！」

「どう見たってとか言われても、知らんわよ、あたしは」

　何という運命のいたずらだろうか。

　１５０㎝にも満たない小柄な体、顎あごのラインで切きり揃そろえられた黒髪、パッチリ二ふた重えにアクセントを加える泣きボクロ、よく回る舌から紡つむぎ出されるハスキーボイス。

　見間違いようもない。彼女こそ髪を切って以来急速にポイントを稼かせぎだして、見事僕の中の付き合いたいランキングの第一位の座を勝ち取ったスーパーベストヒロインこと鯉川蓮香さんだ。

　鯉川さん。ああ鯉川さん、鯉川さん。

　その名前は、僕の心にある日突然埋うめ落おとされたトキメキの種。

　恋になりそうな予感を秘めて、根を伸ばし芽を出さんとする秘密の種。

　今日も可か愛わいいなあ。待ち受け画像の君もいいけど、やっぱり生が一番だ。信頼できる友達と一緒にいるからだろうか、笑顔が一層光り輝いてみえる。

　とりあえず一枚撮っておくか。記念すべき百枚目だ。やっべ、超可愛い。こんな子と仲良くなれたら僕の学生生活はどれほど光り輝くことだろう。

　僕の人生を変えるデレ園全告ツアー、そのデビュー戦。相手が鯉川さんなら望むところだ。僕は確固たる決意を胸に秘め、正々堂々真っ向から彼女に告白すべく、とりあえず盗み聞きを続行した。




「それでねそれでね、むーちん。とにかく超キモかったの！　だってずーっとだよ？　授業中ずーっとニヤニヤしてんの。一時間目から六時間目までず――――――――っと！」

「うわっ、それはキモいな」

「でしょう？　しかもしかもぉ、アイツってたまにチラチラこっち見てんの～」

「おい、それって、蓮香の事狙ねらってるんじゃないか？」

「うっそー。ありえないんだけど。吐きそう～」

「ああ、つわりだな、それ」

「ちょっと、むーちんやめてよー！　マジきもいんだから！　あーあ、死んでくれないかな。蟯ぎよう虫ちゆう齧かじり虫むし」




「よし、ちょっと死んでくるわ」

「ちょ、ちょ、ちょ、ストップ、ハル！　だめだって、早まっちゃ」

「もういいよ！　死なせてくれよ！」

　肩を摑つかむ毒空木の手を振り切って、滑すべり込こむように芝しば生ふに突つっ伏ぷした。

　ちくしょう、もういいよ。わかってるよ。僕が悪いんだよ。虫の分際で変な期待を抱いた僕がいけなかったんですよ。

　今こそジエチルエーテル持って来いよ。丸飲みにしたらあ。

「……ハル」

　毒空木が震ふるえる僕の背中をそっと撫なでた。労いたわるように、慈いつくしむように……。

「じゃ、告ってみよっか」

　鬼か！

　身を潜めているのも忘れて大声で叫さけびそうになった。

「お、お前今の聞いてなかったのかよ！」

「聞いてたよ。さ、行ってこーい」

「おかしいおかしい！　聞いててこの流れはおかしい！　だって、僕もうあの子たちの中でクラスメートじゃなかったもん。視線だけで女を孕はらませる妖よう怪かいになってたもん」

「大丈夫だって。あたしにまかせておきなさい」

　毒空木は不敵に笑うと、ブレザーのポケットから折りたたまれた一片のメモ用紙を取り出した。

「これはね、あたしがついさっき考えた成功間違いなしの鉄板告白ゼリフよ。これさえあればあの子達はハルにキュン死すること請うけ合あい――まだ開けんな！　先に読んじゃうと鮮度が落ちるから。絶対見ちゃダメ。今はとにかく伏せておいて、いざ告白って時に開いて読み上げるの。それでもう、ハルはモテモテ街道まっしぐら！　日が落ちる前に脱童どう貞ていまで……」

「ストップストップ！　この流れはダメだ！　これダメなヤツだ！」

　この感じは知ってるぞ。つい一カ月前に体験した流れだ。僕の青春が終了した流れだ。今でもちょいちょい夢に見る流れだ。

「いいから、さっさと行ってこい！」

「ちょ、やめ、うわあ！」

　清すが々すがしいほど聞く耳を持たない毒空木に思いっきり背中を押された。足で。蹴けられたと言ってもいい。

「「きゃあ！」」

　突とつ如じよ、勢いよく茂みをかき分けて現れた闖ちん入にゆう者しやに女の子たちの悲鳴が重なる。

　そして、その闖入者の正体が今まさに絶賛陰口中の蟯虫齧り虫だと判明すると、女子達の表情は驚きよう愕がくから恐怖のそれへと移行した。

「や、やあ、こんにちは」

　精一杯、何気なさを演出してみたけれど、効果のほどは疑わしい。

　中庭の繁みはまっとうな高校生が放課後を過ごすレジャースポットとしてはいささかエキセントリックに過ぎる。そんなトコから元気良く飛び出してきて、「やあ、こんにちは」じゃないだろう。

「あ、あんた、そこで何をしてたのよ！　このド変へん態たい！」

　ふむ、少なくとも、女の子達の心証は芳かんばしくないようだ。

　むーちんと呼ばれたポニーテールの女の子の視線は、とてもじゃないがこれからの三年間を同じ学まなび舎やで過ごす学友に向けていいシロモノじゃない。肝かん心じんの鯉川さんにいたっては、むーちんの背中に隠れて顔も見せてくれやしない。

　おい、試合開始一秒でなんて有様だ。

　とにかく、まずは警戒心を解かないと………。

「ち、ち、ち、違うんだよ。確かにこんなところで一人でいたら気持ち悪いけど、別に僕は一人で繁みの中に潜んでいたわけじゃなくて。ほら、出てこいよ。ね、見て。ここに一緒に毒空木が――」

　僕はしどろもどろになりながら、ガサガサと繁みをかき分けて、

「……あれ？」

　そこに人っ子一人存在しないことを示して見せた。

　ど、ど、毒空木さん。このわずかな時間にいったいどこへ……？

　少女たちの視線に背中がジリジリと炙あぶられる。

「ねえ、いま……毒って言った？」

　しかも、誤解を招きやすい名前だな、お前はぁぁぁぁぁ！

「ち、ち、違うんだ。これはホントに違うんだよ」

「近づくな！　黒くろ灰ばい先生呼ぶぞ！」

　むーちんの矢のような声が僕を射抜く。

　人間ジャッキと呼ばれ軽自動車を片手で持ち上げることができるという体育教師の黒灰先生は、デレ園の数少ない男性教師であり、生徒全員から恐れられる岩とゴリラのハーフである。

　もちろん、呼べばいつでもどこでも駆けつけるというようなアメリカンヒーロー的な能力は備えていないので、ここでどれだけの大声を張り上げようと黒灰先生が現れる心配はないのだが、生徒指導官を兼務するデレ園の恐怖の象徴をためらいもなく召しよう喚かんしようとする彼女たちの心の逼ひつ迫ぱく具合は充分心配だ。

　さてと、この状況で僕は何をするつもりなんだっけ。

　まったく全然思い出せないぞ。よし、帰ろう。

　僕がくるりと踵きびすを返しかけたその時、

　んん？？

　いつの間に反対側に回り込んだんだろう。恐怖に身を寄せ合う女の子たちの五メートルほど後ろ、ベンチ裏の木陰から長い髪の毛をふわふわと躍おどらせたアンティークドールのような美少女が顔を覗のぞかせた。

　毒空木……お前ワープでもできんのか。

　僕を励はげましているつもりなんだろうか。飛び切りの笑顔を光らせて親指をグッと突き立てる…………地面に向かって。

　いや、逆だ、逆。だいぶ意味が変わってくるだろ、それじゃ。

「あ、あたし達もう行くから。ついてくんなよ！」

　威い嚇かくするように叫んで後ずさりを始める女子二人。決して背中を見せず目を逸そらさず、ゆっくりジリジリと距離をとる。それは熊くまに遭遇した時の対処法ですよ、お二人さん。

　まずい。このまま二人を逃がすのは非常にまずい。この印象のまま二人を逃がしたら、もう二度と告白のチャンスなんて訪れない。

　まあ、あんな陰口叩かれてる時点ですでにノーチャンスな気もするが。

　とにかくここまできたら、もうやるしかない。頼んだぞ、お前に賭けたからな毒空木！

　僕は祈るような思いでメモを開いた。

「鯉川蓮香さん、桜さくら木ぎ睦むつ美みさん！」

　思いがけずフルネームを呼ばれた二人の少女がビクリと体を震わせる。

　そして、僕の大声が中庭に轟とどろいた。




「一生大事にします。絶対にどんなことからも守り抜きます！　だから、だから、僕に君たちのパンツをください！」




　……って、なんだ、この最悪の告白セリフはああああああ！

「はあ？」

「パ、パンツ？」

　一瞬にして凍こおりつく、むーちんと鯉川さん。

「えい！」

　そして、その期を逃さず毒空木が何かを投げて寄よ越こした。フワフワと風に乗り、僕の頭上に降ってくる布状の何か。

　なんだ。それはなんだ。まさか、起死回生のアイテムか！

　すがる気持ちで摑み取ったそれは、つるつるとした手触りが気持ちいいフリルいっぱい夢いっぱいの―――――パンティー。

「あ、あ、あんた」

　パンツ越しに見えたむーちんの表情を僕は一生忘れないだろう。




「……告こく訴そするからね」




　それだけは勘かん弁べんしてください。
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「ドゥゥオォォクゥヴゥゥツゥギャァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」




　身の毛もよだつなどという言葉では生なま易やさしい。未発見の遺い跡せきの最深部に巣食う未知なる猛獣の断だん末まつ魔まのようなとでも言うべき、とにかく僕がそれまでの人生で一度も聞いたことがないような僕の声が藤棚に響き渡った。

「あ、お疲れ、ハル。よかったよ」

「あ、そーなんだー。よかったんだ……ってなるか、このヤロォォォォォォォォォォォ！」

　人生初のノリツッコミである。

「いいわけあるかあああ！　良い事なんて一つもあるかああああああ！　なんだ、あのセリフ！　そして、なんだこのパンツは！」

「あ、それかしてかして」

　毒空木は僕の手からまだ温もりの残るパンツを奪い取ると、そのまま繁みに分け入って、

　―――ガサガサガサ。

「ふー、おまたせ」

　五秒後、手ぶらで出てきた。

「ちょ、ちょ、ちょ、え？　お前さっきのパンツどこにやった！　そもそもあのパンツの出所はどこなんだ」

「まあまあ、いいじゃん、その話は。そんなことより初フラれお疲れ様。すっごくよかったよ。ぞくぞくしちゃった。不味いキャンディ食べる？」

「食うか！　どういうことだよ。なんだ、あのセリフ！　フザけずにちゃんとバックアップするって言っただろ！　この毒キノコー！　アホキノコー！」

「アホキノコとか。もう名前の原型ないし」

「お前は、もう、ほんっと、お前は、もう、お前、お前っ、お前ええええええ！」

「ああ、わかったから。近付くな気持ち悪い」

　爆発寸前の形ぎよう相そうで詰め寄る僕を毒空木は苦い顔で押し返す。

「大丈夫よ。ちゃんと真ま面じ目めにやってるって。どーせあの二人は可能性０％なんだからさ。変に時間かけるよりサクっと嫌われた方があの子達のためだし、あたしのためじゃん」

「僕のためはどこいった！　つーか、またお前は軽々しく可能性ゼロとか言う！　わかんないだろ、やってみないと」

「いや、あの二人だけはわかってるんだって」

「なんでだよ！」

「だって、デキてるもん」

「………へ？」

　怒りがスポーンと吹っ飛んだ。

　え―――っと、ちょっと待ってくれよ。

　わかんないわかんない。え、何、デキてるって、それは、つまり、ボーイズラブの反対のガールズラブといいますか、百ゆ合り的てきなと申しますか、いわゆるひとつの―――

「百合ビアンなのよ、あの二人」

　ゆ、百合ビアン？

「うちの学校結構多いよ、百合ビアンの子。知らなかった？」

　全く知らなかったし、百合ビアンという言葉をそもそも知らない。

「な、なんでだよ。みんなあんなに可愛いのに、なんでわざわざ女同士で付き合ったり……」

「いや、可愛いからだって」

「は？」

「ええー、こっから教えないといけないの？　めんどくさー」

　何を今さらといった風に大げさに溜ため息いきをついて見せる毒空木。

「あのね？　当ったり前の話だけどぉ」

　僕の額にぐりぐりと人差し指を突き立てる。

「男子から見て可愛い女の子ってのは、女子から見たって可愛いの。ましてやデレ園の女の子なんて噓うそみたいな美女揃いなんだもん。着替えの時間とか、その気がなかったあたしだってドキドキするくらいよ」

「マ、マジですか……」

「マジマジ。いっぺん覗いてみ、あれ。すっっっっごいから。もうなんだろ、性別とかね、どーでもよくなるから。あれ見ちゃったら、エロくて臭くさい男子なんかと付き合えないね。あたしもハルがいなかったらヤバかったかも」

「そ、そーなんだ」

　噂うわさには聞いていたけど、まさかこんな身近でそんなことがあるなんて……。

「って、待てよ！　じゃあなんであの二人に告白しろなんて言ったんだよ。どーせ、フラれるのわかってるんだから、初めから除外したらいいじゃないか！」

「だめ」

　僕の抗議を言げん下かに退ける毒空木、黒目がちな瞳ひとみがさらにどす黒く輝いた。

「言ったでしょ。これはデレ園全告ツアーなの。相手が百合ビアンだろうがノンケだろうが関係ないの。彼氏がいようが彼女がいようが関係ないの。『女子全員に告って、女子全員にフラれる』、ここまでワンパッケージで全告ツアーなの。これは決定事項なの。あたし………約束は守る女なの」

　む、むちゃくちゃだ。

　知ってたけどコイツ、むちゃくちゃだ。

　僕のバカ。こんな猛毒女を一瞬でも信じた、僕の大バカ！　認識を修正しろ。コイツと僕は共闘関係にあるんじゃないむしろ敵対関係なんだ。

　気をしっかり持って出し抜くくらいのつもりでいないと………狩られる。

「さてと」

　僕の胸中を知ってか知らずか、毒空木は澄すました顔でペーパーバックほどもある分厚い手帳をパラパラと捲めくった。

「じゃあ、この調子で次々いくからね。今週中に一年生の百合ビアンカップル総ざらいするよ。まずはＣ組の石いし田だと奥おくでしょ。んで、Ｄ組の河か西さいと柏かしわ木ぎあと、Ｆ組の……」

「ちょ、ちょ、ちょ、待った、毒空木！」

　このままコイツにペースを握られるわけにはいかない。慌あわてて声を差さし挟はさんだ。

「確かＥ組にもいたなぁ、北きた原はらと小こ林ばやしか。それからＦ組の小こ森もりと佐さ藤とう……」

「だから、待てって。話を聞けよ、毒キノコ！」

「Ｇ組にはいないのよね。二年生はまだノータッチだから……」

「聞いてください！　お願いします、みゃーこ様！」

「はうっ！」

　突然、毒空木の体がビクリと震えた。

「………………今、なんて？」

　低く抑えた声で毒空木が尋たずねる。

「え、いやだから、聞いてくださいって」

「そこじゃなくて！」

「えっと……お願いします？」

「その後！」

「……みゃーこ……様？」

「様いらない」

「みゃー……こ？」

「はふぅっ！」

　また毒空木の体がピクンと弾けた。顎を上に突き出して、胸をぎゅんと引き絞る。

　なんの発作なんだよ、これ。

「ハル……も、もう一回……今度は、その、駄だ々だっ子こを叱しかる感じで……」

「はい？」

「あ、優しくね！　本気の叱りはやだよ。あくまでこう……可愛くて仕方ないなこいつめっていう気持ちありきのやつで……お願いします」

　め、め、め、めんどくせー！

「はやく、はやくぅ！」

　なんだよ、これ。なんでこんな流れになったんだよ。

「え、えーっと………こら、みゃーこ！」

「うきゃ――――――――――――――！」

　一気に、毒空木のテンションの針が振りきれた。
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「やんやんやんやんや―――――ん♥　『こら』とか！　『こら』とかー！　なんで注文してないセリフまで勝手に付けるの！　もうやだ、サイコー、すっごいイイ！」

　どっちなんだよ。

　……てゆーか。めっちゃ効きいてんじゃん、『みゃーこ』。

　もしかして、初めて呼ばれたのか？

　真まっ赤かな顔を両手に埋うずめて奇声を上げる毒空木、辺りをぽんぽん飛び回りながらそのまま銀杏の立ち木に隠れてしまった。

　うん。こういう仕草は、ホントに、その……か、可愛いんだよなぁ、毒空木。

　さっきまでの氷のような冷たさとのギャップも手伝ってか、なんというか、グッとくる……あ、いかんいかん。ときめき厳禁だ。

「実はさあ、毒空木。僕、告白したい子がいるんだよ」

「ああぁ？」

　立ち木の陰から毒空木の抜き身の刃やいばのような眼光が閃ひらめいた。

　よーし、光の速さで前言撤回だ。殺し屋か、コイツ。その視線だけで四、五十人の心臓を止められそうだ。

「ねえ、気のせい？　いやにはっきりとした空耳が聞こえたんだけど」

　はっきり聞こえたなら空耳じゃないだろ。

「告りたい女がフガフガフガって聞こえたんだけど？」

　はっきり聞こえてねーじゃん。

「な、なんだよ。い、いいだろ。僕が告る子を指定したってさ」

　精神力を極限まで酷こく使しして、毒空木の殺人的な眼光を押し返す。

　しばし、視線のつばぜり合いを押し引きした後、

「もちろん、いいよ。ツアーに積極的で大いに結構じゃん」

　毒空木が不敵に微笑んだ。頭皮から汗が滲にじんでくるような緊迫感に満ちた冷笑。

「で、誰なの？　ハルが告りたいっていう女は」

　問いながら、拳こぶしを手のひらにグリグリと押しつける毒空木。まるでまだ見ぬ誰かの心臓を擂すり潰つぶすかのごとく。

「ちょ、お前、何する気だよ」

「何も。何もしない。だから、早く教えて。その………不幸な女の名前を」

「するだろ！　絶対何かする気だろ！　大事な何かを奪う気だろ」

　命とか。

「い、言っとくけど、ちゃんと全力でアシストしろよ。さっきみたいなのはなしだぞ。約束を破ったらこのツアーも中止だからな」

「うぐっ………わ、わかってるって」

　毒空木は唇を嚙みしめながら苦々しく頷いた。

　どうやら、約束という言葉は毒空木にとってかなり厳格な縛しばりのようだ。これなら言えるか、あの子の名前を。

　鯉川さんと双そう璧へきをなす、僕の中の付き合いたいランキング同率一位・ウルトラベストヒロインのあの子の名前を。

　それは、ある日突然、僕の心に埋め落とされたトキメキの種。

　恋になりそうな予感を秘めて、根を伸ばし芽を出さんとする秘密の種。

「見てもらった方が早いかな。明日の昼休み中庭まで来てくれ」

「……わかった」

　毒空木は静かに頷いた。




　僕の人生を変えるデレ園全告ツアー。明日がその記念すべきそのデビュー戦だ。
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[image: 第三章　吹子なずな～彼女の大事なクラリネット～]




　澄すんだ高音が中庭に染しみ渡わたる。

　音は色となって校舎を彩いろどり、風となって頰ほおをなで、光となって青葉を包み込む。

　柔らかいフルートの音色はまるで景色の一部であるかのように中庭と完かん璧ぺきな調和を醸かもし出だしていた。

「いや、これクラリネットでしょ」

「だから心を読むなよ！」




　次の日、僕と毒どく空うつ木ぎは中庭にいた。

　約束どおり昼休みの開始とともに藤ふじ棚だなで落ち合い、そのまま僕がいつも手入れをしている花か壇だんの前へと引き返した。僕の自じ慢まんの一品。校舎の壁に沿うようにして作られたいわゆるボーダー花壇というやつだ。

　入学初日の帰り道、傷ついた僕の心を癒いやしてくれたのは、花屋の軒のき先さきを飾るクリサンセマム・ムルチコーレの一群だった。

　もちろん一カ月前の僕は、この舌を嚙かみそうな長ったらしい花の名前など知りはしない。それでも、春の象徴のように咲き誇る真っ黄色の花弁は、打ちひしがれすべてがモノクロームに見えていた僕の世界に、革命的な命の彩りを与えてくれた。それからだ。僕が歳としに似合わぬガーデニングに目覚めたのは。

　中庭の隅すみで等とう閑かんにされ荒れ地のようになっていた花壇に目をつけ、奮闘すること一カ月。失敗に失敗を重ね、ようやくここまで立派なボーダー花壇を（完全に無許可で）作り上げた。

　最初は苦労の連続だったけれど、こうして色とりどりに咲き乱れる娘たちを見ていると、そんな辛つらさもどこへやらだ。

　しかも、この子たちがもたらしてくれたのは癒しだけじゃない。

　花の蜜みつに誘われるように現れた一匹の蝶ちよう。

　音楽好きで、長い黒髪が美しい淑しとやかな蝶。

　僕はジョウロとスコップを手に花の世話をするふりをしながら、背中でふくよかなフルートの調べを、

「クラリネットだっつってんでしょ」

　……もとい、クラリネットの調べを聞いていた。

「クラとフルート間違うってどんだけ音楽の素養ないのよ。鼓こ膜まく腐くさってんのか」

　毒空木が心底呆あきれた声で僕の陶とう酔すいをかき乱す。

「う、うるさいな！　素人しろうとなんだから楽器の区別なんかつかなくて当然だろ」

「縦笛か横笛くらい見りゃわかんでしょうが」

「だめだ、見るな！　気付かれる！」

　後ろを振り返ろうとした毒空木を押し殺した声で制する。

「見たいときは、ほら、あそこだ」

　視線で正面を指し示した。

「ん？　なに、窓ガラス？」

　毒空木が目を細めて覗のぞき込こむ。僕らのちょうど真正面に位置する校舎の窓ガラスには、後方にある中庭の一角、ベンチに腰かけてクラリネットを奏でる少女の姿がくっきりと反射していた。

「い、いや、くっきり映り過ぎでしょ。なにこれ、この窓ガラス一枚だけスモークを貼はったみたいに薄暗くなってるけど」

「うんまあ、貼ったからね、スモーク」

「貼ったのかよ！　あんた学校の備品に何やってんの！」

「まあまあ、些さ細さいなことさ。そんなことよりどうだよ。あれが僕の中のウルトラベストヒロインの……」

「はいはい、知ってるから」

　毒空木は煩わずらわしげに手帳を開いた。

「一年Ｃ組吹ふき子こなずな。身長１６０㎝体重44㎏、蟹かに座ざのＡＢ型、吹すい奏そう楽部所属クラリネットパートリーダーか……一年生のこの時期にパーリーやるってすげーな」

「だろ？　だろ？　すごいんだよ！」

　よくわからないけどなんかすごいっぽいので大げさに頷うなずいてみた。

　ああ、吹子さん。今日も可か憐れんだな。

　スッと伸ばした背筋、流れるような長い髪、一音も聴き逃すまいと露出した綺き麗れいな耳、キイの上を踊る細く長い指、伏し目がちな瞳ひとみを彩る長い睫まつ毛げ。

　慈いつくしむように音を吹き出すその姿はまるでスミレの花のようだ。

「彼女、昼休みは毎日ここに来てずっと一人でクラリネットの練習をしてるんだよ。毎日だぜ、毎日。どうよ？」

「いやー、友達いないのかなーとしか」

「嫌なこと言うなよ！　そんなことねーし。あの子は友達いっぱいいるし。音を聴けばわかるだろ。彼女の清らかな心がさ」

「クラとフルートの区別がつかないヤツが音を語るな」

「それにほら、見てくれよ。吹いてる時の口が可か愛わいいんだよ。口元をぬーんってしてるだろ。ほら、ぬーんって。ああ可愛いなあ。まったくもうあんなに一生懸命に何をくわえてるんだろうなあ」

「クラリネットよ」

「うおお！　めっちゃ指が動いてる！　妄もう想そうが加速するー」

「ちょっと、脳内でどんな修正かけてんの！」

「しかも真ま面じ目めそうに見えて意外とスカートは短いんだよな。熱中してくるとだんだん足が開いてきて――――」

「やめろ、性犯罪者！」

「ふぎゃあ！」

　こめかみにスコップが突き刺さった。

「真面目に練習に励はげんでる子をなんちゅう目線で見てんのよ！　ドン引きするわ。結局全然音なんて聴いてないでしょ、あんた！」

「そ、そんなことねーよ。ちゃんと聴いてるつーの、ほら」

　僕はポケットからひっぱりだした、薄さ６・４㎜のスタイリッシュな電子機器をトドメの印いん籠ろうのごとく毒空木の眼前に突き出した。

「な、なによ……この邪じや悪あくなデバイスは……？」

　毒空木の歪ゆがんだ表情が黒光りするボディに反射する。

「あれ、見た事ない？　ボイスレコーダーって機械なんだけど」

「……そうじゃなければいいなあと思ってたんだけど……」

「ふふーん、実は僕、こうやって毎日こっそり吹子さんの練習を録音してるんだよ」

「なんで、そのセリフをドヤ顔で言えるのよ」

「どぅふふふ。これを聴きながら眠るといい夢が見られんだぜー。ああ、吹子さ～ん」

　うっとりとボイスレコーダーに頰ずりする僕。

「だからさあ……」

　毒空木はそんな僕からレコーダーを奪い取ると、

「やめろって言ってんだろ、性犯罪者♥」

　輝かんばかりの笑顔で握りつぶした。

「うおおおおおおおおい！　何してんだよ、お前ええええええええええええ！」

「違う。ありがとうと言え。刑務所行きを免まぬかれたことに感謝する言葉を述べろ」

「ええ、何で？　女の子って嬉うれしいんじゃないの？　こーゆーことされたら」

「本気で言ってんのか、お前」

　毒空木の顔が青ざめる。

「えー、だって嬉しいじゃん。自分の陰かげの努力をさ、ちゃんと見ててくれる人がいたらさ。あ、そうだ、実は告白の言葉ももう決めてあるんだよ。ちょっと聞いてくれよ」

「いや、もうほんと勘かん弁べんしてください」

　僕はいやがる毒空木を吹子さんに見立てると、片かた膝ひざをつき、夜な夜な磨みがき上あげた決め台詞ぜりふを情感たっぷりに語り上げた。

「吹子さん、あなたの演奏を録音して寝る前にいつも聴いていました。どうか僕だけのノクターンを吹いてください……てな。どう？」

「…………グロっ」

「グロいってなんだ！　告白セリフ聞いて出てくる感想じゃねーだろ！」

「いやー、そのねえ、なんだろう。なんて言えばいいのかな、難しいなー。確かにね、悪くはないとは思うのよ。でもさー、やっぱそういうのはさあ……」

　毒空木は耳の裏をポリポリと搔かきながら、

「イケメンがやらないとねぇ」

「――――ぐふうっ！」

　一直線に核心をついてきた。

「わかってると思うけどさー。一般的に見たらハルってギリギリなわけじゃん？」

　ギ、ギリギリ……かなあ……やっぱり……。

「人間とゴキブリのギリギリに位置するわけじゃん？」

　そんな瀬戸際があったんですか！

「そんなあんたに、毎日盗とう聴ちようしてましたなんてカミングアウトされたらさあ、もうギリギリなのよ、法的に」

「法的に？」

「ギリギリアウトなのよ」

「有罪の方か！　お、お前そこまで言うのなら何か他にいい告コクり方があるんだろうな」

「もちろんよ」

「じゃあ言ってみろよ！」

「ふふん。焦あせりなさんな。まずは情報収集から。それがあたしのやり方よ」

　毒空木は悠ゆう然ぜんとふわふわの髪の毛に手て櫛ぐしを通し、甘いシャンプーの香りを振ふり撒まいた。

「二日よ。二日であの子の生理周期まで暴いてやるから」

「いや……そこまではしなくていいから」




　毒空木から発散されるドス黒いオーラに恐れをなしたわけではないだろうが、今日の吹子さんはいつもより早目に練習を切り上げた。

　繊細な手つきで管体を分解し、丁てい寧ねいに水気を拭き取る。ひとつひとつの作業から楽器への深い愛着がうかがえた。

　クラリネットをハードケースにしまうと、吹子さんはケータイを開いて時間を確認し、何かに追われるようにアワアワと中庭を後にした。

「はあ～、走り方まで可愛いな～、吹子さん」

　僕はそんな吹子さんの後ろ姿が窓まど枠わくに消えるまで、うっとりと窓ガラスを見つめていた。

「キモイ」

　――ら、背中にジョウロの水を流し込まれた。

「ぶへぇぇ！　何してくれてんだ、お前！」

「ふーんだ。あたしの方が可愛いっつーの」

「だから、自分でそーゆー事言うなっつーの」

「ふーんだ」

　毒空木はその一言で僕の抗議を片付けると、お前とはもう喋しやべりたくないとばかりに花壇の前にしゃがみ込み、

「クリサンセマム・ムルチコーレの方がずっとずっとカワイイもんね～～」

　太陽の子供のように咲き誇る黄色い花びらに微笑ほほえみかけた。




　まあ………………その件に関しては、特に異論はない。
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　週明けの月曜日。

　毒空木からなんの連絡もないまま、僕はまた昼のチャイムを聞いていた。

　昼食を手早く済ませると、いつものように花壇の水やりだ。初夏の元気な根にたっぷり水を与えてやる。

　ジョウロをたっぷり二回分空からにしてやると、クリサンセマム・ムルチコーレ前の定位置につき、生えてもいない雑草をむしるふりをしてソリストの到着を待った。

　吹子さんのたった一人の演奏会。僕はそのたった一人の観客だ。

　ノースポールのギザギザの葉っぱが初夏の日差しにまぶしく輝いている。周りからはよく変わっていると言われるけれど、僕は植物の花より葉っぱの方が好きだったりする。太陽の恵みを受け取ろうといっぱいに広げられた緑の手は、植物の命の象徴だ。

　そして、ダイナミックな生命の脈動を祝福するように響き始めるクラリネットの旋せん律りつ。




　ぶふぉっ、ふびぴぴーー、ぽっぽろぽぽぽぽぽー。




　…………なんだこの雑音は。

　心洗われる調べにおっかぶさって聴こえる、熟練の欠片かけらも感じられない音のなりそこないの息切れ。おそるおそる窓ガラスを見上げると、




「ぷはー。全然だめだ。ちっともうまく吹けないや。あたしって才能ないのかな、吹子さん？」

「ううん、全然そんなことないよ。音が出るだけでもすごいよ、毒空木さん」

　どぉぉぉぉ――くぅぅ―――う――つぅぅぅぅぅごわぁぁぁぁああああああああああああああああ！

　窓ガラスが粉ふん砕さいするほど二度見した。

　いる！　何度見てもやっぱりいる！

　吹子さんの隣に！　吹子さんのステージに！　僕の心の聖域サンクチユアリに！

　猛もう毒どく女が涼しい顔して座ってやがるううううううううううううううううううううう！




「最初は音が鳴らない子もいっぱいいるんだから。すごい方だよ、毒空木さんは」

「えー、そうなんだあ。吹子さんにそう言われるとお世せ辞じでも嬉しいなー」

「お世辞じゃないって。ねえねえ、仮入部じゃなくてこのまま正式に入部しなよ。毒空木さん」




　何やってんの！　何やってんの、アイツ！

　いけしゃあしゃあとクラリネットなんか持ちやがって！　仮入部って何だ？　情報収集するとか言ってやがったけども、いきなりどんだけ懐ふところに飛び込んでいくんだよ！

「よーし、じゃあ、もう一回いくわよー。ぽぴぴぴぴー！」

　脳が沸ふつ騰とうしそうな僕の様子は絶対毒空木にも見えているはずだが、猛毒女は意にも介さずむしろ上機嫌で雑音の生産を再開する。

　そして―――。

「ぷーぷぴぷぷぷー！　ぷはー。ところで、吹子さんって、彼氏いるの？」

「はい!?」

　直球すぎんだろ。なんだその不自然な会話は！

　どこの世界にブレスのタイミングで彼氏の有無を確認するヤツがいるんだよ。

「あと、好きな男性のタイプは？　グッとくる男性の仕草は？　憧あこがれの告白のされ方とシチュエーションは？　貰もらって嬉しいプレゼントは？　好きな恋愛ドラマは？」

「え？　ちょ、いやその、え？」

　深追いし過ぎだ！　パニクってるから！　吹子さんパニクってるから！

　もうだめだ。あいつの暴走をとめないと。

　振り返ろうとしたその瞬間。




「石蕗つわぶきくんじゃないですか」




　突然、空から名前を呼ばれた。

　どこかで聞き覚えのある間の抜けた声。遠い記憶の隅に埋うずもれて今にも消えそうな懐なつかしい声。この声は…………。

「もしかして、あなたがその花壇を作ったんですか？　ほほほ。まさか、ウチのクラスの生徒だとは」

　た、担任かよ。

　ふり仰あおぐと、校舎の二階の窓から岡おか庄しよう先生が骨ばった手をゆらゆらと揺らしていた。

　あ、あんた、どんだけ存在感ないんだ。毎日聞いてるはずの声すら忘れてたよ。

「は、はあ。ど、どうも」

　曖あい昧まいに頷くと、岡庄先生は薄汚れた歯を見せて微笑んだ。

「そうですか～。いやいや、見事なものです。私はね、この花壇を見るのが毎日の楽しみなんですよ。大したものです。実は私こう見えても…………」

　い、いや、あの先生。褒ほめてくれるのは嬉しいんですけど、今はそれどころではないんですよ。

　まだまだ話の終わりそうにない岡庄先生に形ばかりの笑顔を返しつつ、僕は耳をひっくり返すようにして後方の毒空木と吹子さんの会話に神経を集中させた。




「ふんふんふん。へー。そーなんだー。ありがとう色々教えてくれて」

「え、あ、うん。いいよ、いいよ。はははは」

　どうやらあらかたの事情聴取は終了したようだ。

　満足げな毒空木の口調と、引き気味の吹子さんの乾いた笑いが好対照をなしている。

「ごめんね、吹子さん。いきなりこんな事聞いちゃって。でも、あたし、吹子さんの事は何でも知りたいの。あたし…………吹子さんのファンだから」

「え、ファン……って、あたしの？」

「うん」

　な、なに言い出してんの、アイツ。

　毒空木はまるで少女のように（本当に少女であるかのように）声を弾ませ、

「あたしね、吹子さんの出す音が大好きなの。吹子さん、昼休み毎日ここで練習してるでしょ？　あたし毎日昼休みを楽しみにしてたの。吹子さんの音は優しくて暖かくて、聞いてると、うっとりしちゃうの」

「う、うそ、そんな……恥ずかしいなぁ」

　うそだよー、吹子さーん。その女大おお噓うそついてますよー。

「怒らないでね、実はあたし吹子さんの演奏をこっそり録音して、寝る前にいつも聴いてるの」

「やだー。嬉しい！」

　いや、それ使っちゃだめだろう！

　それ僕のヤツだ！　ずっと温めたヤツだ！




「ど、どうしました。石蕗くん。急に怖い顔をして？」

「へ？　あ、ああ、岡庄先生」

　どうやら感情が思いっきり顔に出ていたようだ。気が付くと岡庄先生が二階の窓から身を乗り出すようにして僕の顔を覗き込んでいた。

　なぜだろう、どうやったってこの人の事を忘れてしまう。

「あ、いや、そのなんでもないんです。ホント……へへへ」

「いえいえ、隠さなくてもいいんです。そうですか。私の話に共感してそんなに怒ってくれるのですね。ありがとう。そもそも花好きとして許せない花壇というのは…………」

　なんか、繫つながったみたいだ！　よかった！

　岡庄先生は干からびた額を波打たせて弁舌をふるう。話は深刻な方面に流れていきそうなので、表情を興味津々モードに切り替えつつ、僕は再びベンチの二人の話に意識を集中した。




「ありがとー、毒空木さん。密ひそかな努力を見ててくれた人がいるなんてすっごい嬉しい」

　おい、なんか吹子さん喜んでるぞ！　大当たりじゃねーか、僕のセリフ！

「うんうん。だからね、あたし吹子さんの事、色々知りたいの………彼氏、いる？」

　すごい流れの会話だな。

「えー、それは―――――」

　吹子さんは顔を真まっ赤かに染め上げてモジモジと前髪をこすり、

「………………ナイショ」

　ふ、吹子さん…………。

　それはもう、いるって言ってるようなもんでしょうが……。

　男いるって…………言ってるようなもんでしょうが…………。

「ええー、それってもう彼氏いるって言ってるようなもんじゃーん」

「やだ、ナイショ！　絶対ナイショだよ、毒空木さん！」

「真っ赤になってるぅ～。か～わ～い～い～」

　そうなんだ。可愛いんだ。

　見えないよ……涙で何にも見えないよ…………。

　やけにはしゃぎまわる毒空木の嬌きよう声せいが死ぬほど耳にウザかった。

「ねえねえ、相手誰だれ？　なんて呼び合ってるの？　どこが好きなの？　どっちから告ったの？　初めてのデートはどこだったの？」

　もういいもういい！　それ以上聞かなくていい。

　ミッション中止だ。帰って来い毒空木！

「ねえねえ、もうキスしたの？」

　お前ワザとやってんだろ！

　本当なら今すぐこの場から全力で走り去りたいところだったけれど……。




「それでですね、石蕗くんの花壇は花好きの花好きたる心が素直に表現されたまことに素晴らしい花壇で、そもそも昨今のガーデニングブームを作ったのは……」




　どうやら岡庄先生のガーデニング論は佳か境きようを迎えているらしく、僕は逃げるに逃げられないまま吹子さんの拷ごう問もんのようなノロケ話を――彼氏のどこに魅ひかれたのか、初めてのデートはどこだったのか、初めてキスした時の感想はどうだったのか、言われて嬉しかった言葉はなんだったのか――を延々聞かされ続けるのだった。




　二十分後。

「いやあ、すっかり話し込んでしまいましたね。近頃先生の話を聞いてくれる生徒がめっきり減ってしまって、ついつい長話になってしまいました。では、石蕗くん、続きはまた今度ということで、ごきげんよう」

　や、やっと、終わったか。

　岡庄先生の満足げな顔が窓の奥に引っ込むと、満身の疲労を気化させたような溜ため息いきが沸わき上あがってきた。二階を見上げ続けた首がズキズキと痛む。

　こ、これでやっとこの地じ獄ごくから解放される…………。

　しかし、そんな僕の心の油断を見み透すかしたのだろうか。

　毒空木はここぞとばかりに女神のような笑顔を綻ほころばせ、トドメの一撃を繰り出した。




「ねえねえ、吹子さん。もうエッチしたの？」




　ガッシャ―――――――――――――――――――――――――――――――ン！




　気が付くと、僕は窓ガラスを突き破って校舎の中に逃げ込んでいた。
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　放課後。




「ど――――――く――――――う―――――――つ――――――ぎゃ―――――！」

　ホームルームが終わるなり疾しつ風ぷうのごとく藤棚に駆けつけた。

　毒空木はすでにベンチに腰かけてスナック菓子をポリポリとやっている。

「ちょっと、ハル。ふざけないでよ」

「お前が言うなああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　頭ず蓋がい骨こつが破は裂れつするくらい叫さけんだ。

「お、お、お前、どーゆーつもりだ！　もう、ホントいろいろどーゆーつもりだ―――！」

「どういうつもりって何よ、めっちゃ頑がん張ばってんじゃん、あたし！　ハルがガラスに突っ込んだりしなかったら、もっといっぱい情報を引き出せたのに！」

「もういらねーわ！　彼氏がいるってわかったのに、それ以上なんの情報引き出す気だ！」

「はあ？　なにあんた。彼氏がいるくらいで諦あきらめるの？」

　毒空木が信じられないとばかりに眉まゆをひそめる。

「彼氏がいるくらいって！　『いるくらい』って！　それがトドメだろ！　これ以上の決定打があるか」

「ふふん」

　至極当然の事を言ったつもりだったけれど、毒空木はまったく動じることなく、むしろ余裕すら漂わせながらスナック菓子を口に放り込んだ。

「まあ確かに、彼氏とラブラブの女の子を口く説どくのは至難の業わざかもね。で♪　も♪　失恋したての女の子を落とす事は赤子の手を握にぎり潰つぶすより簡単じゃな～い？」

「え、吹子さん別れたの？」

　衝撃の発言に思わず食いつく。この際、赤子の手を握り潰す件については不問にしておこう。

「今はまだよ。でも、あたしの見立てじゃ、あのカッポー……もって二週間ね」

「まじですか！」

　あんなにしこたまノロケ話ブチかましていたカップルが？

「しかも、あたしのさじ加減次第でその期間は一週間にも三日にもなります」

「神か、お前！」

「それもこれも、あたしがあの後、授業の合間を狙ねらってこまめにお喋りして情報を引き出してきたからなんだからね。感謝してよ」

「か、か、か、か、神かみ空うつ木ぎ様～！」

「はーあ。いっぱいお喋りしたから喉のどが渇いちゃった。飲み物買ってきて。一番遠い自販機で」

「はい、よろこんでぇぇぇぇ！」

　僕は烈れつ風ぷうのように校庭を駆け抜け、爆風のようにとって返して神空木様にドリンクを献けん上じようした。

「ふむ、苦しゅうない。さて、あたしが入手した情報によると、あのカップルの不仲の原因は彼氏の音楽に対する無理解にあるの」

　毒空木はそう言ってパックのフルーツジュースにストローを突き立てた。

「知ってのとおり吹子は昼休みのわずかな時間までクラリネットの練習に充あてるほどの音楽バカよ」

　どーでもいいけど、本人がいないと呼び捨てになるんだな、吹子さんのこと……。

「でも、彼氏はそれが不満なんだって。いわく、もっと二人の時間を大切にしたいそうな。まあわかり易やすく言うと、あんな木の筒なんかより俺おれ様さまの筒とイチャイチャしろよって事よね」

「な、なるほど」

　身もフタもないほどわかりやすい。

「そこにハルのつけ入る隙すきがあるの。よく聞け、ボンクラ。ここからが作戦。あんた、明日の昼休みコレ持って吹子がいつも練習してるベンチに座ってなさい」

「え、これって……」

　眉み間けんを突き刺すように突き出されたのは、一本のクラリネット。色から察するに、昼休み毒空木が練習で使っていたあのクラリネットだ。

「あたしこれから吹奏楽部にいって吹子にさんっざん言い散らしてくるから。やっぱり彼氏とは趣味が合わないとねーとか、同じ楽器同士で恋人になったら一生幸せになれるらしいよーとか、ある事ない事吹きこんでくるから」

　ある事ない事って、お前……。

「そして、すっかりその気になった吹子は思い悩んだ夜を過ごし、翌日の昼休み、運命の出会いをするの。自分と同じクラリネットに打ち込む男子生徒とね」

「ちょ、ちょ、ちょ、待った。クラリネットに打ち込む男子って僕の事か？」

「うん。あんた今日からクラリネット始めなさい」

「無茶苦茶言うなよ！」

「女のためだろ！　無茶ぐらいしろや！」

「げふぅ！」

　鳩尾みぞおちを殴なぐられた。

　こ、こいつ。相変わらず強引だな。でも、確かに作戦とすれば悪くはないのかもしれない。少なくとも突然盗聴をカミングアウトする告白よりは成功率は高そうだ。

　でも―――――――――。

　僕は涙を拭ぬぐうふりをして、毒空木の瞳を盗み見た。

　黒目がちな大きな瞳はまるで宇宙の一部を切り取ったようで、ずっと見ていると心まで吸い込まれそうだ。きめの細かい白い頰がほんのり上気して薄桃色のグラデーションを描いている。

　毒空木は、美しい。

　こんなに綺麗な女の子は見た事がない。多分この先一生見ることもない。もし僕が吹子さんとうまくいってしまったら、本当にこいつはどうするつもりなんだろうか。

「おら、決断しろ！」

　なたのような切れ味のローキックが飛んできた。

「よ、よし、わかった！　それでいこう！」

「よっしゃー！　そうこなくっちゃあ！」

　僕がヤケクソ気味に叫ぶと、毒空木は諸もろ手てをあげて破は顔がんした。

　まあいいさ。この女の考えていることなんて、どうせわかりっこない。とにかく協力してくれるっていうんだから、僕は僕の恋愛に集中すればいい。彼女作って、コイツと手を切ってハッピーエンドだ。

　僕は体の芯しんから湧わき上あがる決意を左手に込めてスナック菓子に手を伸ばし、

「さわんな！」

　毒空木に弾かれた。

「いてーな。なんだよ、ちょっとくらいくれたっていいだろ……みゃーこ」

「きゃんっ♥　よかったら……袋ごとどーぞ」




　………この女、案外チョロイのかもしれない。
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　そして次の日。

　今日の僕は花壇の前にはいなかった。

　四時間目終了のチャイムが鳴った瞬間、中庭に特攻した僕は吹子さんの専用ベンチに、あの憧れのステージに立っていた。あ、いや座っていた。

　昼食を食べ損ねた胃袋が猛烈に抗議の意を示しているが、そんな事は関係ない。

　高鳴る鼓こ動どうを抑おさえて腕時計を確認する。

　午後十二時三十分――――――まもなくだ。

　正面の花壇で背を向けていた毒空木が、入れ替えられた窓ガラスにサムズアップのポーズを反射させた。ちなみに、今日の水やりは毒空木にまかせている。

　よし、やるぞ、やってやるぞ。

　決意も新たに、汗ばんだ手でクラリネットを握りしめた。

　と、毒空木がまた窓ガラスになにがしかのジェスチャーを反射させている。

　なんだ、あれ。んん？　ああ、そうかクラリネットを吹けの合図か。

　確かに、ベンチに腰かけてクラリネットをただ握りしめている人間ってわけがわからない。噓でもいいから吹かないと。

　僕は見よう見まねでクラリネットを構え、乾いた唇でマウスピースを―――

　って、あれ？　ちょっと待て。これって昨日毒空木が使ってたクラリネットだよな。それって、つまり……………………間接キス？

　そう思った瞬間、体温が一気に上昇した。

　お、お、お、お、落ち着け、僕。興奮するな。違うよ、これは違うだろ。

　だって、これは作戦だもん。あくまで作戦上の行為として、毒空木が使った縦笛をくわえようとしているだけだ。

　って、大丈夫か、これ？

　これこそ、ギリギリの行為じゃないのか？

　視線を上げると毒空木が、美少女の限界ギリギリのものすごい顔で、さっさとしろの合図を送っていた。

　よ、よし。大丈夫だ。だって本人の許可が出てるんだもん。本人がくわえていいっていってるんだもん。やるぞ、くわえるぞ。

「――――――――っ」

　学園一の美少女の唇くちびるの記憶を残すマウスピースは、アクリル樹じゆ脂しの味がした。

　その時―――カサッ。

　下草を踏みしめる音。

　来た！　吹子さんだ。いる。すぐ近く。僕の右方に間違いなくいる。

　だめだ、体が硬直して振り向けない。

　いや、いい。それでいいんだ。僕はあくまでクラリネットに打ち込む音楽少年。吹子さんから声をかけられるまでクラリネットに没頭していればいいんだ。離すな、絶対にマウスピースから口を離すな。

　そうするうちにも、足音はどんどん近くなる。もうすぐそこ。二メートル。声をかける最適の距離。

　そこではたと気が付いた。

　吹子さんは、声をかけてくれるのか？

　そうだ。そうだよ。なんで声かけてくれると思ってたんだ？　スルーされるかもしれないじゃないか。いつもの場所に知らない人がいるのを見つけて、別の場所に移動しようとするかもしれない。くそ、なんで今までその可能性に行きつかなかったんだ、僕のバカ！

　どうする、こっちから声をかけるか？　いやだめだ。いくらなんでも不自然すぎる。

　どうすれば――――――――。

「あ、あの……」

　奇き跡せきだ！　声をかけてくれた！

「はい！」

　喜び勇んで振り返る。吹子さんが、そこにいた。

　かすんだ視界の中、吹子さんの姿は女神のようにキラキラと光り輝いて見えた。気が付くと僕の体は極限の緊張と焦しよう燥そうで汗まみれになっていた。

「あ、あの…………そ、その………」

　ああ、吹子さんの声。こんな真近で聞くことができるなんて。その声はどんな名奏者の演奏よりも心地よく僕の鼓膜に響いた。

「そ、その………クラリネット」

「はい」

「あたしのです」

「…………はい？」

「あ、あなたが持っている、そのクラリネット…………あたしのです」




　…………………………は？




　頭が真っ白になった。

　瞬時に記憶に検けん索さくをかける。違う。これは、吹子さんのじゃない。

「ち、違うよ。こ、これは…………毒空木の……」

　汗だくになりながら、僕は擦かすれた声を絞り出す。

「そうです。昨日吹奏楽部に仮入部してきた毒空木さんの練習用にって、あたしが貸してあげたんです。あたしが去年まで使ってた、お古のクラリネット」

　お、お古？

「あたしが……お小こ遣づかいためて……初めて買ったクラリネット。それをどうしてあなたが…………舐なめまわしてるんですか……」

　な、な、な、舐めまわす!?

　爆発的に窓ガラスを振り返った。

「いっけね♥」

　ゲンコツを頭に乗せ、ペロリと舌を出した毒空木が入れ替えられたばかりの窓ガラスに映り込んでいた。
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「いっけねじゃね――――――よ！　ばかやろおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「バカはお前だ、性犯罪者――――――――――！」




　吹子さんに、ハードケースでフルスイングされた。




　デレ園えん全ぜん告コクツアー四日目。

　戦績三戦ゼロ勝三敗。

　僕のあだ名が、蟯ぎよう虫ちゆう笛ふえ舐なめ虫むしに進化した。
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「石蕗つわぶきくん。あなた何回保健室にやってくるの」

　保健の姫ひめ林りん檎ご先生は慣れた手つきで僕の頭に包帯を転がすと、傷口のちょうど真上をテープでとめた。

「いてて、わざわざそこにテープ貼はらないでくださいよ」

「だまらっしゃい。ケガばっかりしてる子への罰ばつです！」

　痛みに顔をゆがめる僕に、先生は精一杯の怒り顔ですごんで見せた。

　姫林檎鈴りん二十四歳。独身。

　小作りな体に極端な童どう顔がんを乗せた養護教諭は、子供っぽい性格も手伝って生徒達からリンゴちゃんと呼ばれ妹のように愛されている。が、本人は高校生から年下扱いされている事が不満らしく事あるごとに「こう見えて怒ったら怖いんだからね」という自分を演出したがる―――のだけれど。

　なにやっても可か愛わいいなあ、この人………。

　ポニーテールから覗のぞくうなじも、くりくりとよく動く瞳ひとみも、丸い顔も、小さな肩も、成人女性にはとても見えない。

「聞いてるの、石蕗くん！　この二週間で三回目だよ！　授業サボりにくるならまだしも、毎回律りち儀ぎに怪け我がしてきて。やれ百葉箱に頭ぶつけたり、窓ガラス突き破ったり、あげくクラリネットを頭に刺すとか！　あなた何しに学校来てるの！」

「いや、ケースです。クラリネットじゃなくて、クラリネットのケース。クラリネット刺したら死んじゃいます。あと百葉箱はぶつかったんじゃなくて殴なぐられた―――」

「屁へ理り屈くつ言わない！　とにかく気をつけなさいって言ってるの！」

「そんなあ、僕は被害者なのに」

「被害者だから何の落ち度もありません、なんて意識だから二度も三度も怪我するの！」

　ぷりぷりと怒って短い指を振りかざすリンゴちゃん。

「危ない事はしない、させない、近づかない。ちゃんと体をいとわないとダメだよ！」

　ぐう、体をいとえとか。そんなラオウみたいこと言われても………。

　―――――ブブブブブブブブブブブブ。

　ポケットの携帯電話がメールの着信を伝えて震ふるえた。開いてみれば、毒どく空うつ木ぎからのシンプルなメッセージが一文だけ。

『放課後、チャイムが鳴り終わる前に藤ふじ棚だな集合』

　………不可能だろう。

　この猛もう毒どく女と付き合っている限り、体をいとうなんて離れ業わざは。

　僕は深い深い溜ため息いきをつくと、両肩が外れそうなほどの疲労感に抗あらがってどうにかこうにか立ち上がった。

「じゃあ、そろそろ昼休み終わるんで帰ります。包帯ありがとうございました………リンゴちゃん」

「こらー、姫林檎先生でしょ！」

　期待通りのリアクションに心の中でほくそ笑んだ。

　ちょっとイジっただけで、すぐにホッペを赤くする。この反応がある限りリンゴちゃんはリンゴちゃんだ。姫林檎先生と呼んでくれる生徒は一人もいないんだろうなぁ。




「姫林檎先生、書類まとめ終わりました」




　いきなりそう呼ぶやつがいたので、心臓が止まりそうなほど驚いた。

　いや、姫林檎先生という呼び名に驚いたわけじゃない。この部屋に僕ら以外に人間がいた事に驚いたのだ。

　てっきり保健室には僕とリンゴちゃんの二人きりだと思っていたけど……。

　見れば、保健室の片かた隅すみ。事務机でとんとんと書類の束を整えている眼鏡めがねをかけた女子生徒が……………え、君、いた？　ホントに最初っからいた？

「わー、ありがとー、愛あ結ゆちゃん♪　超助かる。そこに置いといてー」

「はい、先生」

　特に姿を隠していたふうでもなく、ナチュラルに存在感を消していた愛結と呼ばれたその少女は、事務机の真ん中に書類の束を揃そろえると、

「じゃあ、わたしも教室に戻りますね、先生――きゃあっ！」

　振り返りざま、何もないタイルの床で突然躓つまずいた。

　そして、

「―――ぎゃんっ！　―――いたっ！　―――ふぐっ！　―――きゃああああああ！」

　そのままホワイトボードに頭から突っ込み、跳はね返かえったところで書棚に背中をぶつけ、よろめいた拍ひよう子しにキャビネットに頭を打ち付け、バランスを崩くずして倒れまいと摑つかんだカーテンをびりびりと引きちぎって結局転倒し、

　―――ドサドサドサドサドサドサドサドサドサドサドサドサドサドサドサドサ。

　最終的にキャビネットから雪崩なだれを起こしたリンゴちゃんの伸しん身しんグッズの山に埋うもれた。

「えええええ！　だ、だ、だ、大丈夫か、おーい！」

「愛結ちゃーん！　しっかりしてー！」

　慌あわてて駆け寄る僕とリンゴちゃん。ものの数秒でなんちゅう惨さん事じを引き起こすんだ！

「いたたたた。す、すみません、先生。タイルの目め地じに躓いちゃって」

　伸身グッズの山からどうにかこうにか頭だけを覗かせて答える女子生徒。

　どうやったら躓けるんだよ、そんなミクロな段差に…………って、あれ？

「あ、あの、キミってもしかして……」

「はい？　えっと……」

　女子生徒は鼻までズレた眼鏡をかけなおすと、

「あっ、石蕗くんじゃないですか。うわ、どうしたんですか、それ！」

　僕の頭の包帯を指差して声を上げた。

　……石蕗くん。

　そうだ。

　僕にもいたんじゃないか。僕のことをきちんと名前で呼んでくれる女の子が。

「大丈夫ですか？　傷口開いちゃったんですか？」

　自分の怪我もほっぽって、僕の身を案じてくれる女の子が。

「顔も真まっ赤かじゃないですか。もしかして熱でもあるんじゃ……じっとして」

　躊躇ためらいもなく僕の額に触れてくれる女の子が。

「やっぱり、すごい熱い！　傷のせいですね、可か哀わい相そう」

　いや、熱源はあなたの手のひらです。

　あなたのような女の子にこんな事されて、熱くならない男がいるわけがない。

　柔らかくて、小さくて、暖かい手のひら。頭ず蓋がい骨こつが手の形に溶けて穴が開きそうだ。




　ああ、僕は今まで何をしていたんだろう。

　女の子の見た目にばかりホイホイ釣つられて。何がスーパーベストヒロインだ。何がウルトラベストヒロインだ。

　この僕にこんなに優しくしてくれた女の子が他にいたか。

　魂たましいで理解した。この子こそ、僕の中のミラクルベストヒロインだ。




「ちょっと、待っててくださいね、石蕗くん。今、熱とりシート的なものを取って来ま

――きゃああっ！」

「愛結ちゃん、もう走らないで！」




　またしてもタイルの目地に躓いた少女の悲惨な末路を見送りながら、僕の心臓は体中の血液を傷口から噴ふん出しゆつさせんとするかのように、強く強く脈打っていた。
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　放課後―――。




「告白したい子ができただああああああああああああああああああああああああ？」




　今日も今日とて藤棚には毒空木の怒ど鳴なり声が響き渡る。

「そうなんだよ～。どぅへへへ～」

「ふざけんなよ！　あんた三時間前にフラれてめっちゃ落ち込んでたくせに！」

「いや～、恋は電光石火だよね～～」

「最っっ低！　コイツ最っっ低だ！　信じらんない。女をなんだと思ってるのよ！」

　毒空木が拳こぶしをテーブルに叩たたきつけた。

　――て、あれ、テーブルってなんだ？

　見れば藤棚の下には昨日まではなかった立派なチーク材のガーデンテーブルとガーデンチェアの一式が。

「なんじゃこりゃ、いつの間に運び込んだんだよ」

「ん？　今日だけど」

　平然と言い放つ毒空木。

「お前、中庭を私物化しすぎだろ。そのうち怒られるぞ」

「うっさいなあ。いいのよ、どーせ中庭の管理は部員一人の弱小園芸部なんだから。誰だれがあたしに文句言えるのよ」

　確かに、園芸部にそんな剛ごうの者がいるとは思えない。

「だいたいあんただって園芸部に無断で花か壇だんイジリ回してんじゃん。偉えらそうな事言うなっつーの」

「ああ、うん、まあ」

　そこを突かれると、返す言葉もありません。

「てゆーか、そんなことどーでもいいし！　ほかに見るとこあんでしょうが！」

　毒空木は怒りの拳をテーブルのきっちり同じ場所に落とした。

　そう、テーブルの上には拳を落とすスペースはごくごく限られた一角しか残されていないのだ。なぜなら――――

「た、確かに、すごいな、これ」

　ギョーザ、ハンバーグ、だし巻き玉子、カルボナーラスパゲッティ、肉巻きおにぎり、ティラミス、ゴーヤーチャンプル、唐から揚あげ、カレーライス、みかん、チーズケーキ、ポテトサラダ、鮭さけのムニエル、桜さくら餅もち………。

　無節操といえるほどの量と種類の料理がみっちりとテーブルの上を占せん拠きよしているからだ。

「これもしかしなくても、手作り……だよな？　毒空木が作ったの？」

　所狭せましと並べられたタッパーをしげしげと眺めまわす。昼食を食べ損ねた胃袋が思い出したように空腹感を訴え始めた。

「あたし以外誰が作んのよ」

「へー。すごいもんだなあ。うまそうじゃん」

「うまいに決まってんだろ！　どんだけ時間かかってると思ってんのよ、殺すぞ」

「めっちゃ怒ってんじゃん！　なんだよ、せっかく褒ほめてんのに」

「むぐぐぐ」

　毒空木は悔くやしそうに歯は嚙がみすると、

「褒められても意味ないの！　勝手に立ち直るな、ば―――――か！」

　カバンを顔面目がけて投げつけてきた。

「いってーな！　なんだよ。もう、わけわかんねーよ、お前って……あれ？」

　頭の負傷箇所にクリーンヒットした毒空木のカバンは、衝撃で留め金が外れて中身が芝に散らばっていた。古文の資料集、世界史の便覧、オーラルの教科書、そして何やら見慣れぬ分厚い本…………『男を癒いやす手料――

「どぅわあああああああああ！」

　毒空木がロケットのように突っ込んできた。散乱した本の上に滑すべり込こみ、

「女の荷物をジロジロみんなあ！」

　怒りまかせのローキックは珍めずらしく狙ねらいを外してガーデンテーブルの脚にヒットする。

「っっっあぐぁっ！　いたたたたたたたたたたたた！」

　うわあ……モロに脛すねに入った。痛そうー。どんだけうろたえてるんだよ。

　てゆーか、今の本。『男を癒す手料…………』？

『理』だよな、やっぱり。




「失恋した人間を落とすのは赤子の手を潰つぶすより簡単じゃない？」




　毒空木の昨日の発言が頭をよぎる。これはつまり、そういうことなのか？

「なあ、毒空木よ」

「な、なによ」

　脛をさすりながら毒空木が涙目で振り返る。

「もしかして……僕を慰なぐさめようとしてるのか？」

「ふぶべっ、ななななななに言ってんのよ、そそそそそそんなわけないじゃない」

　図星か。

　なるほど、ようやく理解できた。

　おかしいと思っていたんだよ。なんの得にもならない告白の手伝いを毒空木が嬉き々きとして行っていた事が。つまり、

『僕が告白する→フラれる→落ち込む→毒空木が慰める→毒空木の好感度アップ→４１９ループ→フラグゲット』

　これがデレ園えん全ぜん告コクツアーの浅はかな裏コンセプトというわけだ。

　んで、慰めるより先に僕が立ち直ったのが気に入らないと。それにしても…………。

「な、なによ。じろじろ見て」

　ばつが悪そうに芝しば生ふに横たわる毒空木をまじまじと眺めてからテーブルに目を移す。事情がわかってみると、何の規則性もないように思われたメニューに一つの共通点が浮かび上がってきた。

　これ全部、僕の好物じゃん。

　確かに、情報収集は得意のようだ。しかし、僕がフラれることを見越してこれだけの料理を一晩で作ったっていうのか。学校に持ってくるだけでも大仕事だろうに。

「必死だな、毒空木」

「なにがよ！」

　耳まで真っ赤にさせて毒空木が叫さけぶ。

「まったく、しょうがないなあ………………」

　僕は溜息交じりにガーデンチェアに腰を下ろすと、

「いただきます」

　タッパーにぎゅうぎゅうに詰め込まれた唐揚げに手を伸ばした。

「さわんな！」

　……ら、フォークで手の甲を突き刺された。

「いってー！　なにすんだ、お前！　せっかく食べてやろうとしたのに！」

「残念でしたー。これは傷心中の人しか食べられない料理なので。傷心料理なので。立ち直ったハルは一口たりとも食べられません。ファンデヴ！　ファンデヴ！」

　どうしよう、毒空木が変な意地を張りだした。フォークをフェンシングのように構えてしきりと威い嚇かくしてくる。激烈にめんどくせーな、こいつ。

　とはいえ、これだけの食材を無む駄だにするのも気が引ける…………あとまあ、毒空木の労力も無駄にするのは忍しのびない……。

　ったく、仕方ねーなー。

「うおっ、毒空木。なんか女の子が凄すごい顔してこっち見てるぞ。あれ園芸部の子じゃね？」

「は？　んなわけ――」

「せいっ！」

　毒空木が目を逸そらした隙すきに肉巻きおにぎりを奪い取ってかぶりついた。

「あ、こら！　勝手に」

「うわっ、うまっ！」

　――意外っ。

　うまそうに見せかけて味は終わってるってパターンかと思いきや……なんだこれ。

　うーまーいー。豚肉が柔らかくて醬しよう油ゆの香ばしさが口の中で弾ける。空腹なのを差し引いてもこれはうまい。

「これ、本当に毒空木が作ったのか？　買ってきたヤツじゃなくて？」

　言いながら、二口三口とかぶりつく。

「あ、当たり前じゃん。簡単よ、そんなん……。な、なに、そんなにおいしいの？」

「うまいって！　感動するわ。料理上う手まいんだな、シェフ空うつ木ぎ」

「な、なによ、シェフ空木って。全然面おも白しろくないっつーの」

　悪態をつく毒空木の顔はまんざらでもなさそうだ。

「うん、ホントにうまかったよ。ごちそうさまでした」

　後味を楽しみながら僕はしみじみと手を合わせた。

「うえぇ？　ちょ、ちょ、ちょ、何言ってんのよ、あんた！」

　途端に、露骨にうろたえだす毒空木。

「ええ、なんだ？　急にどうした毒空木」

「ど、どうしたって……だ、だから、それは……その……つまり……い、一品食べただけで料理上手いとか適当なこと言ってんじゃないってことよ！　そんなん、たまたまこれがうまかっただけかもしんないじゃん！」

　なんだ、そのキレ方は。最上級の謙けん遜そんと受け取っていいのか？

　頰ほおを真っ赤に染めながらスカートを乱暴にこする毒空木、これ以上は火が出るという一歩手前で、

「だ、だから、その……料理が上手いかなんて、全部食べてみないとわかんないじゃんって言ってんの！」

　たまりかねたようにそう言った。

「……………………ああ、うん。そうだよな。悪かった」




『よかったら他のも食べてみてよ』




　毒空木の言葉を真意に沿う形で脳内変換し、僕はゴーヤーチャンプルのタッパーに手を伸ばすのだった。
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「ハル、次はこれ、これ食べてみて！　絶対絶対おいしいから！」

「わかったわかった。ちゃんと全部食べるから、自分のペースでいかせてくれよ」

　思わぬ形で毒空木と囲むことになった遅い昼食。毒空木弁当は味に文句はないものの量の方が殺人的だ。

　対面で僕の食事具合を監視している毒空木は、おかずには一切手を付けず、桜餅やティラミスなどのデザート類ばかりを頰張っていた。

「ねえねえ、こうやって二人でご飯食べてたらさ。あたし達カップルみたいだね♥」

「ぐふぅっ」

　上機嫌の毒空木は、僕が必死に考えまいとしていたセリフをいとも簡単に口にして食欲を奪う。

「ふひひひ。あー、楽しい。おっと、いけない。幸せ過ぎてツアーのこと忘れてた。んでんで、誰なのよ？　この三時間でハルを誘惑したっていうクソビッチは」

「クソビッチって………一応お前のクラスメートなんだけどな」

「はあぁぁぁ？　クラスメェェェトだあぁぁぁぁぁ？」

　あれあれ？　上機嫌だったんじゃないんですか、毒空木さん。

「ありえない、なによそれ。ってことはなに？　あたしは今の今までハルを寝取ったクソビッチと同じ空気を吸ってたってこと？」

　いや、寝取られてねーし。

「信じらんない。そんなことも知らずにあたしはウキウキしながら放課後を待ちわびて……グスッグスッ、ひどい、ひどいよぉ……あぁぁぁぁぁぁん……モグモグ」

　泣きながら食うな。

「ちくしょう、ちくしょう！　誰よ、誰なのよ、教えてよ、そのクソバカクズビッチの名前を！」

「教えるのはいいけど、ちゃんとアシストするんだぞ。鯉こい川かわさんみたいなのはもちろん、吹ふき子こさんみたいな失敗も勘かん弁べんしてくれよ」

「わかってるわ！　もったいつけないでさっさと言え、っっっばぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁかっっっっっっっっ！」

　思いっきり食べかすが飛んできた。

「う、うん。じ、実は……」

　顔を拭ぬぐいながら、僕はミラクルヒロインの名を頭に描く。

　その名前はある日突然、僕の心に埋め落とされたトキメキの種。

　恋になりそうな予感を秘めて―――

「もういいわ、そのくだり！　何回やんのよ、バンクか！　ぞろぞろとベストヒロイン出しやがって、いいからさっさと言えええええええええ！」

　食べかすがブリザードのように吹き付けた。

「は、はい、時とき宗そう愛結さんです」

「はああああああああああああああ？　時宗愛結ぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ!?」

　ちょっとは喰くえ。

　てゆーか、そんなに意外な名前だったのか。

　テーブルをブチ抜かんばかりに手を突いて爆発的に立ち上がる毒空木、

「だ、だ、だ………」

　ただでさえ大きな目を眼球が転げ落ちるほど見開いて、喉のどに詰まる言葉をほじくり出すように吐き出した。




「誰………それ？」
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　西の稜りよう線せんに引っかかった太陽の上半分が、校舎をオレンジ色に染めていた。

　放課後も五時半を回れば校舎に残っている生徒はほとんどいない。

　新校舎の四階、一番奥。すっかり人ひと気けのなくなった一年Ｇ組の教室に彼女はいた。

　がらんとした教室で一人、机に向かって熱心に何かの作業に没頭している。

「うーん」

　薄く開かれた扉の隙間にヤモリのようにへばりついて毒空木が小さくうなった。

「誰、あの子？」

「だから、お前のクラスメートだよ」

　中腰の毒空木に折り重なるようにして中を覗き込む。

　間違いない。腰まで伸びた艶つや々つやの長い黒髪、一直線に切り揃えられた前髪、楕だ円えん形けいの黒ぶち眼鏡めがね。ブレザーの上からでもわかる華きや奢しやな体つきに一際異彩をそえる、超高校級の莫ばく大だいな巨乳がまたなんとも――

「おい」

「ふんが！」　

　毒空木の頭突きが顎あごにめり込んだ。

「どこ見てんの！」

「見えません。痛みで何も見えません」

　廊ろう下かをのた打ち回る僕。

「もう、まったく男は何かあれば、おっぱいおっぱいって。それしかないのか！　足とかお尻しりなら結構……あたしだって……」

「ん？　なんか言ったか、毒空木」

「うっさい！」

　踵かかとが眉み間けんに降ってきた。可哀相すぎないか、僕。

「ああ、もー、イライラするー！　ストレスが溜まるー！」

　これだけ好き放題やっといてなんでストレス溜まるんだ。

　苛いら立だたしげにバシバシと手帳を捲めくる毒空木。結局その指は裏表紙を捲りきるまで止まることはなかった。

「むー。おっかしいなー。たいがいの事はメモっておくはずなのに、時宗なんて名前ドコにも載のってないんだけど。ホントに実在すんの、そんな子？」

「いるだろ、そこに。つーか、お前クラスメートの顔くらい覚えててやれよ」

「知らないし。あの子が地味すぎんのが悪いんだし」

「チッチッチッ。わかってねーなあ。男ってのは、あーゆー地味目の子に弱いんだよ。おしとやかなヤマトナデシコっていうかさ。まあ、お前みたいなガサツなやつには永遠に気付けないだろうなあ。アスファルトに咲く雪ゆき割わり草そうのような彼女の魅力をさ」

「雪割草なんて高山植物がアスファルト割って咲いてたら一瞬で気付く自信あるけど」

　うっとりと悦えつに入る僕に、毒空木が冷ややかに水を差す。

「てゆーか、あの子、こんな時間まで一人で何やってんの？　気持ち悪いんだけど。ウサギでも切り刻んでるの？」

「んな訳あるか！」

　お前の発想が気持ち悪いわ。

　と、その時、

「ああ―――――！　間違えたあ―――――！」

　教室中に鳴り響くすっとんきょうな時宗さんの悲鳴。

　見れば、保健の掲けい示じ物ぶつだろうか、ポスターのようなモノを両手に掲げてアワアワと慌てふためいている。

「ううううう～～。『保健だより』なのに、間違えちゃったよぉ～～～」

　踊っているようにも見えるが、たぶん真剣に狼ろう狽ばいしているんだろう。

　やばい、うろたえている時宗さん超可愛い！　うろたえ萌もえ～～。

「彼女、保健委員なんだ。それでこんな遅くまで残ってたった一人で保健のポスターを書いていたんだよ。えらいなあ」

「えらい子は『保健だより』を間違ったりしないから。引くわー。あーゆーミスする奴やつ」

「引くとか言うな！　あーゆーちょっとドジなところもちょうどいいスパイスだろうが！」

「ドジっ子が保健委員になんないでよ。まかせられないわ、身の大事を。てゆーか、『保健だより』が書けない保健委員ってなんなのよ」

「字くらい誰だって間違うだろ！　『保健』と『保険』って微妙に紛まぎらわしいし。どっちかなーって迷ったりすることあるじゃん！」

　全力擁よう護ごの構えの僕に憐あわれむような一いち瞥べつをくれると、毒空木は無言でポスターを指差した。




『保健だ[image: ]り

　　今月14日は、はしかの予防接種です。

　　当日の部活動はつつしんでください。



保健委員』　　
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　え――――――――っと。これは何て読むんだろう、難しいな……。

　時宗さんは、平仮名を、間違っておられた。

　やばい、怖い怖い。この子なんか……レベルが違う。

「ね、引くでしょ？」

　毒空木が薄く笑う。

「そ、そんなこと………」

「今、現在引いてるでしょ？」

「いや、全然そんなこと……」

　だめだ。語尾が霞かすむ。「ない」の一言がどうしても言えない。

「ああ――――――！　いっけな―――――い！」

　そして、再び響く時宗さんの叫び声。今度はなんですか、時宗さん。

「インクが机に裏移りしちゃったよ～～～！」

　うわあ……。下敷きを敷き忘れたのだろう。泡食って指で机を擦る時宗さん。

「ああん。油性マジックだから、消えないよぉ～～これぇ～～～」

　油性とか………。もう。ホントに、何て言ったらいいのか………。

「あっぱれなバカだね」

　ああ、それそれ。それです。さすが毒空木さん、一刀両断。

　なんだろう。おしとやかな大和やまと撫なで子しこで固まっていたはずの時宗さんのイメージが、残念なアホの子の方へとギュンギュン針が振れていく。

「あはははは、見て見てハル、あの子消しゴムで机を擦り始めた！　うっそ、消えると思ってんのあれで。やばい、ウケる。ぐはははははははははは」

　壁一枚隔へだてた向こうで腹抱えて爆笑されているとも知らず、時宗さんは必死に机を消しゴムで擦る。

「ふえ～～ん。どうしよ～～。消えないよ～～～」

「消えるわけねーじゃん。バカすぎ。あはははははは」

「これ、毒空木さんの机なのに～～」

「なにやってくれとんじゃこらあああああああああああああああああああああああ！」

　咆ほう哮こう一いつ喝かつ、毒空木が扉を蹴けり破やぶって教室に飛び込んだ。

「ひっ、ひい！　毒空木さん、なにしてるんですか？」

　まさかのご本人登場に時宗さんが跳ね上がる。

「それはこっちのセリフじゃぼけぇ！　あんたひとの机でなにやってんの！」

「ご、ごめんなさい。ごめんなさぁぁぁぁい！」

「ちょ、落ち着けって、毒空木。いや、みゃーこ。ほらスマイルプリーズ？」

　食い殺しそうな剣幕の毒空木と、今にもばらばらに砕くだけそうな時宗さんの間に格闘技の審判よろしく割って入る。

「これが笑ってられるか！　うわ、ひどい！　こんな大きな字でべったりと――うっ」

　そこまでフルテンションで罵ば声せいを飛ばしていた毒空木が、ビタリと絶句した。

　己の机に視線を落とし、拳をわなわなと震わせて立ち尽くす。

「お、おい、どうした、毒空木って……うげっ」

　机には確かに極太のインクの跡が、正確に言うとポスターの文言の最後の一行後半八文字だけがくっきりと裏移りしていた。




『しんでください。』




「殺す！　お前絶対殺すうううううぅぅぅぅぅ！」

「きゃああああああああああ！　ごめんなさいいいいい！」

「やめろ、毒空木！　殺人はやばいって、抑えろ！」

「無理。殺す。残ざん酷こくに殺す」

「ひいいいいいいいいいいいいいいいい！」

「やめろって。可哀相だろう！」

「どう考えてもあたしの方が可哀相でしょ！　自分の机に『しんでください。』って落書きされてる女の子って、どんだけ可哀相なのよ！」

　それは………まあ………おっしゃるとおり。

「ごめんなさいごめんなさい！　ああ、どうしたらいいんだろ。ホントにごめんなさい」

　毒空木の凶器のような眼光に射すくめられ、頭をブンブン下げまくる時宗さん。眼鏡が飛んでいきそうだ。

「ふぐぅうううううあああああああいいいいい」

　それでも怒りが収まらないのか、毒空木は怒りに震える手を伸ばし、

「痛い痛い痛い痛い痛い！」

　僕の耳を力いっぱい引っ張った。

「なんでだ、なんでこっち来た！」

「慰めろ」

「は？」

　限界まで伸びた僕の耳たぶに口を寄せ、毒空木はヒソヒソ声で囁ささやいた。

「女の子が泣きそうになってんの。早く慰めろ……好感度上がるから」

　毒空木の言う「女の子」が、自分ではなく時宗さんを指していることに気付くのに数瞬を要した。

　………もしかして、アドバイスをくれてるのか？

「早く！」

　背中を押された。もちろん足で。

「うわっ！　えっと、げ、元気出しなよ、時宗さん。こんな事、全然気にしなくていいんだよ、大丈夫だって！　だって、ほら、その………すごく綺き麗れいな字じゃない！」

「ヘタクソ！」

　足を踏まれた。

「ごめんなさいごめんなさい。あたしって本当にドジで。もうどうしたらいいんだろう」

　堪こらえきれずにメソメソとぐずりだす時宗さん。

「ああ、泣かないで、時宗さん。大丈夫だって。あの、その、毒空木だって本当は喜んでるんだから」

「はあ？」

　頼む！　ここは頼む、みゃーこ様！　驚きよう愕がくに目を見開く毒空木を拝おがみ倒たおす。

「そ、そ、そ、そうねぇぇぇぇ。こんな落書きがあったら、みんな心配してくれるかもしれないもんねえええ。みんな話しかけてくれるかなああああ」

　絶大な努力をはらって、毒空木はティラノサウルスをも食い殺しそうな形ぎよう相そうを、妖よう精せいの微笑ほほえみへと変形させた。

「ほ、本当ですか？　本当に怒ってないんですか？」

　恐る恐る時宗さんが涙に濡ぬれた顔を上げる。そのタイミングに合わせて、僕の右手に見えない角度からハンカチがねじ込まれた。

「ほ、ほら、涙をふいて、時宗さん」

「あ、す、すみませんっ」

　微笑を添えて差し出すと、時宗さんは恐縮しつつも頰を赤らめながら両手で受け取った。ナイスアシスト、毒空木！

「すみません、親切にしてもらって。ハンカチは洗って返しますって、あれ、石蕗くん？」

「あ、うん。また会ったね」

　ようやく僕の事を認識してくれたのか、時宗さんの顔に微かすかな驚きが浮かんだ。

「あらら？　なになに、お知り合いなの、貴方あなた達？」

　穏おだやかに問いかける毒空木の目は、聞いてねーぞボケ、と言っている。

「え、ああ、うん。そうか言ってなかったか。実は、僕、一週間ほど前に通りすがりの暴漢に百葉箱で殴られたことがあってさ。偶然通りがかった時宗さんが介かい抱ほうしてくれたんだよ。いわば命の恩人さ」

「そ、そんな。大げさです。あたしは保健委員として当然のことをしただけで」

　ワタワタと手を振る時宗さん。そんな仕草がいちいち可愛いから困る。

「……なによ。結局あたしのアシストじゃん」

　毒空木が舌打ち交じりに呟つぶやいた。

「ん？　なんか言ったか？」

「全くなんにも言ってない。それにしても、そんな重大な場面で偶然出会うなんて、あなた達二人は何か特別な何かでつながっているのかもねー。そう思わない？」

「そ、そうですかね」

　僕と時宗さんがつながってる？　『特別』な『なにか』でつながってるだって？　考えただけでたまらないぜ。

「そう言えば、ナイチンゲール症しよう候こう群ぐんって知ってる？　怪我をした人と看護する人の間に愛が芽生えるってやつ」

「あ、なんかきいたことあります」

　あ、愛が芽生えるだって！　マジでか！

「そうよねー。あるわよねー。ははははは」

「はい、ありますー。ふふふふ」

　僕はないなー。

「そっかあ……ははは…………………………」

「ふふふ……………………………………ふう」

　微笑みあう時宗さんと毒空木。僕はそんな美少女二人をただ見つめていた。

「ぐはあっ！」

　――ら、脇わき腹ばらをグーで殴られた。

「な・ん・か・しゃ・べ・れ・よ・ゴ・ラ！」

　毒空木の目がビックリするほど雄弁にモノを言う。

　殺される！　なにか喋しやべらないと殺される。

「と、時宗さん！」

「は、はい」

「土ど葬そうされるのは抵抗ない人？」

「はい!?」

「あほぉっ！」

　鳩尾みぞおちに毒空木の肘ひじがめり込んだ。そのままヘッドロックに持ち込まれる。

「急になんの話してんの、殺人予告か！」

「イテテテ！　いや、違う違う。ウチはだいだい土葬の家系だから、将来同じ墓に入る時に土葬でいいかどうか確認しないとさ」

「結婚どころか付き合ってもいないのに、なんで葬ほうむられ方の打ち合わせしてんの！　順番ぐっちゃぐちゃでしょうが！」

「あ、あのー」

　小声で囁きあう僕達に時宗さんが遠慮がちに声をかける。

「わたしそろそろ帰――」

「ポスター！」

　言葉の続きを断ち切って毒空木が叫んだ。

「ポスターどうするの？　書き直さなくちゃいけないよね。一人じゃ大変じゃない？」

「あ、そうですね。これからだと、ちょっと時間がかかるかも。だから明日に――」

「やりかけた仕事を途中で投げ出すわけにはいかないものねー。死んでも今日中に仕上げないとねー。でも、一人じゃ大変よねー。ねっっっっ？」

　眼球が破は裂れつしそうなほど強烈なアイコンタクトが飛んできた。

　了解だ、毒空木。今度こそ決めるぞ。

「時宗さん！」

「は、はい！」

「墓前に捧ささげる花は何がいいかな？」

「はい？」

「死ねっ！」

　再び毒空木の肘が閃ひらめいた。ヘッドロックの流れで教室の隅まで連行される。

「お前いい加減にしろよ！　あたしのナイスアシスト何回潰せば気がすむの！」

「え？　違うんすか？　ちゃんと順番守ったじゃないっすか？」

「頭を斎さい場じようから切り換えろ！　女の子が作業してたら『大変そうだね、手伝うよ』って言って歯を光らせるに決まってんでしょうが！　もう死ね、お前！　土に潜もぐってセルフ土葬しろ」

「死ぬ、死ぬ！　その前にヘッドロックで死ぬぅぅぅぅ！」

「あ、あのー。す、す、すみま……すみませ―――ん！」

　壁際で（主に僕の）命がけの攻防を繰り広げる僕達に、時宗さんが両手でつくったメガホンを向ける。

「時間も時間ですのでー！　わたしそろそろー！　帰りますねー！」

「「え？」」

　そう言うと、時宗さんはあわただしくカバンを肩にひっかけた。

「ちょ、ウソ。まだいいじゃん。仕事も残ってるんでしょ。あたし達手伝うから！」

「い、いえ。ほ、ほんとに。大丈夫ですから。ほんとにすいません。大丈夫ですから、帰ります。すみませんほんと」

　なぜだかしどろもどろの時宗さん。机、椅い子す、教卓、黒板、ごみ箱、ぶつかることのできるありとあらゆる物に衝突しながら扉の前まで駆けていき、

「今日は本当にすみませんでした。その……色々と。も、もう、帰りますんで、ごゆっくり、あ、でも……コホンッ、度が過ぎたイチャイチャは、だめですよ……それじゃ！」

　謎なぞの言葉を残し、逃げるように教室から出て行った。

　…………扉も開けずに。

「ぎゃん！」

　うわあ………。顔面からいった。もう本物だな、この子。

「あたたたた。ほれへはほひへんよう」

　何を言ってるのかさっぱりわからないが、多分別れの挨あい拶さつでもしたんだろう。時宗さんは鼻をおさえながら扉をあけると、今度こそ教室から出て行った。




「は～～～～。可愛いな～～～。時宗さん」

　毒空木のヘッドロックから解放され、僕はへなへなと床に崩れ落ちた。

「可愛いかぁ、あれ？」

　僕のこの手のセリフに、毒空木はいつも露骨な嫌けん悪お感かんを示す。

「まあ、顔はね、普通に可愛いけどさ。あの間抜けぶりはどうなのよ、生き物として。もはや専門の医師の助けが必要なレベルね」

　なんでコイツは二酸化炭素を吐き出すようにごく自然と毒舌が出てくるんだ。

「ま、でも約束は約束だからちゃんとやるけどさ」

　毒空木は鼻を鳴らすと、メモ帳を開いてなにやら書き込みを始めた。

「……なあ、毒空木」

「んん？」

　声をかけると、顔も上げずに生返事を返す。

　――なんでそんなに『約束』に熱心なんだ？

　そう言おうとして、言葉を飲み込んだ。なぜだか聞くのが憚はばかられるような気がした。

　正直、コイツが本気で僕の告白の手伝いをするなんて思ってなかった。

　適当にアドバイスして、適当に告白させて、適当にフラれるように仕向けているのだとばかり思っていた。でも、僕に有利なように会話の誘ゆう導どうしてくれたりハンカチを差し出してくれたり、毒空木は毒空木なりに精一杯その責務を果たそうとしてくれている。

　ほんとに、なんなんだろう。コイツは―――。

　毒空木の横顔をじっと見つめる。

　しっかし、バカみたいに可愛いなこいつ。黙っていたら、完かん璧ぺきなんだけど。

　唇くちびるをツンと突き出して熱心にペンを走らせる毒空木、僕の視線に気が付くと、

「なんだ、ぼんくらぁぁぁ!!」

　内臓にエグリこむようなガンを飛ばしてきた。

　ほんとに、なんなんだろうか、こいつは………。

「よし、それじゃあ顔と名前もわかったことだし。さっそく今日から情報を集めにかかるね。それを元に後日改めて作戦を立てるっと。それでいい？」

　もちろん異存のあるはずがない。ボールペンの頭で手帳をトントンつつく毒空木、

「んん!?」

　と、ふいにその表情が一変した。

「ねえ、ハル。あたし、恐ろしいことに気が付いちゃったんだけど」

「ど、どうした、毒空木？」

「愛結の席って………………あたしのひとつ前だった」




　いや、可哀相すぎるだろ、時宗さん。




[image: 第五章　時宗愛結Ⅱ～アナタに届けこの想い～]




「てっっめえ、こら、ふっっざけんなよ、蟯ぎよう虫ちゆう齧かじり虫むしこらぁ！　誰だれがお前となんか付き合うかよ！　死ねっっっ！」




　二日後の昼休み。僕は教室で見知らぬ女子の罵ば倒とうを聞いていた。

「二度とあたしの前に顔見せんなよ！」

　君の方から来たんじゃん。

　そんな言葉を言い返す気力もなく、僕は足音もけたたましく教室から出ていく名も知らぬ女子の背中を見送った。

「ぐはぁ～～～～～～～。も、もう無理だぁ～～～～～～～」

「お、おう。お疲れ、ハル。なんつーか………………うん、お疲れ、ハル」

　へなへなと机に突つっ伏ぷす僕の肩を、手て島しまがポンポンと二度叩たたく。

「……あと、何人？」

「えっと、待てよ…………うん、もういねー。今の子でラストだわ」

　顔を上げずに尋たずねると、廊ろう下かを確認する間を挟はさんで手島が答えた。

　よ、よかった。昼休みのチャイムが鳴るやいなや、入れ代わり立ち代わりいろんな女の子に罵倒されること三十分、さすがにもう吐きそうだ。血を。

「しっかし、今日一日すごいな、ハル。今の子で何人目だよ。お前今度は何やらかしたんだ？」

「今度ってなんだ。一回も何もしてねーよ」

　そう、僕は何もしていない。

　……でも、心当たりならある。肋ろつ骨こつからはみ出るほど、ある。

「ま、とりあえず、メシにしようぜ、ハル！　メシだメシだ！　嫌なことなんてな、メシ食えば忘れるようにできてんだよ、人間は」

　それはお前だけだ。

　トリモチのように机から額を引きはがして、僕は立ち上がった。

「悪い、手島。僕行くところがあるんだよ。昼ご飯待っててくれたのにごめんな」

「おっと、そうなのか。いや、俺おれはいいんだけどよ。じゃあ、これ持ってけよ」

　そう言って手島が投げてよこしたのはコンビニの鮭さけおにぎり。大飯喰らいの手島は家から持ってくる弁当の他にいつもこの類たぐいの食料をコンビニで補充しているのだ。

「さんきゅー。じゃ、後でな」

　これは本当にありがたい。

　心はすでにボロボロだけど、せめて腹くらいは満たしておきたい。あの猛もう毒どく女と対たい峙じするからには。
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「遅いじゃん、なにしてたの」

　藤ふじ棚だなにつくと、背中がめり込むほどガーデンチェアにもたれこんだ猛毒の妖よう精せいが顔も上げずにそう言った。

「ずいぶん、疲れてそうだな、毒どく空うつ木ぎ」

「そ～ね～、ちょっとね～。喉のど乾いた。井戸掘って」

「わかった、掘ってやる。でもその前に、ちょっといいか、毒空木。今日、朝一から今の今まで、身に覚えのない複数の女の子にフラれ続けてるんだけど、何か知ってるか？」

「うん」

　とぼけると思いきや、あっさりと認める毒空木。

「お、お、お、お前いったい何やったんだ？」

「いや、別に大したことじゃないって。デレ園えんの百ゆ合りビアンの子全員にハルの名前でラブレター出しといただけだから」

「それのどこが大したことないんだあああああああああああああああああああああ！」

　喉がちぎれるほど叫さけんだ。

「し、し、し、信じらんねー！　何してくれんだ、お前何してくれてんだあああ！」

「なによ、うっさいなー。前に言ったじゃん。百合ビアンの子全員にケリつけるって。あたし、約束は守る女なの」

「ふざけんな！　だいたいお前、どんな文面のラブレター送ったんだよ！　わかるか、顔も名前も知らない女の子に次々と軽ギレされながらフラれていく僕の気持ちが！　最終的に行列できてたんだぞ！　僕をフるための行列が廊下までズラーっと―――」

「ああ、もう、うっさい！」

　毒空木は面倒くさそうにＡ４サイズの茶封筒を投げてよこした。

「ちょ、なんだよ、これって……うおっ！」

　封筒に入っていたのは、大量の時とき宗そうさんの写真。しかも、どれもこれも構図的に本人に許可を得ていないことが明らかな、つまり盗撮写真ばかりだった。さらに時宗さんのプロフィールと、この二日間の行動が詳細に記されたレポート用紙。

「探偵か！　調べるってここまでやるのかよ」

「当たり前じゃん。やるなら徹底的よ。あー、疲れたー」

「そ、そら疲れるわなあ。ネットとかで調べたらよかったんじゃないのか？」

「はあ？　あんたばか？　愛あ結ゆみたいな何の取とり柄えもない一介の無名女子高生の個人情報がネットから拾えるわけないじゃん。今も昔も情報ってのは自分の目で見て、耳で聞いて仕入れるの。つまり――」

　毒空木はパンツが見えそうなくらい大だい胆たんにスカートを捲めくり上あげると、

「足で稼かせぐのよ」

　むき出しの白い太ももをぺちぺち叩いた。

「へー。あ、この愛結ちゃん可か愛わいい。なあ、この写真くれないか？」

「見ろよっっっ！」

　思いっきり脛すねを蹴けり飛とばされた。

「イテーな！　ちゃんと見てるだろ！　見た上で欲しいって言ってんじゃん！」

「うっせー、ばか！　誰がやるか。灰にして世界遺産にバラまいてやるわ、こんなもん」

　毒空木は封筒をひったくると、乱暴に鞄かばんに突っ込んだ。

　なんだろう。今日の毒空木はいつにもまして機嫌が悪そうに見える。心なしか肌はだつやも悪いような………。

「し、しかし、まあ。すごいよなー。こんな短時間でここまで調べ上げるなんて。さすが毒空木様。さぞかし大変だったんだろう？」

　こんな時はおだてておくに限る。

「そりゃあ、もう大っ変だったんだから」

　毒空木は大げさに溜ため息いきを吐ついてみせると、ダンッと膝ひざを叩いて、

「あの愛結って子、面おも白しろい事なんっっっっっっっっっっっにもないんだから！」

　腹の底に溜まったストレスを固まりにして吐き出すようにそう言った。

「ねえ、信じられる？　一人の人間の行動をよ？　二十四時間びったりと監視しててよ？　笑いどころがひとつもないヤツって見たことある？」

「いや、誰かを二十四時間監視したことがないので」

「普通はあるっつーの、面白いところの一つや二つ。特殊な趣味とか、変な癖くせとか、変な独ひとり言ごととか、家の中だけのキャラクターとかさあ。ひとっつもないのよ！　ふっつうなのよ！　キャラが弱いっつーか、地味っつーか。愛結っていうか白さ湯ゆね。無色透明無味無臭」

　変なあだ名つけてやるなよ、可か哀わい相そうに。

「オ×××ぐらいしろっつーの」

「ちょ、ちょ、ちょ！　待て待て！　急に何言い出すんだ、お前！」

「ん？　だから、オ×××よ、オ×××。一回もしなかったのよ、あいつ。普通するじゃん誰だって。男子なんか二、三回するんでしょ、知らないけど」

「しねーわ！　……いや、するけどさ！　だからって、女の子がそんな事言うんじゃないよ！」

「うっさいなー、もう。なにあんた。まさか女はそういうのしないとか思ってんの？」

　うろたえまくる僕を毒空木の眇すがめた眼が射抜く。

「そっ、そんなことは……」

　思ってない…………けど。

　けどぅぉぉぉぉ、知らない事にしておきたいじゃないか！　だって、十五歳だもの！　まだまだ夢を見てたい年頃だもの！

　あのデレ園の天使達が夜な夜なあんな事やこんな事、はたまたあんな物を用いたそんな高度なことを………ふう。とか、思いたくないじゃないか！　そうさ、女の子はそんな事――――。

「毎晩してるっつーの」

「やめろってだからああああああああああああああああああああああああああああ！」

　魂たましいの絶ぜつ叫きようを吐き出して、僕は地面に崩くずれ伏ふした。

「はあ？　なに、あんた本気で思ってたの？　はー、キモっ、キモいわー。そんなんだからモテないのよ、あんたは。あたしなんか調子いいときは朝晩二回ずついくよ」

　もーやだ、こいつ！　なんでこんな事平然と言えんの？　え、好きなんだよね？　僕のこと好きなんだよね？

「これはもうあれね。ハルは告白よりまず先に、そのファンタジックな童どう貞てい思考をなんとかしないとだめね。真実の女ってものを理解しないと」

　僕はそんな真実よりも、ファンタジックな童貞思考の方が好きでござるよ……。

「はい、復唱して。健全な女の子は誰でも毎晩！」

「け、健全な女の子は誰でも毎晩……」

　なんでこんな事言わなくちゃいけないんだ、昼間っから。

「声が小さい！　もっかい！」

「ぐぐぐ、健全な女の子はァ！　誰でも毎晩ッ！」

「オカワリしてまーす！」

「オナニ…………え？」

「…………………は？」

　お、おかわり…………だと？

　一瞬、時間が静止し、

「あ、あ、あんた今何言おうとしたぁぁぁぁぁぁぁ――――――――――――！」

「お前こそなんでそこ伏せ字にしたぁぁぁぁぁぁぁぁ―――――――――――！」

　藤棚に怒号が交こう錯さくした。

「し、ししし、信じらんない！　何言ってんの！　何言ってんの、あんた！　キモイキモイキモイ！　セクハラよ、セクハラ！　訴えんぞ、セクハラ課長！」

「い――や、今のはお前だ！　絶っっっ対にお前だ！　なんだあの言い方！　百人が百人勘かん違ちがいするわ！」　　

「好きな男の前でそんな話するワケないじゃん！　頭おかしいのか、あたし！　い、言っとくけど二回とかしないからねっ！」

　…………えーっと。それだと一回はするって意味にも取れますが。その辺どうなんでしょうか、毒空木さん。

「あー、もういい、こんな話！　こんなくだらない事で時間潰つぶしてたらもったいないわ！　はい、さっさと告白の作戦を練るよ！」

　毒空木は赤みの引かない顔で目玉をグルングルン回しながら、上下さかさまの手帳をパラパラと捲った。

「お、おう。そうだな。そうしよう。どんな作戦でいくんだ？　もう決まってるのか？」

　僕とて誰も得しないこの話題をこれ以上膨ふくらませるつもりはない。話題転換なら全力で協力するさ。

「うーん、そうねー。白湯って特に決まった趣味趣向がないからねえ。取っかかりがないのよねー。何でよりによって白湯がいいなんて言うかな。ただでさえハルだって特徴ないのに。無色透明無味無臭同士が付き合ってどうすんのよ。何が起きるの？　水のお湯割りみたいなもんじゃない。熱いか冷たいかもわかんないわ」

　そんなもん作り手のさじ加減だろ。

「まあでも、取り立てて何もないならそれに越したことはないじゃねーか。時宗さんが完全無欠の天使だったってことなんだから」

「……何もないってことは、ないんだけどねぇ」

　どっちなんだよ。

「ぬっふふふふ～。ハルくん、ハルくん？」

「な、なんだよ、気持ち悪いなあ」

　毒空木がこの日初めて見せた笑顔は、女の悪意というものを顕けん現げんしているように見えた。

「これをごらんなさいな」

　気持ち悪いというワードを気にも留めず、嬉き々きとして毒空木が取り出したのは、写真とともに茶封筒に入れられていたレポート用紙。時宗さんの一日の行動がびっしりと書き込まれた数枚の用紙の中から一枚を抜き出し、その真ん中あたりを指し示した。




『ＡＭ　１：30　ジョギング』

『ＡＭ　２：30　帰宅』




「一時半!?　夜中の？　ずいぶん遅い時間にジョギングしてるんだな、時宗さん」

「ね？　おかしいでしょ？　白湯って運動部ってわけでもないのにぃ～」

　確かに、不自然すぎる。てゆーか、どうでもいいけど時宗さんのあだ名は白湯でフィックスされたのか。

「しかもどうやら家族には秘密で抜け出してるみたいなの。あの慣れた手際からして昨日今日突然思い立ったってわけじゃないみたい。少なくともここ最近の白湯の習慣にはなってる感じね」

　てゆーか、そんな時間まで尾行を続行してたのか。どんなレベルの調査してるんだよ、プロか、お前。

「ねえねえ。これどーゆー事だと思う～～～？」

　ぬるりと迫る毒空木。

「し、しらねーよ」

「ぬふふふふふ～。オ・ト・コ？」

　コ、コイツ。なんて美しい笑顔をしやがるんだ。

「まあまあ。まだわかんないけど。現状判明している事実は、白湯が深夜必ず一時間ほどの外出をするってことだけ。昨日は途中で見失っちゃったから、もう一度尾び行こうしてみるわねん」

　すっかり機嫌のなおった毒空木、鼻歌交じりに手帳を閉じる。

「ちょっと待て、尾行ってなんだよ」

「は？　尾行は尾行じゃん。『尻尾しつぽ』の『尾』に『行く』って書いて『尾行』」

　人差し指で空中に文字を書きつける毒空木。

「字はわかってるよ。お前まさか時宗さんの後をつけて行こうって気じゃないだろうな」

「尾行ってそーゆーモンでしょうが」

「もういいもういい。もう充分だからやめとけよ」

「はあ？　ここまで来てやめられるか。なに、あんたビビってんの？　吹ふき子この時みたいに彼氏がいることが判明するかもってビビってんの？」

「違うよ！」

「じゃあ、決行ね。さっそく今晩行ってくるわ」

「だから、だめだって！」

「もー、なんでよ？」

「危ないだろ」

「……は？」

　一瞬の間を置き、毒空木は理解できないとばかりに目を丸くした。

「うーわー、聞いて損したー。なに、その理由。大丈夫に決まってんでしょ、小学生じゃないんだから」

「歳としは関係ないだろ。女の子が一人で夜中に出歩くなっつてんだよ」

「はい、ばーかー。あんたばーかー。こんな田舎いなかで何が起きるってのよ。いい事教えてあげよっか？　この町ではね、この十年暴行や痴ち漢かんはおろか軽犯罪ひとつだって起きちゃいないのよ。安心した？　ヘタレ虫」

「………………なあ、お前マジで言ってるのか、それ？」

「な、なによ」

　無意識に語気が荒くなっていたのだろうか。毒空木の黒い瞳ひとみがやや気き後おくれしたように揺れる。

「今まで何もなかったからなんて事が、これからも何もない理由になるか。毒空木が、最初の一件目になるかもしれないって言ってんだろ」

「え……？　あ……う、うん」

　マジマジと僕の顔を見つめ、毒空木は何かを飲みこむように頷うなずいた。

　信じがたい話だが、毒空木は本当に自分の身に危険が及ぶ可能性を全く考えていないようだ。用意周到かと思ったらこんなところで抜けてやがる。

「あのなあ、ちょっとは自覚持てよ。いくら凶暴な猛毒女だからって、見た目は可愛い女子高生なんだぞ、お前は」

「なっ！　ううう、うるさいわ！」

「ふんぎゃあ！」

　また全力で脛を蹴られた。さすがに面と向かって猛毒女はまずかった。

「きゅ、急に可愛いとか言うなっつーの…………」

「んん？　何か言ったか？」

「うっさい！」

　よほど怒りにかられたのだろうか。毒空木は真まっ赤かに熱した顔をそっぽ向けて、

「そ、そんなに言うなら、ハルも一緒に来ればいいじゃん！　それならいいでしょ！」

　震ふるえる声でそう言った。
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　その夜。月も星もない闇やみの中。

「ハ、ハル……」

「うん……」

　いや、実際には月も星も変わることなく夜空に息づいているのだろう。しかし、僕たちの目にはもうその光は届かなかった。聞こえてくるのはお互いの吐と息いきだけ。

「ハル……だめ、手、どけて……」

　悩ましげな毒空木の囁ささやきが耳じ朶だをくすぐる。しかし、この手をどかすわけにはいかない。僕の体はもはや僕の意思で動かせないところまできているのだ。

「ハル……キツい………だめ、そんなに動いちゃ………」

「ごめん。もうちょっと、もうちょっとの辛しん抱ぼうだから」

　遠くから音が聞こえてきた。それは車輪を転がすように僕の心をせきたてる音。

「もうだめ、あたし、変になりそう……早く。早くいって」

　哀あい願がんするように毒空木。僕は忍耐力を限界まで振り絞って身を硬くした。車輪を転がすような音はもうすぐそこまで近づいている。

「ああ、もう我が慢まんできない。お願い、出して。出して、ハルぅぅ」

「うん、もうちょっと。もうちょっとだから」

　やがて完全な静せい寂じやくが訪れた。

「……いった？」

　涙交じりの声で毒空木。

「うん」

「じゃあ、さっさと出せえええええええええええええ！」

　猛烈に暴れだした毒空木の肘ひじが顎あごにクリーンヒットした。

「ふんが！　いてっ、やめろ、急に動くな。うわあああ！」

　のけぞった拍ひよう子しにバランスが崩れ、僕たちは折り重なるようにポリバケツからアスファルトへと転がり出た。途端に視界に星空が戻ってくる。

「いてててて。大丈夫か、毒空木」

「大丈夫じゃないわ！　いくらパトロール中の警官をやり過ごすためだからって、ゴミ箱に隠れることないでしょ！　狭せまいし臭くさいし痛いし、最悪のアイディアだわ」

　腰をさすりながら毒空木がぶーたれる。

「痛いのはお前が暴れたからだろ」

　僕も顎を擦こすりながら辺りを見回す。結構大きな音が響いた気がしたけど、車輪を転がすような音――っていうか実際に自転車の車輪が転がる音――は遠ざかったきり戻ってくる気配はない。どうやらおまわりさんは次の巡回コースに向かったようだ。ご苦労様です。

　午前一時十五分。

　僕たちは閑かん静せいな住宅地の一角にいた。昨晩、毒空木が時宗さんを見失ったポイントのすぐ近くらしい。日本各地から美少女が集まるデレ園は、寮暮らしをしている女子生徒も少なくないのだけれど、時宗さんはどうやら実家派のようだ。

「そろそろ来る頃かなぁ」

　毒空木がジャージの袖そでを捲った。思えば毒空木の私服姿を見るのはこれが初めてだ。といっても、遊びに来たわけではなく、あくまで尾行用のファッションなので色気もくそもない。迷彩柄の上下のジャージに黒いニット帽。はみ出した髪の毛はぶっとい三つ編みにまとめている。

「なあ、毒空木よ。街中に迷彩って逆に目立つんじゃないのか」

　ちなみに、僕はジーパンとＴシャツ。

「しっ、静かに！」

　電柱の陰かげに引っ張り込まれた。ややあって聞こえてくる軽やかな足音。

　来た。

　時宗さんだ。車からも見えやすいライトイエローのジャージに身を包み、背中にリュックを背負って走ってくる。何も気付かぬまま電柱の前を通り過ぎていった。

「よし、行こう」

　ある程度の距離が空くのを見計らって僕は電柱から飛び出した。

「待って、ハル」

「どうした？」

　呼び止める声にもどかしくも振り返ると、毒空木はいつになく真剣な面おも持もちで、

「もしかして、さっきの警官の時も電柱に隠れたら良かったんじゃないの？」

「よし、行こう！」

　僕たちに過去を振り返っている時間はない。




　タッ、タッ、タッ、タッ、タッ、タッ―――――。

　はっ、はっ、はっ、はっ、はっ、はっ―――――。




　一定のリズムを刻む時宗さんの呼吸音とアスファルトを打つジョギングシューズの足音。五月の夜は寒くもなく暑くもなくジョギングにはちょうどいい季節であり、人ひと気けのない住宅街は尾行にもちょうどいい状況だ。尾行開始から十分。特に何事が起きるでもなくどれほど走っただろう。

「ん？　五百メートルくらいじゃない」

　ケータイをいじりながら毒空木が答える。

　そうか。足おせぇなあ、時宗さん。

　十分で五百メートルって、時速何キロだよ？　少なくとも歩いて余裕でついていける速さということは間違いない。

「なあ、この遅さで走ってるターゲットをどうやったら見失うんだ」

「んん？　ああ、そのうちわかる。あ、ほら、あそこ見て」

　毒空木が指差した先、そこから急に民家が途絶え、代わりにうっそうとした森が姿を現した。アスファルトの道路も突然途切れ、未み舗ほ装そうの緩ゆるやかな上り坂に切り替わる。

「ちょ、なに？　この道」

「ここから先は地元の神社の私有地なのよ。山一つ丸ごとが神社の土地なんだって。この道はてっぺんのお社までの一本道らしいよ。昨日はその道の途中で見失ったのよ」

「こんな時間に山の中に入っていったのか？　んなバカな」

　しかし、僕の疑念を打ち消すように、時宗さんは迷うことなく未舗装の山道に突入していった。街灯もない。民家もない。正真正銘まっくらな山道だ。

「あ、怪あやしすぎるだろ。いくら近所の神社だからってこんな真夜中に山の中をジョギングなんてするか？」

「だよね～。そう思うよね～。でもぉ、人目を忍ぶにはもってこいの場所だと思わない？　ぐふふふ。この先にどんな秘密が待っていることやら。男来い！　男来い～～！　女でもいいから爛ただれた性関係イベント来い～～～～！」

　十字を切って懸命に手を合わせる毒空木。なんちゅうことを神様に祈ってるんだ。てゆーか、宗派も違う。

　しかし、この山道に僕達も入らなきゃいけないのか…………。

「な、なあ、毒空木さん。とりあえず、今日のところはここで出てくるまで待つっていう選択肢は―――」

「レッツゴー！」

　ないんでしょうね、やっぱり。

　有う無むを言わさぬ毒空木に腕を引かれ、僕達は不気味にそびえたつ山門をくぐった。

　こうなったら是ぜ非ひもない。

　鬼おにが出るか蛇じやが出るか、矢でも鉄砲でも持って来いってんだ。



[image: ]



　矢でも鉄砲でも…………ぶっ放して断固拒否すればよかったんだ。

　僕はさっそく後こう悔かいした。

　夜の森、超怖いんですけど。

　暗い。とにかく暗い。

　月の光も街の明かりも届かない夜の森は一メートル先だっておぼろげだ。森の中に夜風が走るたびに木の枝がザワザワと騒ぎ、鳥の鳴き声がこだまする。おまけにどこから漂ってくるんだろう、不自然なほど体に纏まとわりついてくる湿気。

　神社という先入観を差し引いても、空気は重く奇妙な閉へい塞そく感かんに満ちていた。

　あの、鬼さん蛇さん。さっきは気安く名前呼んじゃってすみません。できれば、キャンセルでお願いします。お願いだから出ないでください。最悪、出たとしても見えないところでジッとしててください。

　いや、あるいは彼らはもう、すぐそこにいるのかもしれない。昼間なら僕の目を楽しませるであろう木々の緑は、夜のベールを被かぶった瞬間、底なしの悪意に満ちた怪物のように見えた。

　そして、怪物たちの膝元に、鬼火のようにぽっかりと浮かび上がるライトイエローの蛍けい光こうジャージ。男の僕ですら怖おじ気けづくこの山道を全く物怖じすることなくグングン登り続けている時宗さんの存在が、何より気味が悪かった。

　なんで？　怖くないの？　超気味悪いじゃん、ここ。絶対何かいるよ？　見えないだけで、絶対いるよ？　ほら、毒空木だって――、

「ふふふふふ」

　あ、笑ってた。

「あー、テンションあがるわー」

　病気か、この女。何で笑ってられるんだ、この状況で。

　たまらず毒空木の袖をつかんだ。

　うん、わかっている。普通逆だろっていう指摘は僕が一番理解しているから、そっとしておいて。

「ん？　何？　ハル。あんたもしかして怖いの？」

「はい、怖いです。もう帰りたいです」

　強がる気力もありゃしません。

「ふーん。あたしは子供の頃はよくこういうところで暗くなるまで遊んでたからぜんぜん平気だけどな」

　こんなとこで暗くなるまで遊んでたら、そりゃあ、あんな体力もつくわな。

「むしろ、いてもたってもいられない感じ？　ハルも男の子なんだから、そーゆーのわかるでしょ？」

　わかんねーよ。いや、百歩譲ゆずって昼間ならわかる。でも夜の山はない。しかも神社つきとかありえない。

「あー、遊びたい。遊びたいわー」

　毒空木が露骨にウズウズし始めた。

「やめてくれよ、尾行中に。だいたいこんな山の中でなんの遊びする気だよ」

「バカ、何言ってんのあんた、もうバカ！　山なんてもう、バカ。それこそコンテンツ山盛りじゃん。バカ！」

　うぜー、この状況でこのテンションうぜー。

「木に登ったりぃ～、虫捕まえたりぃ～、花を探したりぃ～。まああげていったらきりがないけど、やっぱり基本はごっこ遊びよね」

　楽しそうに指折り数える毒空木。

「ごっこ遊びって。戦隊ごっことかライダーごっことかってことか？」

「違う違う。もっと山ならではのごっこ遊びがあるじゃん。えーっとねえ」

　毒空木はせわしなく辺りを眺め回すと、

「あ、あった」

　何かを見つけて駆け出していった。

「ほら、ここにさも首くび吊つり自殺に使用されたかのようなロープが垂れ下がっているでしょ♥　これを引くとぉ―――」

「なに？　なにがあるって？」

　暗くて見えない。確認しようと一歩足を踏み出した瞬間、




　ヒュ―――――――――――――――――――――――――――――、ズドンッ!!




　たった今まで僕が立っていた位置に子牛大の丸太が降ってきた。

「ベトコンごっこ♥」

「殺す気か！」

　かいたことのない汗が全身からあふれ出した。

「どうどう、これ。すごくない？　あたし一人で作ったんだよ。こういう事ってついつい時間を忘れて没頭しちゃうのよねー」

　まるで少年のように無む邪じや気きに笑う毒空木。

　って、ちょっと待て……時間を忘れてだと？

「なあ毒空木よ」

「なに？　あ、ハル、丸太のはし持って。もっかい仕掛けなおすから」

「昨日時宗さんを見失ったのって、もしかして、これを仕掛けてたからじゃないのか？」

　ビタリと毒空木の動きが止まった。

「…………………………………………………………………………………………………」

　そして、いかにも言い訳を考えてますと言わんばかりの沈ちん黙もくが十秒ほど。

「ふっ。そう言ってもいいでしょうね」

　どうやら何も思いつかなかったらしい。十秒の時間を無む駄だにした。

　たかが、十秒といってあなどるなかれ。それだけあれば、すごい人なら百メートルの距離を走れる。組織の整ったサッカーチームなら自陣深くからのカウンターでシュートまで持っていける。恋人同士ならちょっとエッチなキスができるし、僕だったら、青春の熱い滾たぎりを照射できる………………いや、すごい頑張ったらって話ね。

　じゃあ、時宗さんなら何ができるのだろう。

「って、あれ？　時宗さん、どこ行った？」

　正解は、間抜けな追跡者をまくこと。

　気付けば、あれほど目立っていたライトイエローのジャージは、完全に僕たちの視界から消えていた。
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　コーンと鐘かねを打つような甲かん高だかい鳥の声が夜の森にこだました。

　某のど自慢大会の残念賞を連想させる間抜けな声。鳥にまであざ笑われている心地になった。

　バカにもほどがある。

　毒空木が尾行中に罠わな作りに夢中になってターゲットを見失ったのがつい昨日。

　そして、そのミスを取り返すために再び敢かん行こうした尾行で、今度は罠にかけるのに夢中になって時宗さんを見失ったというのだからもう笑うしかない。猫だって一度痛い目を見たら三日は忘れないというのに。

　まあ、しかし。済んだことは仕方がない。戻ることのない過ぎし日を悔やむより、光に満ちた未来を見つめようじゃないか。

　さて、未来を見つめるにあたっては、やはり、こんな暗い山の中にいるわけにはいかないだろう。こう暗いと未来だって見えやしない。そもそも尾行相手である時宗さんを見失った時点で僕たちがこの山にいる理由もなくなるわけで、これ以上ここにこうしているのは純粋な時間の浪費であり、青春の空費に他ならない。これはもう誰の目にも明々白々な事実であり、揺るぎようのない真理である。

　断じて夜の山が怖いからさっさと帰りたいとか、そーゆー事では決してない。

　………んじゃ、帰るとするか。

「待って、ハル」

　なんなんですか、毒空木さん。勘弁してくださいよ、毒空木さん。もう帰りましょうよ、毒空木さん。ほんと、すみません。今まですみません。

「なんて顔してんのよ、キモいわね。ねえ、考えてみてよ。何かおかしくない？」

　おかしいですよ。こんな時間にこんな場所にいる僕達は確実に頭がおかしいですよ。

「あたしたちが白湯から目を離したのってせいぜい十数秒よね。そんな僅わずかの間に一体どこに行っちゃったっていうのよ。あの鈍どん足そくが」

　……確かに妙だ。

　時宗さんの走力は今しがた確認した。あの足の遅さは、ガチだ。

　通常の人間の速度をはるかに下回る奇跡のような走力の持ち主にとって、十数秒の空白は決して長い時間じゃない。

「昨日みたいに一晩中遊んでたならまだしも、あの短い時間で振り切られるなんてこと絶対にありえない」

　おい、待て。今、一晩中遊んでたって言ったか？

「ってことは、白湯はまだ、この近くにいるんだ！」

　弾かれるように辺りを見渡す毒空木。つられて僕も視線をめぐらす。

　………いや、見えねーよ。暗くて。

　月の隠れた夜の森で辛かろうじて視界に映るものは……葉っぱ……草……木……と枝……。聞こえる音といえば、鳴り止まない虫の声と、




　こ―――――――ん。




　断続的に響く甲高い鳥の声。森厳たる森を突き抜ける澄んだ高音。気持ちよさそうに唱和する虫たちと明らかに一線を画す無機質な音。




　こ―――――――ん。




　…………これ、ホントに鳥か？

　正直に白状しよう。僕の頭にはこの時点である仮説が浮かんでいた。

　奇妙な鳥の鳴き声と、うら若き文科系乙女おとめの夜な夜なのジョギングと、自殺願望者としか思えないジョギングコース。これらの事象を一直線に整えるろくでもない仮説が。

「ねえ、ハル。あんた今何考えてる？」

「……多分、同じこと」

「いやん、気が合うじゃん。やっぱりあたし達って相性最高！　ちなみに土ど葬そうも歓迎だから」

　いや、このイメージは大概の人間は一致するだろう………日本人同士だったら。




　僕と毒空木はどちらからともなく音の発生源に向かって歩き出した。

　それはいとも簡単に特定できた。

　時宗さんを見失った地点から進むこと数メートル。そこで山道から脇わきに逸それる。音を頼りに木立のベールに分け入りさらに数メートル。身をかがめ、物音を立てないように慎重にうっそうとした繁しげみを搔かき分わけると、

「な、なにやってんの、あの子……」

　毒空木が絶句した。

　そこには予想通りの、いや予想を遥はるかに上回る光景が広がっていた。

　樹齢百年を超えるであろう巨大な杉の木、その前で金かな槌づちを握り締める時宗さん。




　こ―――――――ん。




　時宗さんが藁わら人形に釘くぎを打っていた。




　こ―――――――ん。




　水着姿で、スケート靴ぐつ履はいて、頭にケーキを被って。




　こ―――――――ん。




　いや、ほんとに。

　なにやってはるんですか、時宗さん。





[image: ]





[image: 第六章　時宗愛結Ⅲ～すべての愛のために～]




　こ――――――――――ん。







　金が金を打つ音が林間を跳はね回まわる。

　繁しげみに潜ひそむ僕達に気付く素そ振ぶりもなく、時とき宗そうさんは一心不乱に釘くぎを叩たたき続つづけていた。

「ハルハルハルハル！　見て見て見て見て！　ねえ、あれ見てって！」

「見てる見てる！　見てるから叩くな、痛い、痛いって！」

「ありえねー！　とんでもないの出てきた！　何か秘密があるだろうなーとは思ってたけど、すっっっごい爆弾ぶっこまれちゃった！　何してんの？　あの子一体何してんの？」

「なにって、そりゃあ……」

　毒どく空うつ木ぎにシバかれまくった肩をさする。




　丑うしの刻こく参まいり。

　もう説明の必要もないだろうか。この言葉になじみがなくとも、呪のろいの藁わら人形と言われれば誰だれしもピンとくるだろう。

　深夜、丑の刻。呪いたい相手の髪や爪つめなどを練りこんで作った藁人形に恨うらみを込めて釘を打つと、呪われた相手はなんか胸の辺りが苦しい等の比較的あいまいな症しよう状じようを訴えてだいたい死ぬ。歴史書を繙ひもとけば、鎌倉時代にまで遡さかのぼってその記述を見ることができるという、日本人にとって最もなじみの深い呪じゆ詛その法だ。

　白しろ装しよう束ぞくに身を包み、頭に蝋ろう燭そくをさした女が怨おん念ねんを込めて釘を打つ姿は、テレビや映画で誰でも一度くらいは目にしたことがあるだろう。

　…………あくまでテレビや映画では。

　まさか、ライブでお目にかかるとは思ってなかったなあ。

　しかも、片思いの女の子が主演で。




「いやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいや！　丑の刻参りって！　丑の刻参りって！　んな、わけないじゃん、あの恰かつ好こう！」

　ああ、やっぱりそこ突っ込みますか……できればもう触れたくもなかったんだけど……。

「あんなもん、どー見たってノリを間違えたパーティー衣装じゃん！」

　ああ、うまい事言ったね。

　そうなのだ。

　どうやったって目につくのが、その衣装。

　白装束……と呼んでいいのか、あれ。

　まあ、白いんだから、白装束には違いないんだろうけどさ。

　いくらなんでも布面積が小さすぎる。若いエネルギーではち切れんばかりの肉体はそのほとんどがむき出しで、胸周りと腰回りの要所だけが、辛かろうじて覆おおわれている程度だ。露出の割合で言えば、下着と全く変わらない。

　つまり、ビキニだ。

　時宗さんは山の中でビキニ水着を纏まとっていらっしゃる。

　じゃあ、足はビーサンなのかと言われたら…………なにあれ？

　スケート靴ぐつ………だよな。

　やけにでかいリュックしょってるなと思ってたけど。あんなもんが入ってたのか。

　業務用の広刃カッターをビキニパンツの腰にさしこみ、極めつきは頭に被かぶった、ケーキ。

　えっと…………ケーキ。

　うん……………ケーキ。

　…………………ケーキ。

　何べん見ても間違いなくケーキ。

　どうやって固定してるのか知らないけど、生クリームたっぷりのデコレーションケーキ。




　時宗さんが、真夜中に、山の中で、水着姿で、スケート靴履いて、頭にケーキ被って、藁人形に釘を打っていた。

「ひ、ひ、ひ、引くわー」

　毒空木が顔面蒼そう白はくで呟つぶやいた。

「ねえ、いいの、あれ？　あたし呪いの事とかよくわかんないんだけどさ、あってんの？　もしあたしが呪いの主成分だったとして、藁から出てきてあんなカッコしてるやつ見かけたら、取とり敢あえず一番最初に殺しちゃうよ？」

　呪いの主成分ってなんですか。

「スズメバチとかムカデを駆く除じよするみたいに、確固たる正義感をもって殺すよね」

「いや、でもさ、ほら、藁人形と釘っていう、最重要ポイントだけはちゃんと押さえてくれてんじゃん。それが救いと言えば救い……」

「藁と釘で何が救えんのよ」

　……はい、そうですね。すみません。

　もう、弁護のしようがないよ、時宗さん。

　ダメじゃないですか。こんなことしちゃったら、もう天然とかドジっ子とか、そんなレベルじゃなくなっちゃうじゃないですか。

　ご丁てい寧ねいにケーキにロウソクまでさして、いったい誰の誕生日なんですか、時宗さん。




　こ―――――――ん。こ―――――――ん。こ―――――――ん。




　釘を打つ音は止むことなく林間を駆け抜ける。

　ドン引きのギャラリーが観戦中とも知らず、時宗さんは一心不乱に釘を打っていた。

　一つ釘を打つごとに、汗が飛び散り、特大の胸がばいんばいんとブラを弾き飛ばさんばかりに揺れ動く。制服の上から思い描いていたフォルムを、遥かに上回る圧倒的な生の存在感。

　だけどなんだろう。

　普段の僕なら網もう膜まくが焼き切れるまでガン見しているはずなのに。脳内ＨＤに百万回永久保存しているはずなのに。ガンガンのギンギンのはずなのに。顎あごが重力に負ける。

　なんだろう。この見てはいけない感じ。いや、見ていられない感じ。

「……ねえ、一応確認しておきたいんだけどぉ」

　毒空木がねばりつくような声で囁ささやいた。

「まだ、あの子に告白したい？」

「ぐふうっ！」

「あのー、自や棄けにならないで聞いてね。そりゃあ、あたしだってさ、至らないところはたくさんあると思うのよ。直さなくちゃいけないところもいっぱいある。付き合いたいランキング最下位も無理ないかもしれない。でもね……」

　そこで一端言葉を切ると、毒空木はゆっくりと時宗さんを指差した。

「―――――アレと本当に付き合いたいかあ？」

「ぐぐぐ、そ、それは……それは……」

　時宗さん。

　百葉箱で殴なぐられた僕を涙ながらに介抱してくれた時宗さん。

　保健室でためらいなく僕の額に触れてくれた時宗さん。

　放課後遅く誰もいなくなった教室で一人仕事に打ち込む時宗さん。

　そして――――水着姿で藁人形に釘を打つ時宗さん。

　僕は、僕は…………。




「それでも、付き合いた―――――――――――――い！」




　繁みをざわめかせて立ち上がった。

「ちょちょちょ、なにやってんの、ハル！　隠れて、見つかるから！」

「毒空木！」

　懸命にジーンズの裾すそを引く毒空木に向かって僕は言い放った。

「僕、時宗さんに告白したいよ！」

「座れっつってんだよ！　自棄になんないでって！」

「違う。違うんだよ、毒空木。聞いてくれ。僕は彼女を救いたいんだ。時宗さんがあんなことをするのは、きっと何かワケがあるんだ」

「そりゃあるでしょうよ。発作的にあんなことしだしたら、もう手遅れだわ。とにかく座ろう、いったん座って話しよ、ね？」

　僕は下した唇くちびるの裏側をキッと強く嚙かみしめた。

「……時宗さんは、きっと人に言えない深い闇やみを抱えているんだと思う。でなきゃ、時宗さんがあんなことするワケがない。僕は時宗さんを救いたいんだ。それには心を開き合って、あの子の抱える闇を分かち合うしかないと思う。だから、僕は時宗さんに告白したい。そしてそれは、毒空木……君を救うことにも繫つながると思う」

「なんでだよ！　急にあたしを巻き込むなよ！」

「だから、告白したい」

「もう、わかったから！　ちゃんと手伝うから！　だから座って。ね、お願い。一度隠れて作戦練ろ？　ね？」

「……作戦か。それならもう、とっくに授けてもらったよ」

「はい？」

　僕は優しく毒空木に微笑ほほえみを返した。暗闇でなかったら歯さえ光っていたことだろう。

「女の子が作業をしていたら、だろ？」

「違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う違う！　それ違う！　今は違うー！」

「どりゃあ！」

　狂ったように首を振る毒空木を捨て置いて、僕は一足飛びに繁みを踏み越えた。

「待って、ハル！　あほ―――――――――――――！」

　許してくれ、毒空木。

　うぬぼれかもしれないけど、時宗さんを救えるのは僕しかいない。そんな気がするんだ。

「時宗さん！」

　声が木こ立だちに響き渡った。

　水着姿の背中がビクリと震える。金かな槌づちを振り上げたまま、ゆっくりゆっくりとこちらを振り返った。熱気に曇くもった眼鏡めがねの奥、血走った両目が繁みを破って現れた闖ちん入にゆう者しやの正体を認めて、大きく見開かれた。

　まるで、いつかのデジャブだ。でも、僕は以前の僕じゃない。

　誰にも背中を押されていない。誰にも強制されていない。僕は僕自身の意思で僕自身の想いを伝えるために現れた。告つげるべき言葉はしっかりと僕の中にある。延えん髄ずいの痛みと共に心に刻んだこの言葉。時宗さん、僕も堕おちる君の闇へ。救えないならせめて、苦しみを悲しみを分かち合うから。一緒に行こう。そして、いつか二人で戻ってくるんだ。

　大きく息を吸い込んだ。そう、女の子が作業をしていたならば、

「大変そうだね、手伝う―――」




　ビュン！




「―――――よ？」

　何かが飛んできた。

　それは張りつめた夜の空気と僕の渾こん身しんの決め台詞ぜりふと頰ほおの皮一枚を切り裂いて、木立に跳ね返り鈍にぶい音をたてて地面に落ちた。

「え………………？」

　全身から汗が噴ふん出しゆつした。

　瞬時麻ま痺ひした後頭葉が遅まきながら視覚情報の解析を始める。




　時宗さんに、全力で、金槌を投げつけられた。




「ふぅー、ふぅー、ふぅー」

　と、時宗さん？　なんでそんなに息が荒いの？　なんでそんなに目が血走っているの？

　―――キリキリキリ。

　なんでカッターの刃をむき出しにするの？

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

「なんでカッターを振り上げて襲いかかってくるのおおおおおおおおおおおおおおお！」

「よけろばか――――――――――――――――――！」

　背中に強烈な衝撃を受けて僕は地面に転がった。

　間かん髪はつを容いれずカッターの刃が月光に煌きらめき、コンマ一秒前まで僕の首があった空間が横よこ薙なぎに払われる。

「起きて、早く！」

　息つく暇もなく襟えり首くびを摑つかんで引き起こされた。

「ああああああああ！」

　再び時宗さんの凶きよう刃じんが煌めき地面に深々と突き刺さる。またギリギリだ。

「走れ！」

　背中を蹴けられ、ようやく毒空木に助けられたのだと気が付いた。わけもわからずもといた繁みに飛び込む。藪やぶをがむしゃらに搔かき分わけて山道に転がり出た。

　なんだ、一体なにが起きているんだ。

　激しく息を突きながら、頭の中では、脳細胞に焼き付けられたばかりの映像がフラッシュバックを繰り返していた。

　血走った時宗さんの眼、魂たましいを凍こおりつかせるような雄お叫たけび、冷れい酷こくな刃やいば。

　なんだ。なんだ、このサスペンス展開は。

　聞いてないぞ、ラブコメディじゃないのかよ。

　なんであの優しい時宗さんが僕を。これは現実なのか。夢なら早く醒さめてくれ。一体、一体…………

「どうしたって言うんだよ――――――――！　時宗さ―――――――――――ん」

「お前のせいじゃ、ぼけえ―――――――――――――――――――――――――！」

　グーで殴られた。

「丑の刻参りやってる人間の前にノコノコ出て行ったら、あーなるに決まってんじゃん！　バカっ！　バカっ！　わかってたけどホンっっっト、バカ！」

　この状況でも毒舌だけは忘れない毒空木が一周回って頼もしい。

「いい？　丑の刻参りってのはね、呪ってるところを人に見られちゃいけないの！　もし見られたら呪いはブーメランになって術者自身に返ってくんのよ。いや、知らないけどさ。そーゆー設定らしいのよ！　だから呪いの儀ぎ式しきを目撃された術者は助かりたければ、見られた相手を殺さなくちゃいけないの！」

「……なるほど、もう一回言ってくれる？」

「言わねーよ、理解しろ！」

「理解できねーよ！　なんだ、それ。非科学的すぎるだろ」

「呪いの話してんだよ、科学とか言うな！　ムチャでも何でも白さ湯ゆがその設定を完全に信じ込んでんだからしょうがないでしょ！　あの子、マジで殺やる気だったよ」

「なんでそんなの信じちゃうんだよ、時宗さん！」

「バカだからよ！」

「納得いった！」

　その時、

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　夜の静せい謐ひつを突き破る地じ獄ごくの亡もう者じやのごとき雄叫び。

　来た。時宗さんが追って来た。

「逃げるよ！」

　言われるまでもない。足元のおぼつかない山道をフルスピードで駆け出した。

　呪いに憑つかれた狂人と、真っ暗な山道の全力疾しつ走そう。さあ、危険なのはどっちだ？

「やばいやばいやばい！　どうしたらいい！　なあ、どうしたらいい！」

「あれだけ興奮した人間には何を言ったって無む駄だよ。とにかく今は逃げないと。逃げていれば…………勝手になんとかなるでしょ」

「なるわけねーだろ！」

　かくして、毒空木さんご要望のごっこ遊び――――『深夜の命がけガチ鬼ごっこ』の火ひ蓋ぶたが強制的に切って落とされたのだった。

　そして―――。




「殺すぅぅぅぅぅ、（グギッ）はうっ、足グネったあ！　この靴走りにく（グシャ）ふぶっ、ケーキが顔に。ふえっ、前が見えないよぉ。二人ともどこですか（ゴツ）ぎゃん！　頭打った。痛いよ～。きゃあ！　（ズルッ、ゴロゴロゴロゴロ、ドシーン！）はうぅぅぅ、ころんじゃったぁ。あれ？　カッターどっかいっちゃった。どこどこ………え、うそ、ブラもない！　やだ、さっき転んだ時？　どこどこ？　あ、あった（ビュフウ！）あうっ、突風が！　ええー！　うそぉ、ブラが飛ばされて木の枝に～～～。うう～、木登り苦手なのにぃ。うんしょ、うんしょ、うう、高いよ～、怖いよ～。靴脱いできたら良かった。うう、でも、もうっちょっと。ああ、枝が揺れるよぉ。怖いよぉ。あと少し、お願い届いてぇ（ズルッ）きゃあ、落ちる。ちょ、な、うおっ！　きゃあああああああああああああああああああ！　（ズシ――――――――――――ン！）」




　本当に勝手になんとかなった。
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「ふえ～～～ん。怖かったぁ。怖かったですぅ～～」

　神の森にアホの子の泣き声がこだまする。

「うっさい！　泣くな。かすり傷で済んだんだからよかったでしょうが！」

　毒空木は泣きじゃくる時宗さんの膝ひざに絆ばん創そう膏こうを貼はり付つけると、上からバシッと平手で叩いた。

「ひぎぃ！　は、はい」

　体育座りでうな垂れる時宗さん。確かに、三メートルはあろうかという枝から受け身も取れずに転落してかすり傷だけで済んだのは奇き跡せき的てきと言っていいだろう………やはり、おっぱいがクッションになったんだろうか。おっぱいは偉大だ。

「しかし、山に入るのに絆創膏一つも持ってないって、あんた山舐なめすぎ！」

「いてっ」

　なぜか僕が叩かれた。

「はあ、重ね重ねご迷惑をおかけしてすみません」

　時宗さんはしょぼくれながら頷うなずくと、クリームまみれの体を少しでも隠そうとするかのようにジャージの裾をピンと引っ張った。

　あ、ちなみに時宗さんのジャージは、毒空木が時宗さんの怪け我がの手当てをしている間に僕が取りに行かされました。

「で、あの、今からどうしましょう？」

「白湯はどうしたいのよ」

　時宗さんの質問に毒空木は質問で返す。

「そ、そうですね。えっと、それじゃあ、わたし、ここで十秒目をつぶってますんで、そこからまた追いかけっこ再開とゆーことで……」

「「まだやる気なのか！」」

　僕と毒空木の声がユニゾンする。

「え、あ、はい。だってお二人に死んでもらわないとおまじないが成立しないので。あ、あれ？　だ、だめですか？」

　アワアワと僕と毒空木の顔を見回す時宗さん。

「いや、だめっていうかさあ」

　毒空木は泥どろまみれの時宗さんを無遠慮な視線で舐なめまわした。

「あのさあ、もう止やめとけば？　さっきはなんとなく勢いで逃げちゃったけどさあ、冷静に考えてガチで戦ったら絶対うちらが勝つよ。こっち二人だし、あんたトロいし。つーか、あんたが勝てる生物って存在するの？」

「い、いますよ！」

　さすがにプライドに関わったか、時宗さんは拳こぶしをブンブン振り回して強がって見せる。

「か、蚊かとか蝿はえとか、あとカナブンも………つかめます」

「ばーか」

「うううう」

　ああ、しょんぼりしちゃった。

「だって、だって、お二人を殺さないと……丑の刻参りが成立しないし……」

「丑の刻参りがぁ～、成立しないしぃ～……だってさ。バっカじゃないの？　いい歳とししてそんな迷信に縋すがってるとか、ないわー」

「なっ………お、お静かにっっ！」

　えーっと、『うるさい』って事かな？

　毒空木の容よう赦しやない罵ば倒とうに時宗さんが控ひかえめに声を荒らげた。泥とクリームにまみれた眼鏡ごしに精一杯睨にらみつける。

「ど、毒空木さんみたいな恵めぐまれた人に、あたしの気持ちなんかわからないんです」

「はあ？　何言ってんのよ、あんた」

　明らかに苛いら立だった風に、毒空木の眉み間けんに皺しわが寄る。

「おまじないに縋るしかないあたしの気持ちなんか……ううう、お兄ちゃん」

　……お兄ちゃん？　今、時宗さんはそう言ったのだろうか。

「ねえ、時宗さん。いま、お兄ちゃんって――」

「――――ちっ」

　僕の言葉に毒空木の舌打ちが重なった。

「黙って聞いてりゃ調子に乗りやがって乳にゆう牛ぎゆうが…………わかった。いいよ、白湯。十秒数えな。あんたの望み通り追いかけっこ再開したげるから」

「ちょ、おい、毒空木」

「ほ、ほんとですか！」

　毒空木の提案に時宗さんの顔がパッとほころぶ。しかし――。

「ただし、あんたが目を瞑つむっている間に、あたしはあんたのことボコボコにするからね」

「え……？」

　今度は毒空木が豹ひよう変へんする番だった。

　バーサーカーモードの時宗さんをも上回る重厚で邪悪なオーラ。

　初めて会った藤ふじ棚だなで感じた内臓を握にぎり潰つぶすような濃密な殺気。一瞬にして気温が十度ほど下がったような錯さつ覚かくに襲われた。

　毒空木は落ち葉の間から拳大の石ころを二つ拾い上げると、胸の前でガチリと叩き合わせた。

「千発よ。十秒で…………千発殴る」

　ペガサス流星拳か。いくらなんでも千発は無理だろう。

　しかし、そのツッコミは胸の奥に飲み込んだ。ハッタリでもなんでもとりあえず時宗さんの戦意を削そげればそれでいいというつもりだろう。

「最初の一発で顎を砕くだく。んで、数を数えられなくなってから残りの九百九十九発で爪つま先さきからゆっくりじっくりと全身をすり身にしてやる。生まれてきた事を、後こう悔かいさせてあげる」

　あれれ？　毒空木さん、もしかして本気なんですか？

　てゆーか、お前本当に女子高生か？　どうやったら十五年そこそこの人生でそこまで殺人的な眼光を獲得できるんだよ。

「おらっ、数えろ！」

「ひいぃ！」

　叩き合わされた石が火花を散らし、時宗さんが悲鳴を上げて身をすくめた。

「うう、お兄ちゃんお兄ちゃんお兄ちゃん…………」

　ガチガチと歯を鳴らしながら、またしても謎なぞの言葉を唱える時宗さん。

　そして、次に顔を上げた時、時宗さんの顔には今までとは別種の凶きよう相そうが宿っていた。

「ああああああああああああああああああああああああああ」

　咆ほう哮こうをあげて跳ね起きた。

　その動きはまるで猫の様だった。瞬時ひるんだ僕と毒空木の間を割って抜ける。

　油断していた。蛇へびに睨まれた蛙かえるだと思っていた時宗さんに、まだこれだけの動きが出来るなんて。

　時宗さんは山道の脇わき、空中から垂れ下がっていた一本のロープに縋り付く。首を括くくるのにちょうどおあつらえ向きのロープに。

「この世で一緒になれないのなら、いっそのこと！」

　時宗さんの瞳ひとみが一層の狂気に輝く。

「だめだ、時宗さん！」

　声が虚むなしく闇に響き、伸ばした手が力なく空をつかんだ。

「愛してます。お兄ちゃんっ」

「だめだ―――――――――――――――――――――！」

　そして、零こぼれる少女の涙。

　………とまあ、二時間ドラマのラストシーンのような展開だが、もちろんロープは何もない空中から垂れ下がっていたりはしない。時宗さんが首を吊るべく握りしめた縄は、頭上の枝に絡みつき、複雑なギミックを発動させ、

　ヒュッ――――――――――――――――――――――ズドン!!




　子牛ほどの丸太が僕と毒空木の頭の上に降ってきた。
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　夜風が林間を駆け抜け、汗の乾いた前髪をサラサラとくすぐる。

「……なあ、毒空木よ」

「……なによ？」

「どういう事だ。なんだ、この有様は？」

「なによ、あたしのせいだっていうの？」

「完っっっ全にお前のせいだろうが！　罠わなが一つじゃないならそう言えよ！」

「言ったじゃん、ちゃんと。一晩中遊んでたって。このあたしが一晩かけて罠が一個のわけがないでしょうが。この山はすでに要よう塞さいと化しているのよ」

「お前、神聖な神社の敷地に何やってんだ！」

「ああ、うっさい！　耳元で叫さけぶな！」

「ぐげっ！」

　コメカミに毒空木のヘッドバットが炸さく裂れつした。飛び上がるほど痛かったけれど、もちろん実際に飛びはしない。いや、飛べないんだ。

　僕と毒空木の体には頑丈なロープが幾いく重えにも巻きつき、飛び上がることはおろか起き上がることすら許されないほど厳重に自由を制限されて、木の幹にくくりつけられていた。

　気を失っている間のこととはいえ、時宗さんとは思えないほどの手際だ。

「で、肝かん心じんの時宗さんはどこいったんだろ？」

　どれほど失神していたのかは定かじゃないが、僕と毒空木が目を覚ましてから数分、未いまだにベストヒロインの姿は見当たらない。

「さあ、カッターでも探しに行ったんじゃない？　あたし達を殺そうとしてるみたいだし」

「マジか、のんきに喋しやべってる場合じゃねえ！」

　唯ゆい一いつ自由になる足をバタつかせ、懸命に体をよじる。しかし、足裏は空むなしく土を薄く耕すばかり、背中は樹皮に食い込むばかり、

「はあっ、ダメ……ハル、暴れないで……ロープが喰い込んで……あっ」

　毒空木は変な扉を開こうとするばかりだ。

「やってる場合か！」

「う、う、うっさい！　ハルが悪いんでしょう！　もう、いいから静かにしてて」

「静かにって！　静かにって、お前！　状況わかってんのか！」

「わかってるっつーの。飛ひ蛾がの火に赴おもむくが如ごとくして……でしょ？」

「は？　飛蛾……？」

　それは『飛んで火にいる夏の虫』の語源となった一文。毒空木が薄く笑った。

「ああ！」

　そうか、毒空木は言っていたじゃないか。この山はすでに要塞と化していると。

　そんな罠のデパートに常じよう軌きを逸いつしたドジっ子スキルを備えた時宗さんがノコノコとカッターを探しに出かけたということは。

　………………絶対かかる。五、六個は余裕でいく。

　毒空木の不自然な落ち着きがようやく腑ふに落ちた。

「わかったら静かにしてて。あたし、一度骨が折れる音ってやつを聞いてみたかったの」

　そう言って毒空木は極上の笑顔を輝かせ、

「あの、お二人ともさっきから何の話をしてるんですか？」

　時宗さんが両目をパチつかせた。

「「いたのかよっ！」」

　目の前二メートル、何もない空間から突如として時宗さんが現出した。

　驚異の瞬間移動を目まの当あたりにし、僕と毒空木の本気の悲鳴が炸裂する。

「そ、そんな能力発揮してないです！　普通に座ってただけですよ、最初から」

「え、うそ、最初っからいたの時宗さん。全っ然気付かなかったけど？」

「ひ、ひどい！　石蕗つわぶきくんが目を覚ました時からここにいましたよ！」

「ま、マジですか……」

　どんだけ存在感ないんだよ。逆にすごいわ。

「それを活いかせる仕事があればいいのにね」

「ほっといてください、毒空木さん！」

　半泣きで叫ぶ時宗さん。

「もう、なんなんですか。二人とも全然目を覚まさないからこっちは待ちくたびれてたのに、起きたら起きたで悪口ばっかり！　状況わかってるんですか？　とっくに形勢は逆転してるんですよ！　ほらほらほら！」

　時宗さんが業務用カッターを振り回して見せる。

「あれ、時宗さんカッター見つけたんだ。どこにあったの？」

「どこにって。山道に落ちてましたけど」

「ああ、そうなんだ。そっかぁ…………えっと、体の具合はなんともない？」

「は？　体ですか？　ええ、お陰かげ様さまでなんとも。ちょっと肩が凝こってますけど」

「じゃあさじゃあさ、白湯。やけに深い落とし穴に落ちたり、突然ロープに吊つり上あげられたり、蜂はちの大群に襲われたりしてないのね？」

「してません………けど？」

　毒空木の質問に時宗さんが首をかしげる。

　――――――――ちっ。

　再び、僕と毒空木の言葉が唱和した。

「「この営業ドジっ子が！」」

「え、営業ドジっ子？　ちょっと、もう、本当になんなんですか！　意味わかんないけど絶対バカにしてるでしょ！　もう怒りましたよ！」

　キリキリキリ。

　時宗さんの握りしめたカッターから極太の刃が搾しぼり出だされる。

「二人が……悪いんですからね」

　――――ビクッ。

　刃の冷たい光より、ロープを介して伝わる毒空木の筋肉の硬直が、何よりも強烈に危機の到来を通告した。

　………これは、本当にマズいのかもしれない。

「二人が目覚めるのを待っていたら、随ずい分ぶん時間が経たってしまいました。もうすぐ夜明け。そろそろケリをつけましょう。申し訳ありませんが、おまじないを失敗させるわけにはいかないんです！　わたしとお兄ちゃんの愛のために！」

　振り上げたカッターの刃が中天の月を分かつ。

　胃袋が締め上げられ、一気に胃液が逆流した。

　一歩、時宗さんが間を詰める。

「ちょ、ちょっと待って、だめだよ、時宗さん落ち着いて。そんな事をしたら取り返しのつかないことになるから！」

「違います。わたしはこれで取り返すんですよ……お兄ちゃんを」

　一歩を踏み出すごとに、時宗さんの瞳が狂気に濁にごる。

　必死にもがいてはみるが、やはりロープは外れない。

「は、話を聞いて時宗さん。わ、わかった。とりあえずいったん止まろう。ストップ！　ストップ、時宗さん！」

　また一歩。

　もう手を伸ばせば切っ先が届く距離だ。

「やめて、時宗さん！　おい、毒空木、お前もなんか言えよ」

「あんっ、だめ、そんなに動かないで、ハル。ロープが食い込んで……あっ………だめ」

「変な扉開いてる場合じゃねぇぇ！　とりあえず、逃げないと。お前だけでも」

「逃がしません！」

　刃が悪魔の舌のように銀色に煌めいた。




「ああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

「うわああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

「らめええええええええええええええええええええええええええええええええ！」




　悲鳴と咆哮が闇に交錯する。

　神の山には鬼おにも蛇もいなかった。

　ただ、人間がいるばかりだ。

　恋に狂った三人の人間が。

　そして、説得虚むなしく僕に向かってまっすぐに振り下ろされる、無む慈じ悲ひな時宗さんの………………頭。

　んん？　頭？

「二人とも今すぐこの場で自殺してください！」




　月明かりの下、時宗さんの百点満点の土ど下げ座ざが炸裂した。




「は、はい？」

「じ……自殺？」

　果てしなく間の抜けた声をもらす僕と毒空木。

「お願いしますっっ！」

　ただ一人、時宗さんだけが真剣だ。

　声を震わせながらクリームまみれの頭を必死に地面にこすり付ける。

「で、できないんです。わたし………どうしても………。お二人が気を失っている間に一応頑張ってはみたんですけど……」

　……が、頑張るって？

「頸けい動どう脈みやくを切ろうとしたり、お腹を裂さこうとしたり、首を絞めようとしたり、岩で頭を潰そうとしたり、服に火をつけようとしたり………」

　け、結構いろいろチャレンジしたんだね。

「でも……でも……どうしても無理なんですぅぅ～～～～」

　ああ、それはなによりだ。

「だから、だから、お願いです。このとおりです！」

　時宗さんは涙ながらに額を土にこすりつけた。

「どうか二人とも、自殺してください！」

「いや」

　速攻拒否の毒空木。

「そ、そんなあ～～～～～～」

　いや、そりゃそうだろうよ。

「ううう。じゃあ一週間！　一週間あげますんで、それまでに何とか自殺してください！」

「やーだって」

「じゃあ二週間！　二週間で何とかお願いします。その間、わたしがなんでも言う事ききます。誠心誠意尽くします！　苦しまずに死ねるようにお手伝いもいたしますから。だから、だから、なんとか自殺してください。おでがいじまずぅぅぅぅ～～～～」

　なりふり構わず毒空木の足もとに縋り付く時宗さん。泥と涙とクリームで可愛い顔が台無しだ。

　しかし、気持ちだけは大いに伝わるものの、こればっかりはいくらなんでも……

「今、なんでも言う事聞くって言った？」

　…………あれ？　毒空木さん？

　暗闇でもはっきりわかるほど毒空木の両目が煌めいた。

「え、えっと……あの、それは……」

「言ったよね！　死んだら言うこと聞いてくれるのね？」

　こ、この目の輝きは知っているぞ。

　僕の学生生活をめちゃくちゃにした忌いまわしきデレ園全ぜん告コクツアー。

　それを思いついた時の目だ。毒空木の脳細胞が邪悪なアイディアを生み出したサインだ。

「ちょ、毒空木、お前なにを……」

「は、はい！　言いました！　ききます！　毒空木さんの言う事なんでもききます！」

　…………ああ、言っちゃった。

「そう」

　言げん質ちを確認して毒空木が薄く笑う。

　く、来るぞ。最低の無茶ぶりが。




「じゃ、おっぱい見せて」




「はい？」

「どぉぉぉ――――くぅぅぅぅぅう―――――つぅぅぅ――――ぎぃぃぃぃぃぃ！」

　ひっっっどいの出た！

　ほんっっっっっっとに最っっっっっっ悪なのが出てきた！

「え？　ちょ、　おっぱ……え？」

　さすがに予想外過ぎたのか、時宗さんもとっさにリアクションが出てこないようだ。

「どうしたの？　なんでもするんじゃなかったの？　それともこの話はなかったことにする？」

「あ、待って。ち、違います。わかりました。見せます！　見せますから！」

「ちょ、だめだって、時宗さん！　そんな事する必要ないよ！」

「つ、石蕗くん………でも、わたし……」

「あ、いや、でも、時宗さんがそうしたいというのなら、僕に止める権利はないけどね。それは時宗さんの自由だから。いや、決して僕も一緒におっぱいが見たいとかそういうことじゃなくて、あくまで時宗さんの自主性を重んじて……」

「あ、ハルは見ちゃだめよ。白湯、ハルに目隠しして」

「チッッッッックショオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！」

　かくして、無情にも僕は時宗さんのジャージで厳重に目隠しを施され、正真正銘真っ暗闇の中、

「じゃ、じゃあ。い、いきますね」

「ひゅーひゅー！　早くぅ、早くぅ！」

　時宗さんのナマ乳披露が始まった。




「ふぅぅぅぅ、は、恥ずかしいよぉ」

　視界が奪われると、それ以外の感覚が普段以上に研とぎ澄すまされる。消え入りそうな時宗さんの声。微かすかな衣きぬ擦ずれの音がそれに続き、

「うぅわっ、デカ！」

　毒空木の歓声が耳をつんざいた。

　で、出たのか！　マジで出したのか、時宗さん！

「真近で見るとほんっとにデカいね。でも色も形もキレー。いいなぁ、うらやまし～～」

「い、息がこそばいです。あんまりジロジロ見ないでくださいぃぃ～～～」

「ちょ、毒空木、どれくらいデカいの？　モノでたとえるとどれくらい？　たとえて！　毒空木、何かにたとえて！」

　くそう、このクソジャージめ！　本当に隙すき間ま一つねーよ！　女の子の使用済みジャージに顔を埋うずめて、こんなに恨めしい気持ちになるなんて！　なんか二重に損した気がするよ。

「へえー、おっきいとここってこんな風になるんだあ。ねえ、白湯。揺らしてみてよ」

「おっさんか！」

　大丈夫かよ、毒空木。そういえば女子の着替えにドキドキすることがあるとかなんとか言ってたけど………コイツ、本当にその手の才能があるんじゃないのか？

「こ、こうですか？」

「すごっ、エロ！　やばいわ、これ。そりゃあ、ハルもメロメロだわ」

「ううう、石蕗くんのバカぁ～～～」

「なんで僕が！　せめて見せてから言ってくれよ！」

「さっきからうっさい、ハル！　集中できないでしょ。こっちは遊びじゃないのよ！」

「あ、あの……もういいですか、毒空木さん。も、もう、死にそう。恥ずかしくて……」

　早くも自分の発言を後悔し始めた時宗さんがぐにょぐにょの声で哀あい願がんする。

「はあ？　ダメに決まってんじゃん。こんなもんまだまだイントロよ。次は、両手で揉もんでみて」

「も、揉む!?」

「どーくーうーつーぎー！　だめだろ、それはだめだろぉぉ！　対象年齢を考えろ！」

「うるさいっつってんでしょ！　ほら早く白湯！　死んで欲しくないの！」

「ふぇぇぇぇ。こうですかぁ？」

「おお、そう。すげー！　もっとゆっくり！　なんじゃこりゃー、指が埋もれて見えなくなってる！　すーげー！」

　やってるのか！　揉んでるのか、時宗さん！　あんた馬ば鹿かだろ！

　クっソぉぉぉぉぉ！　開けぇぇぇぇ、心しん眼がん！　今開かないでどうするんだ、僕の心眼！

　って、一体なんだこの状況！

　つい五分前まで生死の境目が行ったり来たりしてたのに。

　それがなんでクラスメートのストリップ実況を聞いて心眼開こうとしてるんだ！

　どんな世界だ、ここは！

「よーし、お疲れ、白湯。じゃあ次はねえ……」

「はぁ。はぁ。はぁ。ま、まだあるんですか」

「ちょっと、耳貸して。ゴニョゴニョゴニョゴニョゴニョゴニョ……」

　なんだ、今度はなにをさせる気なんだ？

　何やら囁く毒空木の声。そして、

「だ、だめ――――――――！　それだけは絶対ダメですぅぅぅぅぅ――――――！」

　時宗さんの悲鳴が爆発した。

「いいじゃん、ここまできたら！　もうついでよ。大丈夫、白湯ならできるから！　自分を信じて！」

「あ――――――――――ん！　おにぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃちゃ――――――ん！」

「なになになになに？　いったい何すんの！　見せて！　僕も死ぬから見せてえええ！」

「うるさいっつってんでしょ！　ハルは絶対見ちゃダメよ！　音も聞くな、匂いも嗅かぐな！　気ぃ失ってろ！」

「ムチャクチャ言うな！」

「白湯、そこの枝のロープ引っ張って」

「え？　これですか？」

「待て、毒空木！　何する気だ！　だめ、引いちゃだめ、時宗さん」

「えい！」

　時宗さんの引っ張ったロープは頭上の枝に絡からみつき、複雑なギミックを発動させ、

「またかよぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」




　ヒュッ―――――――――――――――――――――――――ズドンっ!!




　再び、子牛大の衝撃が降ってきた。

　そして、僕は一瞬にして深い闇の中に………………………………………落ちなかった。

　――――しくじったな、毒空木。

　不意打ちならまだしも、来るとわかっている衝撃なら耐えられる。意識までは持っていかれはしないさ。

　だが、しかし。

「ぐへえ～」――――がくんっ。

　気絶するフリだけはさせてもらう。

　見ることがかなわないなら、せめて耳は、聴覚だけは絶対死守だ！

　かくして、僕の中で狂乱の四十分と名付けられ、永遠にそのメモリーに刻まれることになる狂喜の時間が、華々しくスタートするのだった。




「きゃ――――！　サイコーよ、白湯ー！　ちょうだい！　もっとちょうだい、白湯ー！」

「あ―――ん。もう、お嫁に行けないよぉぉぉぉぉぉぉぉ―――――――――――！」
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　そして、四十分後。

「ばひー。すごかったー。ヤバイわ。ホントに変な扉開いちゃうところだった～～」

「うううう。ごめんなさい。おにいちゃん、ごめんなさい～～～。しくしくしくしく」

　何かをやり遂げたかのようなテッカテカの毒空木の声と、大切な何かを失ってヘタりこむ時宗さんの泣き声が、対照的なコントラストを示して耳に届いた。

　お疲れ様、時宗さん。結局何をやっていたのかは全然わからなかったけど、心からありがとう時宗さん。

「じゃ、じゃあ、約束です。死んでもらえますね………」

　時宗さんがかすれた声で言う。

「もっちろん♪　早速死ぬから縄を解いて？」

「は、はい」

　まるで幽ゆう鬼きのようにフラフラと縄を解きにかかる時宗さん。

「よーし。じゃあ、サクッと手首切るから、カッターちょうだい？」

「あ、はい。どうぞ」

　毒空木の言うがまま、時宗さんは操られるようにカッターを差し出す。

「んー、でも手首だけじゃ弱いかなあ？　そうだ、釘とトンカチもちょうだい。眉間に釘打つから」

「あ、はいはい」

　………いや、そろそろ何か気付こうか、時宗さん。

　おかしいでしょ。そんな壮絶な自殺聞いたことないでしょ。

　夜の森に風が流れた。木の枝がザワザワとざわめく。

　そのわずかな沈黙が、疲れて火ほ照てった時宗さんの脳みそに束の間の休息と事実認識の時間を与えてくれた。




　毒空木が、武器を持って、野放しになっている。




「…………あの、毒空木さん」

「なあに？　白湯」

「自殺………………してくれますよね？」

「んふふふふふ」

　場違いなのは重々承知しているけれど、狂乱の四十分も含めて、僕は今ほど強く目隠しをとりたいと思ったことはなかった。

　こういう時の毒空木の笑顔は、本当に心に染しみ入いるほど、

「ばーか☆」

　美しいのだから。

「いぃぃぃぃぃやああああああああああああああああああああああああああああああ！」




　武器を失った哀あわれな時宗さんが毒空木に制圧されるのにものの十秒もかからなかった。
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「あはははは！　引っかかった引っかかったー。ばーかばーか！　死ぬほどの恥ち辱じよくを味わわせて判断力を奪い己の意のままに操る秘法、名付けて『恥ずかし操りの術』よ！　縄の味はど～お～？」

　絶好調の毒空木節が歌うように跳ね上がる。

　随分都合のいい技だな…………恥ずかし操りの術。

「ひどいー！　自殺してくれるって言ったのにー！　噓うそつきー、毒空木さんの噓つきー！」

　ぐるぐる巻きにされた時宗さんが暴れているのだろう。巨大な尺しやく取とり虫むしが落ち葉をかき乱すような音がする。

「なによ、人聞きの悪い事言わないで。あたしは自殺するなんて一言も言ってないもん。死んであげるって言っただけじゃん。そーねー、今世紀中には死んであげよっかな～」

　サ、サイアクすぎる、この女。

「ううううう～～～。酷ひどい。酷いですぅ～。わたし、あんな事までしたのに～～～～」

「大丈夫よ、あんたのあの行為は………絶対無駄にはしないから！」

　いや、なにする気なんだよ、お前。

「さてと、なにはともあれ、これでようやく落ち着いて話ができそうね。よいしょっと」

　ふいに毒空木の声の発生位置が下降した。時宗さんの目の高さまでしゃがみこんだのだろう。そして、毒空木はなんの前触れもなく、

「ねえ、白湯。あんた、自分のお兄ちゃんの事好きになっちゃったの？」

　一足飛びに時宗さんの深しん淵えんへと踏み込んだ。

「ぶっ、ぶえ！　毒空木さん、な、なんでそれを！」

「あんだけ、お兄ちゃんお兄ちゃん連呼してたら、誰でもわかるっつーの」

　苦笑交じりに答える毒空木。

「ふううううううう。なんですか。だったらどうだっていうんですか。笑えばいいじゃないですか！　引けばいいじゃないですか！　わたし、全然気にしませんから！」

「そんな事しないって。あたし、あんたのことすごいなって思ってたんだから」

「ば、馬鹿にしないでください！」

　時宗さんの声に初めて明確な怒りの炎ほのおが宿った。

「毒空木さんみたいに恵まれてる人に、わたしの気持ちがわかるわけないでしょう！」

　それは恫どう喝かつと呼ぶにはあまりに悲痛で、悲鳴に近い怒ど鳴なり声。

「……あたし、恵まれてるかな？」

「恵まれてます！　毒空木さんは綺き麗れいで、可か愛わいくて、細くて、有名人で、こんな山の中までついてきてくれる優しい彼氏がいて。これが恵まれてなくて、なんなんですか！」

　ちょっと待て……彼氏って僕のことか。

　だめだ、もう起きないと！

　気絶したフリを始めた手前、なかなか自分からは起きづらいから目を覚ますキッカケを待っていたのだけど。もうそんなもん待ってる場合じゃない。どれだけ不自然でもいいから今すぐ起きて否定しないと！　しかし、

「………彼氏じゃない」

「え？」

「ハルはあたしの彼氏なんかじゃないよ。彼氏だったら……どんなにいいか」

　僕が飛び起きるより早く、きっぱりと否定したのは毒空木だった。

「うそ。あんなに二人でイチャイチャしてたのに？」

　イチャイチャ……してたように見えたのか時宗さんには。

「傍はたから見たらそう見えるかもね。そう仕向けてるところもあるし。でも、本当は逆。あたしね、ハルにめっちゃ嫌われてるの」

　つとめてなんでもないように、しかし、確かな感情の重みをのせて毒空木は言った。

「嫌われてるって、そんな、なんで？」

「聞く、それ？　もう傑けつ作さくよ。実はあたしさ、ちょっと前にハルに告白したのよ」

「え、そうなんですか、すごい」

「人生初の告白ってやつよ。これがもう最悪でさ。いざとなったらビビりまくり。めっちゃくちゃよ。自分でも何やってんのかわかんないくらい暴れまくっちゃって……結果、ハルの中の付き合いたい女子ランキングぶっちぎりのワースト一位を獲得しました」

「な、なんですか、そのランキング？」

「知らないけど、あるみたいよハルの中で。んで、あたしは堂々の最下位と。目の前で言われちゃった。ウケるでしょ？」

　声はおどけているけれど、今の毒空木が笑っていないことは、この目で見なくても想像がついた。

「そ、そうなんですか……」

「ちなみにハルの付き合いたい女子ランキング一位はぁ……白湯。あんたよ」

　うぉぉぉぉぉぉぉい！　それ言っちゃだめだろ！　なにサラっと人の告白代行してくれてんだ！

「え、わ、わたし？　だ、だめですよ、わたしはお兄ちゃんが……」

　しかも、フラれたし！　最悪だ、もう目覚められない！

「あ～あ、ハルのやつまたフラれちゃった～。かわいそ～」

　そう言いながら、ケラケラと笑う毒空木。

「でも、ホントなんですか？　ホントに石蕗くんがわたしのことを？　何かの間違いじゃ……？」

　間違いではありません。まぎれもない真実です。この胸の痛みが証拠です。

「ホントだって。だからあたし達こんな時間にこんなところにいるんじゃん。ハルはあんたを心配して追っかけてきたのよ。んで、あたしはハルのお手伝い」

「お手伝い……？」

「そ、あたしね、ハルの恋のお手伝いさんなんだ。バカみたいでしょ」

「あ、いえ。そんな」

「いいよ。あたしだってそう思うし。でもね、こうすればハルと一緒にいられるから……てゆーか、こうでもしないとハルと一緒にいられないから。そりゃあ、ハルが他の女の子に夢中になるのを見てるのは辛いけど……でも、もしかして、ずっと一緒にいてさ、ずっとアピってたらさ、いつかハルがふりむいてくれるかもしれないじゃん？」

「……毒空木さん。ホント好きなんですね、石蕗くんのこと」

「大好き」

　そう言うことに、毒空木は一切の躊ちゆう躇ちよがない。

「大大大好き。死ぬほど好き。初めてハルを見た時にはもう、好きになっちゃってた」

「……は、初めて？　あの、入学式の時にですか？」

　時宗さんが尋じん常じようでない声で聞き返す。

「いや、違う違う違う。あれのわけないじゃん！」

　毒空木が慌あわてて否定する。うん、そうだろうな。僕も驚いたよ。

「まあ、あれはあれで面おも白しろかったけど……そうじゃなくて、だから、二回目ね。二回目に見たときに恋に落ちちゃったんだ。あれは、先々週の月曜日だったかな。あたしの縄張りの中庭を無断で荒らしてる奴やついるって聞いて、ぶっ殺してやろうと思って見に行ったら、ハルが中庭の花か壇だんの前に突っ立ってたのよ」

　先々週の月曜日……？

　ねーちゃんからもらったジャーマンカモミールが全ぜん滅めつしたあの日か。

「何してたんですか、石蕗くん」

「花を見てたの。萎しおれた花を。多分根ね腐ぐされさせちゃったんだろうね。素人しろうとは水やりゃあいいと思ってるから。で、問題はその後よ。ハルのやつ何を始めたと思う？」

　えーっと、何をしたんだっけ？

「謝ってたのよ」

　ああ、そうだそうだ。ねーちゃんに謝る予行練習してたんだ。

「花に」

　……んん？

「信じられる？　大の男がよ？　根腐れなんてよくあることなのに、自分が枯らした花に涙ながらに謝ってたのよ？」

　いや、違う違う違う！　それ違うぞ、毒空木！

　僕が謝ってたのは脳内ねーちゃんに向かってであって……。

「……優しいですね、石蕗くん」

「……うん、それであたしもきゅんって来ちゃった」

　来ちゃったのかよ！　なんかごめんよ！

「それから、もう堪たまらなくなっちゃった。毎日毎日花壇の世話するハルのことを見るようになって。どんどん堪らなくなって…………」

「……わかります」

「だからね、あたし、あんたのこと大嫌いよ」

「え？」

「でかい胸」

「ちょっと、どこ触ってるんですか！」

　え、どこ触ってんの？

「ふっくらしたお尻しり」

「つ、つつかないでぇ」

「つやつやのストレートヘア、まるいほっぺ、おしとやかで控えめな性格、思いやりがあって、ちょっとドジで…………守ってあげたくなるような女の子。これってハルの好みのどストライクなのよね」

　た、確かにそうだ。そんなところまで調べ上げてたのかよ、毒空木。

「正直、あんたを初めて見たときは心底ムカついたわー。だから今日襲いかかってきた時はチャンスだと思った。このまま正当防衛にかこつけて殺してやろうって」

　おいおい。

「でもさあ、気付いちゃったから。あんたも叶かなわない恋をしてるんだって。そしたらさ、なんか、もう、憎めなくなっちゃった。ホント、やることなすことブレブレよね、あたし」

　毒空木が自じ嘲ちようするように笑うところを初めて聞いたかもしれない。

　天使の笑顔と悪魔の冷笑、二つの仮面の下に隠された本当の毒空木。

「……ねえ、あたしもあんたの気持ちわかるよ」

　本当の毒空木の気持ち。

「誰かを殺してもいいって思えるくらい好きな気持ち。苦しくて苦しくて潰れそうになる気持ち。こんなに苦しいなら、どうせ叶わないならこんな気持ち捨てちゃいたいのに。でも、顔を見たらドキドキして、声を聞いたらドキドキして、名前なんか呼ばれたら頭がどうにかなっちゃいそうで。一人でいる時も無意識に名前とか呟いちゃってドキドキして。今、隣にいてくれたらって想像してドキドキして。一人でいても二人でいても結局ドキドキしっぱなしで。それがバカみたいに幸せで。でも、苦しくて」

　鼻をすすりあげる音。手で涙を拭ぬぐう音。頰をこすって、深呼吸をして、手をズボンでふく。静かな森は少女たちの動作を逐ちく一いち僕に伝えてくれる。

「ねえ、もうやめなよ、呪いとか。あんただって意味がないってわかってるんでしょ？　話ならあたしが聞いたげるから………あたし、藁人形よりはあんたの気持ち理解できるよ」




「……………………」




　少女達の泣き声に虫達が優しく唱和する。

　心を開いて心の闇を分かち合うしか、時宗さんを救う方法はない。

　それは、図らずも、のぼせ上がった僕が口走った事だった。



[image: ]



「あ――――！　よっっっく寝たああ―――――！　ぐっすり眠ちゃった。ねーちゃん、朝ごはんは？　って違う、ここは山の中だったああああああ！」




　このままだと来世が来るまで起こしてもらえそうになかったので、二人が泣き止んだのを確認して自分で起きた。

　我ながら不自然なタイミングだとは思ったが、精一杯の寝てたアピールがきいたのか、毒空木は大して疑いもせず、

「あんたが寝てる間に白湯を落ち着かせたわ」

　と、ごく簡単に僕が気絶していた間の状況を説明した。

　そして、




「毒空木さんの言うとおりです。わたしは血の繫がった実のお兄ちゃんを愛しています」




　時宗さんの話が始まった。

　本来なら気分を変えて喫茶店やファミレスでと行きたいところだが、こんな時間にそんな場所に移動するぐらいなら初めから警察署に補導されに行った方が話が早い。

　なので僕たちは引き続きこの薄気味悪い森の中に腰を落ち着け時宗さんの話を聞くことにした。

　まるで憑き物が落ちたような時宗さんはゆっくりと、しかし淀よどみなく言葉を紡つむぎだしていく。




「わたしには年の離れた二人のお兄ちゃんがいるんです。下のお兄ちゃんがやんちゃな子で、わたしはイジメられてばかりいました。そんなわたしを守ってくれたのが上のお兄ちゃん。お兄ちゃんは強くてかっこよくて、泣いてるわたしにいつも優しくしてくれて………大好きでした。おおきくなったらお兄ちゃんと結婚するんだって、そればかり夢に見てきました。でも……だめなんです。お兄ちゃんは、お兄ちゃんは、わたしの事を妹としてしか見てくれない……」

　そりゃあ妹だからなあ、という思いが視線に乗って僕と毒空木の間を往復する。

「だから、おまじないに縋すがることにしたんです」

「「おまじない？」」

　僕と毒空木の声がハモった。

　またこの言葉だ。なんだろう、妙に引っかかるこの表現。

「いえ、お二人が変に思うのも無理はありません。こんな歳としになって恋のおまじないなんて馬鹿げてますよね。でも、わたし本当にどうしていいかわからなかったんです。兄弟という壁は現実的に乗り越えるにはあまりにも大きすぎて。もう恋のおまじないにでも頼るしか…………。インターネットで調べてみたところ、丑の刻参りというのがもっとも歴史が深くもっともポピュラーなまじないだと紹介されていました。親切にやり方も詳しく載のっていたので、もうこれしかないなと決意してわたしは―――」

「あの時宗さん。ちょっといいかな」

「え、あ、はい。なんでしょう？」

　失礼は重々承知の上だけれど、言葉を差さし挟はさまないわけにはいかなかった。

「言いにくいんだけどさあ。そのサイトの製作者はね、『呪い』という字を、『まじない』じゃなくて『のろい』と読んでもらうつもりだったんじゃないかな」

　僕は人差し指を時宗さんの顔に向け、空中に『呪』と書きつけた。

「はい？　のろい？」

「ぐふぅう！」

　事実を理解した毒空木が豪快に吹き出す。

「ええ？　まじない…………のろい……んん？」

　頭の上にクエスチョンマークを満載させながら首をかしげる時宗さんの表情は、なんというか、その、馬よりも鹿よりも、それっぽかった。

　どうやら時宗さんは、丑の刻参りを日本古来から伝わる恋のおまじないだと思っていたようだ。

「じゃ、じゃあもしかしてあの藁人形の中には………？」

「あ、はい。お兄ちゃんの髪の毛が入ってます。まっしりと」

　やっぱりか！　呪っちゃってる！　時宗さん大好きなお兄ちゃんを呪っちゃってるよ！

「でも、やっぱりおまじないなんて迷信なんですね。ここ一年ずっと丑の刻参りを続けてるんですが。一向に恋が実る気配もなくて……」

　そりゃそうだろうよ。むしろ良かったじゃん、効果がなくて。

「それどころか、お兄ちゃん、最近どんどんやせ細ってきちゃって」

　いや、効きいてる効いてる！　ちょっと効いちゃってるよ！

「可か哀わい相そうなお兄ちゃん………うううう」

　泣くな。完全に君のせいだ。

「うっ、ぐっ、ぷぷぷぷ」

　さきほど親愛の情を示した手前笑いづらいのか、毒空木は懸命に口を押さえて笑いをこらえている。

　ふむ……………まあ、ものはついでだ。もう一つ、最大の謎についても解決しておこうじゃないか。

「ところで時宗さん、さっきはなんであんな恰好してたの？」

「あ、あれですか？」

　僕の問いに時宗さんはボッと顔を赤くした。

「ち、違うんです。あれは、ほら、丑の刻参りのユニフォームなんですよ！」

　ユニフォーム……だと？

「ぐぐぐぐぐぐ」

　新たな笑いの刺客の到来を予期して毒空木の肩が波打つ。

「はい、そうなんです。なんでも丑の刻参りには白装束を着なくちゃいけないみたいで。でも、そんなもの着て山に入って汚しでもしたらママに怒られちゃうじゃないですか。だから、なるべく汚れる面積が少なくて、なおかつ丸洗いできる白い服がないかって考えたら、ビキニという結論に。水着って初めて買ったんですけど高いんですね。びっくりしました」

「ぐぅ……ぶふふふ」

　おお、やばい。毒空木がヤバイ。破裂しそうになってる。じゃあ質問を続けようか。

「じゃあ、スケート靴は？」

「ええ。これもユニフォームなんです、正式な。本当は一枚刃の下げ駄たなんですけど。水着買ったらお金なくなっちゃって。それで家にスケート靴があったことを思い出したんです。これだって立派な一枚刃ですから。えへへへへ、頭いいでしょ？」

「げぐっ、ぐぐうう、頭いいとか……ぐひひひ」

　おお、だ、大丈夫か、毒空木。頑張れよ、次で最後だ。

「ケーキは？」

「ああ、ケーキはですね。これはわたしも悩んだんですけど、なんでもインターネットによると、おまじないをする時には、頭に『五ご徳とく』ってものを被ってそこにローソクをささなくちゃいけないそうなんですよ。でも『五徳』ってなんのことだかわからないじゃないですか。で、いろいろ考えてみた結果、やっぱりローソクをさすんだから…………………ケーキしかないと」




「だ――はっはっはっはっはっはっはっはっはっ！　ぶはっぶはっ、あはははははははははははははは！　げひっぐはっ、どぅれぶははははははっははっは！」




　溜めに溜めた毒空木の笑い声が夜の山に爆発した。

　笑いすぎて体調に異常をきたした毒空木の回復を待っていたら夜が白み始めていた。
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「ああ、笑った笑った。死ぬかと思ったー。こんなに笑ったの久しぶり」

　朝日が目に染みたのか、単に笑いすぎたのか。出所のはっきりしない目尻の涙を小指で拭う毒空木。

「笑いすぎだぞ、毒空木。時宗さんに悪いじゃないか」

「あんたのせいでしょ！　あんたが余計な事を次から次へと！」

「あ、いいんです。バカな事やってるってのは自分でもわかってますから。どうぞ、笑ってください」

　苦笑いで言う時宗さん。なんていい子なんだろう。

「ちょっと、誤解しないでよ、白湯。あたしはバカになんてしてないんだから。笑ったのは、アレよ、その……噓よ！　あたし、あんたの応援するって決めたんだから」

「え、応援？」

「うん。今度こそ本当に約束ね。あんたの恋、ばっちりサポートしてあげるから！　まずは兄弟でも結婚できる法律がある国を探すことから始めましょ。次にその国に移住する計画ね！　これがちょっと難しいけどあたしにまかせておけば大丈夫よ！　パスポートは持ってる？」

「え、あ、はい。で、でも……」

　毒空木は矢や継つぎ早ばやにまくしたてると、気け圧おされ気味の時宗さんの手を握り、

「一緒にがんばろっ！」

　初めて自然に微笑みかけた。

　何の含みも意図もない無邪気な笑顔。時宗さんはそんな毒空木を不思議そうに見つめ、

「…………あ、あの、毒空木さん。わたしのこと……気持ち悪くないの？」

「は？」

「い、いや、だって、わたし、お兄ちゃんのこと好きなんだよ。血の繫がった本当のお兄ちゃんを。こんな事、普通じゃないし…………もし、誰かに知られたら、普通は気持ち悪がられる。だから、わたしずっと誰にも。ねえ、わたしのこと本当に気持ち悪くない？」

「ばか！」

　毒空木の平手が時宗さんの胸を打った。

　いや、ここは頰だろ。なんでおっぱいなんだよ。

「なんなの、普通って、くっっだらない。そんな事言うやつ大っ嫌いよ。しっかりしろ、白湯。一生日本人の平均値に遠慮して生きてくつもり？　誰かに評価してもらうために恋するんじゃないでしょ！」

　そして、毒空木は時宗さんを抱きしめる。時宗さんの顔が痛みに歪ゆがむくらいに強く強く。

「あんたが本当に好きなら、それでいいの。それが一番大事なの。それ以外に大事なモンなんてないの」

　……なんとまあ、毒空木らしいセリフだろうか。

　まっすぐで迷いがなく暴力的なまでに力強い。

「毒空木さん……うん、そうだよね。ありがとう」

　少なくとも、時宗さんの瞳に滲にじんだ涙は朝日が染みたせいでは絶対にありえなかった。




　小中と共学だったから、こんな僕でも多少は女子の事も知っている。

　女子にとって噂うわさは絶対だ。

　たとえそれが根も葉もない事実無根の話でも、全員に行き渡った時点で真実として定着する。そして、一度定着した事実を覆くつがえそうとする者は、グループの輪を乱す異い端たん者しやとして徹底的な排除の対象になる。女子は周りから浮いた存在を極端に嫌うのだ。だから同時に、自分が周りから浮くことも極端に恐れる。

　だから、女子は僕を嫌う。周りから浮いた存在の僕を、周りから浮かないために嫌い抜く。だから、異端の悩みを抱える時宗さんは本当の気持ちを誰にも言えない。

　でも、毒空木は違った。

　自分以外の誰かが定めた常識に全く興味がなかった。

『蟯ぎよう虫ちゆう齧かじり虫むし』と呼ばれ腐りかけていた僕にとって、周囲の目を恐れ続けてきた時宗さんにとって、その姿は革命的なほどに力強く見えた。




「あ、あの、毒空木さん。一つお願いがあるんですけど、いいですか？」

　毒空木に抱きしめられながら時宗さんが言う。

「なに？　何でも言いなよ」

「わ、わたしと……友達になってもらえませんか？」

「どぅえええええ！　と、と、と、友達ぃぃぃぃぃ!?」

　突然毒空木が金切り声をあげてずっこけた。

　マンガみたいなリアクションだな、お前。

「な、な、な、なに言ってんの、あんた！　ダメよ、ダメダメダメダメ！　そんなの絶対ダメ！　だって、あんた知ってんの？　あたし超性格悪いよ？　それに超乱暴だし、超わがままだし、絶対いい事ないって、あたしと友達になっても！」

　真まっ赤かになりながらぶんぶか手を振る毒空木。なんて不器用なヤツなんだ。

「ううん、そんなことないよ。毒空木さんはすっごく優しい子だよ」

「きゃー！　やめてやめて！　だめだめ。違うから！　そんなんじゃないから、あたし」

　もしかして今までもこの調子で友達を作るチャンスを棒に振ってきたのだろうか。

　しかし、今回はどうやら振りきれそうにないぞ、毒空木。

「ねえ、お願い毒空木さん。わたしのこと応援してくれるんでしょ？　それとも、わたしとなんか友達になるの嫌？」

「嫌とか！　嫌とか！　そんなわけないじゃん！　そんなもんむしろ、望むところだわ！」

「じゃあ、いいのね？　やったー。ありがとう、毒空木さん」

　時宗さんが改めて毒空木の手を握る。

「あぅ、ちょ、ちょっと待って。友達になるんなら、一つだけ、その、条件が……」

「条件？」

「う、うん」

　らしくもなく顔を俯うつむかせて、消え入りそうな声で毒空木が言う。

「そ、その、毒空木さん……じゃなくて……みゃ、みゃーこって、呼んで欲しい……です」

「みゃーこ？」

「う、うん。まあ、嫌なら全然いいんだけど……」

「ううん、嫌じゃないよ。呼ぶよ、みゃーこって」

「はうぅぅっ！」

　一瞬にしてバフッと毒空木がゆで上がった。
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　よかったな。初めて女の子からそう呼んでもらえて。

「うわっ、真っ赤になった。可愛い、みゃーこ！　みゃーこ、みゃーこ、みゃーこ！」

　今度は時宗さんが毒空木を抱きしめる番だ。

　ふくよかな胸の谷間に毒空木の頭を引っ張り込んで、みゃーこみゃーこと連呼する。その度に毒空木は身もだえし、

「うう、あ、ありがと…………白湯」

　ああ、そこは白湯で固定なんだ。




　仲良きことは美しきかな。

　仲のいい女の子はどうしてこんなに美しいんだろう。

　木き漏もれ日に包まれて抱き合う時宗さんと毒空木は、やはり一枚の絵画のように見えた。

　そして、それをただ見ている僕は…………いったいなんなんだろう……。

　参道の入り口で時宗さんと別れの挨あい拶さつを交わすまで、僕は背景と化すことに全身全霊を注ぐのだった。
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「くひひ。くひひひひひひひ」

「ずいぶんご機嫌だな。毒空木」

　時宗さんと別れた僕らは、暁ぎよう光こうで温ぬくもり始めた住宅街を二人並んで歩いていた。二人になってからも毒空木は一言も喋らず、携帯電話を覗き込んでニヤケっぱなしだ。

「んん？　なに？　ちょっと待ってよ、いま白湯とメールしてるんだから」

「さっそくかよ！」

　お前、僕といる時はドキドキしっぱなしとか言ってなかったか。まあ、別にいいけど。

「よし、送信完了！　ふー、緊張したあ。家族以外の女とメールしたのって何年ぶりだろ」

　ひまわりのような笑顔で物悲しい事を言う毒空木。

「ふひひ。明日……っていうか今日の朝だけど、待ち合わせて一緒に学校行く約束までしちゃったー。ヤバい、超テンション上がっちゃう。ねえねえ、どんなカッコしていけばいいと思う？」

　制服を着ていけばいいと思う。

「はー、今日は人生最良の日だな。初めての友達ができたし。ハルも無事にフラれたし」

「え？　あ、う、うん」

　そうか。色々あって忘れてたけど…………僕失恋したんだよな。

　時宗さんは人生を懸かけた大恋愛の真っ最中であり、道端ですれちがっただけの僕なんかまるっきり眼中になかった。

　しかし、なんだろう。この気持ち。失恋したはずなのに、短くとも揺るぎない恋心が砕け散ったはずなのに。僕の心はまるで、やわらかな光の降り注ぐ朝の街のように、奇妙な穏おだやかさに満ちていた。この気持ちを与えてくれたのは、いったい―――――。

「あ、そうだ！　ね、ハル」

　毒空木はピョンと一歩前に飛び跳ねて、そこでひらりとターンした。

　ふわふわの髪の毛が体に遅れて大きな弧こを描き、妖よう精せいの様な笑顔が露あらわになる。

「ご褒ほう美びちょーだい♥」

「はい？」

　毒空木が、すごい笑顔で変な事を言いだした。

「あたし、今回すごく頑張ったでしょ？　ハルの告白がうまくいくように調査したり、好感度あがるようにアシストしたり大活躍だったでしょ？」

　はあ。

「だーかーらー、ご褒美カモン！」

「なんだよ、そんなシステム聞いてねーぞ」

「いーじゃん、ケチ！　わかってんの？　大好きな男が他の女とうまくいくための手伝いって、ストレスはんぱないのよ。ご褒美くらいもらわないとやってられないっつーの」

　腕組みをしながら恐ろしく自分勝手な理屈をこねる毒空木。

「んなもん知らねーよ、お前が勝手にやってる事だろうが！」

「勝手とか！　勝手とか言うよ、コイツ。信じらんない！　泣くよ。いいの？　あたしが本気で泣いたら向こう三軒灰になるよ」

「何でできてるんだ、お前の涙は！　だって急にご褒美とか言われても金とかないし……」

「んなモンいるか！」

　言うが早いか、毒空木は僕の腕を引っつかむと素早く自分の二の腕を絡ませた。

　しっかりと、骨が軋きしむ程に。刹せつ那な、昨晩の毒空木の言葉と薄笑いが脳のう裏りによみがえる。




『一度骨が折れる音ってやつを聞いてみたかったのよ』




　毛穴という毛穴から汗が一気に噴き出した。

「いっくぞー！」

「ちょ、ちょっと待て、毒空木！　お前なにする気だ！」

「せーの！」

「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！」

　ピロリロリ～～～～～～～～～～ン♪

　壮絶な金切り声に、おっそろしく呑のん気きな電子音が重なった。

　あれれ？　骨の砕ける音って意外にチープでメカニカルなんだね…………って、そんなわきゃあない。恐る恐る目を開けば、

「いえ―――い！　ハルとのツーショットゲットー！」

「ツーショット………？」

　携帯電話を掲かかげてクルクルと回っている毒空木。

「いやーん。ステキー。すっごい、よく撮れてるー。わーい、わーい」

　携帯……カメラ？

　僕は突然軽くなった右腕を持て余す。

「ハルハル、見て見て、この写真。まるでカップルみたいじゃない？」

　顔に刺さるほど突き出された携帯電話。ディスプレイには、満面の笑みを浮かべる毒空木と、恐怖に顔を引きつらせる僕が腕を組み合ったピンボケ画像が収まっていた。

「ありがと、ハル。これ宝物にするからね♥」




　毒空木はフレームの中と同じ笑顔で微笑んだ。
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「よいしょ」

　サッシレールを踏む足に力を込め、一息に窓まど枠わくを乗り越えた。

　窓の下はすぐにベッド。崩れるように倒れ込む。思ったより大きな音がしたが、ねーちゃんが部屋に飛び込んでくる気配はない。どうやら、昨晩家を抜け出したことは気付かれてはいないようだ。よかった。あの異常なねーちゃんに朝帰りがバレようもんならどんな目に遭あうことやら、想像するだけで恐ろしい。

「ふぁ～～あ」

　体になじんだマットに身を横たえると緊張が押しとどめていた眠気が、一いつ気き呵か成せいに襲ってきた。

　――――――長い夜だったな。

　ゴミバケツにギュウギュウ詰めになることから始まって、夜の山を徘はい徊かいしたり、丑の刻参りを目撃したり、告ろうとして殺されかけたり、毒空木の罠にかかって気絶したり、告白する前にフラれたり、毒空木に友達が出来たり。

　………………あれ？　僕、何しにいったんだ？

　今になって思うと、最初っから最後まで何にもしてなかったような。

　唯一の収穫と言えるのは、網膜に焼きついた時宗さんの水着姿。

　――――――あれは、よかったなあ。

　巨乳なのは知っていたけど、まさかあれほどまでだとは。金槌を一つ振るうたび、ブラを弾き飛ばさんばかりに揺れて震ふるえる夢のような二つのふくらみ…………………。

　いやいやいや！　だめだだめだだめだ！

　何を思い浮かべてるんだ。何をする気だ、ハル。二時間前にフラれたばかりの女の子じゃないか。あまりにも虚むなしすぎるだろ。

　いくら時宗さんの水着姿が魅力的だったからって。胸だけじゃなく、お尻の肉付きまで素晴らしいからって。そこから伸びる太もものラインがまた最高で、汗に濡ぬれた背中が…………ふう。

　だからダメだってええええええええええええええええええええええええぇぇぇ！

　気を確かに持て、ハル！

　打ち消せば打ち消すほど後から後から湧わいてくる妄もう想そうの連れん鎖さを断ち切るべく、僕は携帯電話を手に取った。

　インターネットに接続しブックマークを探る。

　なるべくお堅いページが望ましいぞ、ハル。卑ひ猥わいな妄想とは無縁の、鉄のように硬く無機質なサイト。そうさ、僕は高校生、学びに生きると書いて学生だ。一に勉強、二に勉強。余計な妄想にうつつを抜かしている暇など―――




「なんだ、これ」




　眠気が一気に吹き飛んだ。

　心臓が狂ったように早はや鐘がねを打ちはじめる。

　携帯電話のディスプレイを食い入るように見つめた。

　妄想と現実の境界線が刹那、混こん濁だくし再び元の形をとる。




「なんだ、これは…………」




　何度でも口に出さずにはいられなかった。
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「どうしたの、ハル。こんな朝早くに」

　その朝、いつもよりかなり早めに家を出た僕は、校門をくぐるなり教室にもよらず藤ふじ棚だなに直行した。

「珍めずらしいじゃん。ハルの方から呼び出すなんて。もしかして、もう次の告白相手が見つかったとか言うんじゃないでしょうね」

　毒どく空うつ木ぎが眠そうに目を擦こする。

「それならクラスと名前だけ教えて。明日から調査を開始するから。さすがに、ふあ～～～あ。二日れれらいろキツくっれ。ふぁ～～～～うふ」

　フラフラになりながらあくびを嚙かみ殺ころす毒空木。

　いつものようにベンチに腰かけないのは座った途端に眠りに落ちてしまうからだろうか。

「実は……時とき宗そうさんの……こと……なんだけど……」

　それだけの言葉を絞しぼり出だすのに随ずい分ぶんと苦労した。

「は？　あんたまだ白さ湯ゆのこと諦あきらめてなかったの？　まあ、いいけど。確認は大事だし。しっかり告コクってしっかり眠る………じゃない、しっかりフラれなさい。でも今日はだめよ。そうだな、一カ月。いや半年ね。半年待ちなさい」

「いや、そうじゃなくて……今日の様子どうだった？」

「様子って、白湯の？　別にいつも通りよ。控ひかえ目で奥ゆかしくて可か愛わいくて」

　一晩でえらく評価が好転したな。

「じゃあさ、Ｇ組の雰ふん囲い気きはどうだった？　その、空気みたいな」

「あたしに教室の空気が読めるわけないでしょ。どんだけクラスから浮いてると思ってんのよ」

　そ、そうですか……。

「あ、でもそう言えば、ハルからメールが来るちょっと前に、白湯が春はる紫し苑おん先生に呼ばれていったけど」

「春紫苑って、生活指導の春紫苑先生か？」

「春紫苑なんて名前の教師がこの宇宙に二人もいるか」

「そうか……じゃあ、やっぱり…………」

「ねえ、なんなの。さっきから。イライラするんだけど、その喋しやべり方。なんなのよ、こっちは朝一からハルに会えると思って喜んでたのに」

　毒空木の睡眠不足が、機嫌の悪さの方に転がりだしたようだ。

　僕は意を決すると、ポケットから携帯電話を取り出した。ボタンを何度か操作して毒空木に手渡す。

「なに？　デレネットじゃん」

　ディスプレイを一いち瞥べつして毒空木が眉まゆをひそめた。

　デレネットとは、聖セントシンデレラ学がく園えんが運営管理する学園関係者専用のソーシャルネットワークの通称だ。学園から支給されるＩＤとパスワードを入力することでいつでも誰だれでもネットワークにアクセスでき、生徒同士の情報交換から、学校からの連絡事項や学園ニュースの閲えつ覧らん確認など、幅広く情報を活用できる。僕の『蟯ぎよう虫ちゆう齧かじり虫むし』というあだ名を学園中に広げてくれたのもこのデレネットだ。

「ちょ、なに……これ」

　画面をスクロールしていた毒空木の表情が一瞬にして強こわ張ばった。

　貼はりつきそうになっていた瞼まぶたが驚きよう愕がくに見開かれる。

　それは、今朝方、僕が携帯電話からアクセスし保存したデレネットの掲けい示じ板ばんの画面。

　早朝ということもあって閑かん散さんとする書き込みの中に一つ、きわめて異質な、看かん過かできない画像がアップロードされていた。

「なによ、この画像」

　時宗さんだった。

　僕の脳のう裏りに鮮明に焼き付いたそのままの姿の時宗さんが、ビキニ水着で今まさに藁わら人形に金かな槌づちを打ち下ろさんとするその姿が、でかでかと掲けい載さいされていた。

「ハル！　なんなのよ、これ！」

　三度目の質問はほとんど悲鳴に近かった。

「わからない。僕が今朝、家に帰ってからアクセスした時に見つけた。見つけたのが五時前、すぐに削さく除じよ依頼を出して、五時半には削除されていたから、生徒の目には留まってないと思うけど………」

「学園側には知られているって事じゃん。じゃあ、白湯が生活指導室に呼ばれたのって……」

　首しゆ肯こうするしかなかった。

「くっそ！」

「毒空木！」

　多分、そうなると思っていたので、突然駆け出した毒空木のコースに立ちふさがることができた。

「どいて！　邪じや魔まよ！」

　獣けもののように唸うなる毒空木。

「どこに行く気なんだよ！」

「決まってるでしょ、生活指導室よ！　白湯を助けないと。これは呪のろいの儀式なんかじゃないって、恋のおまじないを勘かん違ちがいしただけなんだって先生に説明しないと！」

「そんな事したら、時宗さんがこんな時間にこんな恰かつ好こうで出歩いてたって証明することになるんだぞ」

「あっ―――くう」

　毒空木は唇くちびるを嚙みしめた。

　そうなのだ。

　それが呪いのためなのか、恋のおまじないのためなのか、そんな事はどうでもいい。

　こんな時間に、こんな場所で、こんな恰好をして、こんな行為をしているという事、それそのものがデレ園えんでは大問題なのだ。

　聖シンデレラ学園は女子生徒でもっている。

　これは誰もが認める事実であり、カリスマ理事長も公おおやけにそれを否定しない。

　デレ園はとびきりの美少女であふれ返っており、それがゆえに優秀な男子生徒が群がる。そして、各業界の根幹を担になう人材が次々と輩はい出しゆつされていき、その事実がまた次なる美少女と優秀な男子生徒を呼ぶ。そうやってデレ園はなりたっている。

　だからこそデレ園は素行問題、とりわけ女子生徒のそれに厳しい。

　過去、デレ園の品位を汚したとして学園を追われた女子生徒は枚まい挙きよに暇いとまがない。

　万引きや飲いん酒しゆ喫きつ煙えん、無免許運転などの犯罪行為はもちろん、公序良俗に反する不純異性交遊、許可のない芸能活動、労働なども容よう赦しやなく処罰の対象となる。聖シンデレラ学園に通う女子生徒はまさしく聖女でなくてはならないのだ。

「でも、でも、白湯は何も悪い事はしてないのよ。ただの勘違いで水着姿で山の中にいただけなのに。それなのに――」

「ただいただけなら、もしかしたらセーフだったのかもしれない。でも、こうやってネットワークに証拠画像が載のってしまったら、学外への流出だってありえる。そんな生徒を学園が放置するとは思えない」

「くっそう！」

　――――――ガガン！

　怒号一いつ喝かつ、毒空木に蹴けり上あげられたベンチが宙を舞った。クルクルと回転して繁しげみに突き刺さる。

「いったい誰がこんなことを！」

「わからない。この学園の人間だという事は間違いないんだろうけど。時宗さんの口ぶりだと丑うしの刻こく参まいりは昨日今日始めたってわけじゃなさそうだし、あの性格だから誰に情報が漏もれてもおかしくない。面おも白しろ半分でこんな事をする奴やつなんて山ほどいるだろうし」

「特定する方法はないの？」

「普通なら掲示板に書き込みをした人間は生徒番号が掲載されるはずなんだけど……」

　何かの裏ワザがあるのだろう。掲示板の書き込みの名前はブランク表示になっていた。

「そんなもんサーバーあたれば一発よ！」

「だから待てって！」

　また駆け出そうとする毒空木の、焼けた鉄のような腕を必死に捕まえる。

「離してよ！　犯人を半殺しにして先生に突き出してやるんだから！」

「だから、そんな事して何になるんだよ！　時宗さんの奇行の事実は変わらない。むしろそれを決定づけるだけだって何度言えばわかるんだ！　下へ手たすりゃお前まで退学だぞ！」

「じゃあ、どうしろっていうのよ！」

　毒空木の絶ぜつ叫きようが轟とどろいた。

「白湯が退学にされちゃうのよ！　このままやられっぱなしでいろっていうの？　そんな事できない。絶対に犯人を見つけてやる。あたしの白湯を苛いじめたんだもん。生まれ来るんじゃなかったと思わせてやる。ああ、クソッ！　殺してやる。絶対に殺してやる！」

　強気な台詞せりふとは裏腹に、毒空木の瞳ひとみからはみるみるうちに大粒の涙があふれ出した。

「殺してやる殺してやる殺してやる。絶対に殺してやる。犯人だけじゃない。家族も親しん戚せきも友達も、みんな殺してやる。殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる！」

　頭をがりがりと搔かきむしる毒空木。

　ふわふわの美しい髪の毛が纏まとめて引きちぎれるのも構わず血が出るほどに強く、まるでそこに犯人の臓ぞう腑ふがあるかのように満身の憎しみを込めて爪つめを立てる。

「やめろ、毒空木！」

「離して、ハル！　あんたも殺すぞ！　きゃあ！」

　僕の手を振りほどこうとしてバランスを崩くずし、毒空木は芝に倒れこんだ。

「うう、ぐぐぐ………くそう」

　唇に貼りついた芝を舌で舐なめとって吐き出す。

　こんなに取り乱した毒空木は見たことがなかった。

　考えなしに動くように見えて、いつも頭のどこかで冷静な計算を忘れない猛もう毒どく女の姿はもはやどこにも見当たらない。怒りに狂う漆しつ黒こくの瞳は、見えるものすべてを否定し、閉ざす虚きよ無むの壁のようだった。

　だからこそ、わかった。毒空木は怒っているんじゃない。

「やっぱり、許せない。殺してやる。どきなさいハル！」

　――――――泣いているんだ。

「毒空木！」

　映画やドラマなら頰ほおの一発でも叩たたいて正気を取り戻させるところなのだろう。

　けれど、あいにくそれは僕のキャラじゃない。僕の体のどこを絞ってもそんなマッチョな成分は出てこない。僕にできることは、嵐あらしのように荒れ狂う毒空木に最大限のショックを与えられる方法は―――。




「え………？」




　毒空木の吐と息いきが耳じ朶だをくすぐった。

　涙に濡ぬれた頰が僕の首筋を湿らせる。激しく乱打する毒空木の心臓に、正しいペースを伝えるようにしっかりと胸を重ねた。

「落ち着け、みゃーこ」

　毒空木を抱きしめた。

　包み込むように、優しく。今にも砕くだけそうな茎くきを、花弁を、葉を、実を、微かすかにも傷つけることのないように、優しく、優しく。

「ハル……ふう………うううう………ぐううううう」

　激情はやがて、静かな啜すすり泣なきへと変わっていった。

　頭のいい毒空木は一瞬で理解してしまったんだろう。

　もう打つ手がないことを。

　だから、狂った。冷静になることを、現実を受け入れることを遠ざけた。

「ハル……白湯を助けて……あたし、もうどうしたらいいか。お願い、あたしの初めてできた友達なの。こんなあたしに初めて友達になってって言ってくれたの。あたしのこと優しいって、可愛いって言ってくれたの……待ち合わせて一緒に登校してくれたの」

　それは、毒空木にとってあまりに残ざん酷こくすぎる現実。

「信じらんない。誰が、なんでこんなことするの？　だめなのに……白湯だけはこんな目に遭あっちゃだめなのに。ずっとずっと、一人で頑張って来たのに。やっと……やっとそれが終わったのに………なんで。お願い、ハル……白湯を助けて……」

　力なく濡れそぼつ毒空木。それが到底叶かなわない願い事だということも、充分承知の上だったのだろう。

　だから―――。

「もちろんだ。だから、お前を呼んだんだ」

　僕がそう答えた時、毒空木は心底驚いたような顔で僕を見上げた。




「あれはまだ持っているか、毒空木？」
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　コンコン―――ガラガラガラ―――「失礼します」

　ノックと声かけと扉を開ける動作をほとんど同時に行った。

　部屋の中の視線が一斉に集まる。

　生活指導室は六畳ほどの狭せま苦くるしい部屋だった。

　事務机と簡単な書棚とパイプ椅い子すと正面に窓。あるのはそれだけだ。

　監かん獄ごくを連想させる閉へい塞そく感かんに満ちた空間に複数の人間が肩を寄せ合って屹きつ立りつしていた。

　学年主任の岡おか庄しよう先生を脇わきにおいやり、生活指導の春紫苑、生徒指導の黒くろ灰ばい、風紀指導官の一いち初はつ―――三頭の番犬ケルベロスと恐れられるデレ園強こわ面もて三人衆のそろい踏みだ。

　そして、地獄の門番に見下ろされ、椅子の上で萎しおれかけている花一輪。

「石蕗つわぶきくん！」

　時宗さんが驚きの声をあげると、

「なんだ、石蕗。入室を許可した覚えはないぞ」

　この部屋の主、春紫苑先生がすかさず眼鏡めがねを光らせた。

　タイトなスーツに身を包み、真っ黒な髪をアップにまとめた春紫苑鏡きよう花か先生は、細ほそ面おもてで鼻筋の通った文句のつけようのない美人教師だが、レンズの奥の切れ長の目は異性のハートを打ち抜くよりも生徒の心しん胆たんを寒からしめることに多用されている。

　僕は左の拳こぶしを握りしめ、ともすればくじけそうになる決意を叱しつ咤たした。

「よ、用があってきました」

「後にせい。今は先客がおる」

　黒灰先生が重機の先端からもぎ取ってきたような厳しい豪腕をもたげて時宗さんを指差した。

　触れられてもいないその腕の迫力に押さえつけられて、時宗さんが身をすくめる。

　二番目のお兄ちゃんに苛められた事を思い出しているんだろうか。

　怖かったね、時宗さん。大丈夫、今助ける。

　僕は息を一つ吸い込んで左の拳に更なる力を込めた。

「ぼ、僕の用事も時宗さんのことについてです。先生、時宗さんは自分の意思であんなことをやったんじゃありません」

「なんじゃと？」

「石蕗くん？」

　腰を浮かしかけた時宗さんを左手で制して、僕は言葉を続けた。

「時宗さんは弱みを握られて脅おどされていたんです」

「脅し!?」

　にわかに部屋がざわめきたった。状況が理解できない時宗さんだけがあんぐりと口をあけて硬直している。

「本当か、時宗？」

「え、あ、いや、それは……」

「春紫苑先生、脅されてる張本人が自分の口でそれを認めるわけないでしょう。だから、わざわざ僕が来たんじゃないですか」

「……口の利きき方に気をつけろ。石蕗」

　春紫苑先生が眼鏡を光らせた。

　今、時宗さんに何事かを喋られるわけにはいかない。怒らせてでもいいから注目は僕に集めなくてはいけない。

「脅しとは穏やかではありませんね。石蕗くん、その話冗じよう談だんでは済まされませんよ？」

　三人衆の真ん中に陣取り、肩越しに僕を見ていた一初万ま里り先生が、ゆっくりと振り返った。

「は、はい、本当のことです」

　気道に詰まりそうになる言葉を精一杯絞り出す。

　マリアとあだ名され常に微笑ほほえみを絶やさない一初先生は、笑顔のまま決して声を荒らげることなく物腰穏おだやかに生徒を威い圧あつするという特異な能力を備えている。　

　僕は左の拳に一層の力を込めて握り締めた。

「先生、時宗さんが脅されて無理やりあんな事をやらされたというなら、時宗さんは処罰されませんよね？」

「もちろんです。時宗さんは被害者という事になりますからね。しかし、時宗さんがそのことを認めない以上、なんらかの証拠が必要です。石蕗くん、あなたは時宗さんを脅している人物を知っているのですか？」

「知ってます」

「言ってごらんなさい」

「僕です」

「石蕗くん！」

　パイプ椅子が倒れる音が狭い部屋に反響した。

「何言ってるの、石蕗くん！　噓うそです、先生！　石蕗くんは噓を言っています。そんな事あるはずがありません」

「座れ、時宗。石蕗、お前は自分がなにを言っているのかわかっているのか？」

　喚わめき散ちらす時宗さんを視線一つで抑えつけて、春紫苑先生が問とい質ただす。




　僕は一つ息を吸い込んだ。

　―――ああ、怖っ。怖いなぁ。

　勇気を振り絞るって、こんなに大変な事なのか。

　僕に告白した時もこんなに怖かったのか、毒空木？　だとしたらすげーよ、お前。尊敬するわ。

　でも、今度は僕の番だ。勇気をくれよ、毒空木。




「答えろ、石蕗！」

「はい。わかってます。僕は時宗さんのストーカーなんです。これが証拠です」

　そう言うと、僕は右手にずっと持っていた茶封筒を事務机に叩きつけた。衝撃で内容が机いっぱいにばらばらと散らばる。

「なっ！」

「これはっ！」

「ええ！」

　時宗さんと先生たちの声が入り混じった。

「なんじゃ、この写真は！」

　それは、二日前、毒空木が一日かけて学校で自宅で通学路で、撮りまくった時宗さんの盗撮写真。

「ちょ、これ、ええ？　うそ？　え？」

　これは本当に予想外だったんだろう。時宗さんは目を白黒させて、大量の自分の写真と僕の顔とを見比べる。

「ね、これでわかったでしょ。僕はこうやって日々時宗さんをストーキングして盗み撮りを繰り返していたんです。そして、偶然時宗さんの秘密を知ってしまった。それを盾にとって時宗さんにいろんな命令を出して遊んでいたんですよ。先生達も時宗さんの奇行は覚えがあるでしょ？　あれも全部僕がやらせていたんです。もちろん、デレネットにアップされていたやつも含めてね」

　初めて、時宗さんの天然が役に立った。

「うそうそうそ！　そんなのウソです！　やめて、石蕗くん。本当に何言ってるの！　先生、わたしはストーキングなんてされてません。この写真だって…………この写真はホントになんだろ？」

「時宗さん。僕があの事をバラすんじゃないかと心配してそんな事を言うんだよね。でも大丈夫だよ。僕はもう改心したんだ。あの事は誰にも言わないよ。だから、もう本当の事を言ってもいいんだよ」

　うーん、我ながら酷ひどい演技だな。自分の演技力のなさを計算に入れていなかった。

　とはいえ、もう止やめられない。

　もともとプランなんてないようなもんだ。強行するぞ。思い込め。僕は、一度は悪の道に染まったけれど、なんかのハプニングで心を改めた、話の途中で死にそうな意思の弱いヒールだ。

「なにやら二人の証言が不自然に一致してないが、もう一度確認するぞ」

　春紫苑先生が照準を合わせるように眼鏡のフレームを持ち上げた。

「石蕗、お前は時宗にストーキング行為を働いていたんだな？」

「働いてました」

「働いてません！　石蕗くんは全然働いてません！　ニートです」

「そして、なにがしかの秘密を握ったと？」

「握りました」

「握ってません！　パーです。手、パーです」

「そして、その秘密をネタにして時宗に数々の奇行を命令したと」

「しました」

「命令なんてされてません！　自由です。わたしは自由です！」

「噓はないな？」

「ありません」

「大噓です！」

　あの、時宗さん、そろそろ空気読んでくれないかな………。なんだよ手、パーって。

「それで、いったいお前は何の秘密を握っとるんじゃい？　言うてみい」

　黒灰先生が岩石のような目をギョロつかせた。

「……いやです」

「ああ？」

「言いたくありません」

　ボトリと落とした言葉が波紋となって部屋に広がり、空気の色を塗り替えた。

「どういうつもりだ、石蕗」

　春紫苑先生が一歩前に進み出る。番犬達のターゲットはもう完全に切り替わっていた。

「言いたくないんです」

「その理由を聞いとるんじゃろうが！」

　窓まど枠わくが揺れる。

　身も皮も吹き飛ばすような黒灰先生の大喝が炸さく裂れつした。

　ばらばらになりそうな意識を懸命に繫ぎとめる。

「ひ、秘密なんて誰にでも一つや二つあるもんじゃないですか！　時宗さんはその秘密を守るために今まで奴ど隷れいのような扱いに耐えてきたんです！　そうまでして守ってきた秘密を知る権利は、先生達にもないはずです。そうでしょう！」

　並み居る強面教師たちをねめつけ、僕は言い放った。

　さあ、早くも万策尽きた。ここから先はテンションの勝負。信じるしかない。僕の生徒として最悪の評判を。そうさ、僕は泣く子も黙る蟯虫笛ふえ舐なめ虫。

　やりそうでしょ？　こんな事、やりそうな奴でしょ？

「石蕗くん」

　しばしの沈ちん黙もくの後、一初先生がつややかな栗色の髪を搔き上げて微笑んだ。




「大人おとなを舐めるのもいい加減にしてくださいね」




　その瞬間、部屋の重力が倍化したような錯さつ覚かくに襲われた。

　膝ひざが崩れそうになった。床に手を突きそうになった。頭をこすり付けそうになった。

　なんてこった。これが、デレ園最強といわれるマリア先生の『無限重力の微笑グラビテイスマイル』。

「もう一度聞きますよ、石蕗くん………………噓はないんですね？」

　ごめんなさいという言葉が腹から前歯を突き破って飛び出てきそうになった。

　それでも、歯を食いしばる。懸命に一初先生に視線を返す。

　意識が飛びそうになった。

　そして、

「もういいでしょう。その辺で」

　誰かの声が聞こえた。

　この土ど壇たん場ばに全くもってそぐわない声。緊張感の欠片かけらもないすっとぼけた声。

　空耳だ。だって声がした方角には誰もいない。

　圧迫するような無機質な壁があるばかりで……あ、いや、違う。

　誰かいる。うっすらと見える……。

　じんわりとあぶりだしのように、クリーム色の壁から姿を現したのは、

「何ですか？　まだ話の途中ですよ。引っ込んでいてくださいな。岡庄先生」

「ああ、すみませんねえ、一初先生」

　ああ、いたな…………担任……そう言えば……。

　なぜだろう、なんでこの人の事は、こんなに忘れてしまうんだろう。

「しかしまあ、話の途中も何も、本人がやったと認めている上にこうして証拠もあるわけですからねえ。もう何も話すことはないんじゃないですか？」

　写真の束をウチワ代わりにぱたぱたとやりながら、岡庄先生は部屋の真ん中まで進み出た。

「そ、それはそうですけど、しかし……」

「んあ、んあ、わかっています。それ相応の処分は受けてもらいますよ、もちろんね」

　岡庄先生は不満げな一初先生に曖あい昧まいに頷うなずくと、ゆっくりと僕の方へ振り返った。

「さて、覚悟はできていますね、石蕗くん」

　眼鏡の奥の淀よどんだ眼が僕を捕らえる。

「はい……できてます」

　これでいい。強く、大きく頷いた。

「そんな。だ、だめです、石蕗くん！　岡庄先生！」

　時宗さんの訴えは黙殺され、岡庄先生がゆっくりと唇を動かす。

「では、石蕗くん、当、聖シンデレラ学園はあなたに対し―――」

「やめて、先生、違うんです！」

　今にも泣き出しそうな時宗さんに僕は口元だけで微笑んだ。

　ありがとう。でも、これでいいんだよ………そんな想いが伝わればいいと思って。

　悪いのは全部蟯虫笛舐め虫。それでいいんだ。

「―――毎日の花か壇だんの水やりと草引きを命じます」




　厳おごそかに、審判は下された。




「………………………………って、え、花壇？」

「………………水やり？」

　果てしなく間の抜けた僕と時宗さんの声が連なる。恐る恐る顔を上げると、

「一日も欠かすんじゃありませんよっっっ！」

　岡庄先生がクワッとダチョウのような顔ですごんでいた。

「は、はい…………わかりました」

　溜ため息いきと言葉の中間のような物を吐き出す僕。

　異論なんてあるわけない。だって、いつもやってるし。

「よろしい！」

　岡庄先生は満足げに頷くと、あっけにとられるケルベロスに向き直り、

「処分は以上です。はい…………解散」

　ハスッと一つ手を打った。

「いやいやいやいやいやいやいやいやいやいや！」

　途端に、生活指導室に爆発的な混乱が巻き起こった。

「しょ、正気ですか、岡庄先生！　そんな処分で済まされるわけないでしょう！」

「この生徒は明らかに噓をついている！　徹底的に追及すべきでしょう！　学園の沽こ券けんに関わる問題ですよ！」

「教師の責任っちゅーもんがあるじゃろう！　他の生徒にも示しがつかんですよ！」

　色をなしたのはケルベロスだ。呆ぼう然ぜんとする僕と時宗さんを尻しり目めに、文字通り食いつかんばかりに岡庄先生に言い募る。

「ほほほ、みなさんすごい食いつきですね。ひな壇芸人みたいですよ？」

　しかし、古びた木片のような老教師は轟ごう々ごうと吐き出される気炎をいかにも涼しげに受け流し惚ほうけたように笑うばかり。

「まあまあ、みなさん、そうカッカしないで。いいのですよ。重要なのは時宗さんの奇行は無理やりやらされたものであること、そして、それをやらせた人物を学園が正式に処分したということ、その二点です。それですべて丸く収まります。そういうことでしょ、石蕗くん？」

　いたずらっぽく片目をつぶる岡庄先生。

「は、はい。まあ」

　初老のウインクがこれほど気持ちの悪いものだとは思わなかった。

「お、岡庄先生。石蕗くんの言うとおりなら、仮に！　彼の言う事を信じるならば、彼のやった事は脅きよう迫はくですよ？　花壇の世話なんて処分で済ましていいわけがないと思いませんか？」

　なんとか平静を保とうとする一初先生も、さすがに自慢の笑みが引きつり気味だ。

「脅迫だなんて大げさな。あんなものはね、イタズラですよ。イタズラ」

「イタ……ズラ？」

「そう。悪戯いたずら小こ僧ぞうにはね、草でも抜かせておけばいいんですよ」

　そう言うと、岡庄先生はニコニコと微笑みながら僕の頭をポカリと小突いた。

「しかもこんな下手な噓までついて女の子を守ろうとするのだから、見上げた悪戯小僧ですよ。どうです、その度胸に免じてここはひとつ騙だまされてあげませんか？」

「だ、騙されて……」

　もはや二の句の継げない様子のケルベロス。

　岡庄先生はあっけにとられた三匹の子犬をさも愉快そうに眺め回し、

「大丈夫。大丈夫。この子は悪い子じゃありませんよ。岡庄太郎、教師生活三十年。生徒のタチくらい目を見ればわかります。ほほほほほほほほ」

　高らかに笑い飛ばした。

　湯飲みにお茶を注ぐような、底抜けに間の抜けた笑い声。

　剣術でも素手の格闘でも、極めれば戦闘とは気合の差し合いであるという。ここまでみごとに気組みを抜かれれば、もう戦えるものではないらしい。黒灰先生の顔には苦笑すら浮かんでいた。

「やれやれ、岡の親おや父じにはかなわんのう」

「まったくだ。しかしまあ、それが岡庄先生の決断ならば、我々に言うことはもう何もあるまい。運がよかったな、石蕗」

　春紫苑先生も不承不承という顔で息をつく。

「ちょっとちょっと、だめよ二人とも！　また岡庄先生に丸めこまれるの？」

　一初先生だけが悔くやしさを抑え切れないように同僚の顔を見回す。しかし、とっくに牙きばを収めた二人を見て取ると、

「ああ、もうやだ！　いっつもこうなるんだもん、理事長が来たら！」




　――――――え？
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　ちょっと、いま、なんて……？

「お、おい、一初。それは……」

　春紫苑先生が動どう揺ようの視線を岡庄先生に向ける。

「ああ、そうね。秘密なんでしたよね。どうもすみません、理事長、あ、いや岡庄先生。なにぶん教師生活の短い未熟者なもので！　もういいです。帰ります！　後のことはお願いしますね、理・事・長！」

　わざとらしく言い間違えると、一初先生はロングヘアを振り乱し、

「まったくもう、クールでミステリアスなキャラでいたかったのに……」

　なにやらブツブツと呟きながら、怒りの足音をカツカツと刻んで部屋から出て行った。

　やれやれとばかりに顔を見合わせて、後の二人もそれに続く。




　そして、部屋にぽつんと残された僕と時宗さんと、岡庄先生……もとい岡庄理事長？

　え？　待って待って、わかんないわかんない。

　理事長って………まさかこの学園の？

　教育界に風雲を巻き起こし、革命児と呼ばれたデレ園のカリスマ理事長が…………。

「ほほほ、あのじゃじゃ馬のお嬢じようさんにはかないませんな」

「こんなシナチクみたいなおっさんだっていうのかああああああああああああああ！」

「ちょっと、石蕗くん！　面と向かって指差して何言ってるんですか！」

「うわあ！　し、しまった！　つい興奮してモノローグとの区別がつかなかった！」

「何訳のわからないこと言ってるんですか！」

「ほほほほ、いいんですよ。時宗さん」

　先生はまた例のお茶を注ぐような声で笑った。

「さて、二人とも立ちっ放しは疲れるでしょう。座って座って」

　そう言うと、岡庄先生は壁際に並べてあるパイプ椅子を組み立ててくれた。

　腰をかけて初めて、シャツの背中がぐっしょりと濡れていることに気がついた。

「まったく、随分と無茶をしましたねえ、石蕗くん。私もひやひやしましたよ」

　岡庄先生も椅子に座って言う。

「はあ、すみません。でも、これも師し匠しようの教えなんで」

「師匠？」

　僕は眉み間けんを精一杯波立たせると、長い髪の毛に手て櫛ぐしを通すフリをした。

「女のためだ。無茶くらいしろってね」

「ほほほ、石蕗くんは良い師匠をお持ちのようだ。しかしさすがに、今回ばかりは相手が悪い。いや、一初先生達も決して悪い人間ではないんですよ。教育熱心なだけで。ただ、ちょっと熱心すぎるところがある。ついつい理想が暴走してしまうことがある。だから、私は三人が揃そろう時には極力同席することにしています。理事長としてね」

「あ、あの、岡庄先生。ほ、本当に先生が、噂うわさのカリスマ理事長なんですか？」

「カリスマなんてものじゃありませんよ」

　岡庄先生が苦い顔で言う。

「でも、そうなんですね。なんで、なんでそんな理事長がクラス担任なんか……」

「理事長だからですよ」

　穏やかに、けれども強い気持ちを込めて先生はそう言った。

「理事長室にふんぞり返ってるだけの人間に学園の舵かじが切れますか？　教育とは常に現場にあり。教室で生徒達の顔見て直接触れ合わないとわからない事はたくさんありますからね。石蕗くん、あなたはずいぶん悪い噂がたっているようですが…………私にはわかります。アナタは良い子ですよ。あれだけの花壇が作れる子が悪い子のはずがありません」

「は、はあ」

　いい子って。こそばゆい。もう高校生なんですけど。

「ウチの部員もね、アナタの花壇を絶賛していますよ」

「え、部員？　………」

「ああ、わたし園芸部の顧こ問もんもやってるんです」

「マジでぇぇぇぇぇ！」

　椅子から転げ落ちそうになった。

　や、やばい。よりによって岡庄先生が、デレ園の理事長が園芸部の顧問だったなんて。

　ならば当然耳に入っているはずだ。毒空木が中庭を我が物顔で占せん拠きよしていることを。僕が無許可で花壇に手を入れたことを。

「あ、あの先生………怒ってません？」

「ほほほ、私はちっとも。ただ……」

　ただ？

「部員の子がね……ずいぶん怒ってましたよ」

　だ、だろうな。ごめんよ。まだ見ぬ園芸部の子。

「人の縄張りを荒らしやがって花壇に埋うめて肥料にしてやる、なんてすごい剣幕で飛び出していきましてね」

　だ、誰かを思わせる行動だな。

「でもね、帰ってきた時にはすっかり毒気が抜かれていたんですよ。それどころか何を聞いても惚けたみたいで、ロクな答えが返ってこない。本人もそんな自分を不思議がっていたみたいですが…………やっぱり自分ではわからないものなんですかね、恋に落ちたってことは」

「ちょ、先生！　その部員ってもしかして――」

「それ以来、あの問題児がすっかり大人しくなっちゃいまして。いや、可愛くなったというべきですか。誰も寄せ付けなかったはずなのに、一緒に登校する友達までできたようで」

　チラリと時宗さんに視線を落とす岡庄先生。

「いい恋をしたんでしょう。あの子はもっと綺き麗れいになりますよ。ほほほ、これだから教師はやめられません。おっと、いけない。もうこんな時間だ。さあ、二人とも教室に戻りなさい。授業が始まりますよ」

　岡庄先生は空気を搔き混ぜるような手つきで僕たちを急せき立たてた。

　時宗さんが無言で立ち上がる。僕も慌あわててその後を追った。

「あ、そうだ。もう一つだけ」

　生徒指導室を出ようとするところで岡庄先生が僕達を呼び止めた。

「私が理事長だということはくれぐれも内密にお願いしますよ。私は生徒達のためにも一教師として現場に出続けなくてはなりませんので。しーっですよ。しーっ」

　ビーフジャーキーのような指を唇に宛あてがう岡庄先生。




　なにやら偉そうな教育論をぶっていたけれど、結局この人はただ単に子供が好きなだけなんだろうなと、その姿を見て確信した。



[image: ]



「おーい、毒空木ー！　毒空木やーい！」

　誰もいない中庭に僕の声が虚むなしく響く。

「おっかしいなあ。ここで待ってろって言ったのに」

　生活指導室から解放された僕達は先生の言いつけを破ってまっさきに藤棚へと直行した。事の顛てん末まつをさっさと報告してやらないと、煮えて死んでしまいそうな奴がいるから。

　しかし、いない。

　藤棚には、五月の柔らかな日差しを浴びるノダフジが気持ちよさそうに風にそよいでいるばかりだ。

「と、とにかく、すぐに戻ってくると思うし、しばらくここに座って待ってようか？　って、まあ、ベンチないけど」

「…………」

　毒空木に蹴り飛ばされたベンチの跡は、中庭にどす黒い土ど砂しやを露出させ周りの緑と明らかな一線を画していた。

「しかし、どこいったんだろうな、アイツ。まったく自由なヤツだよねえ、はははは」

　仕方なくガーデンチェアのほうに腰掛ける。

「いやあ、それにしても、今日はいい天気だね～」

「………………」

　いい天気のハズなのに、なぜか空気は寒々しかった。

　時宗さんは生活指導室を出て以来、むっつりと俯うつむいて一言も口を利こうとしない。

「あ、あの、時宗さん……も、もしかして、怒ってます？」

「………………」

「あ、あの、その、盗み撮りしまくったことはごめん。でも、あれを撮ったのは男の僕じゃなくて、女の毒空木だからまだマシじゃないかなって……違う、違う、毒空木は関係なくて、僕がお願いしたんだ。毒空木に。その、時宗さんの事を調べてほしいって。その、君と仲良くなりたかったから。だから毒空木は僕のために良かれと思って――」

「許しません」

　時宗さんがようやく放った一言目は驚くほどの硬質さをはらんでいた。

　……めっちゃ怒ってんじゃん、時宗さん。盗撮されてたんだから無理もないけど。

　普段おとなしい子が怒ると倍怖いんだよなあ。とにかく、ここはあやまるしかない。

「ごめんなさい」

　思い切って頭を下げた。

「……なんですか。ごめんなさいって」

　時宗さんが静かに言う。

「え、いや、それはだから……」

「そうやって、何でもかんでも自分が悪い事にして、それで済むと思ってるんですか？」

「え？」

「え、じゃないでしょう！」

　毒空木もかくやとばかりの怒ど鳴なり声が藤棚を震しん撼かんさせた。

「なんで、先生達にあんなデタラメ言ったんですか？　ストーキングとか脅しとか！　岡庄先生がいてくれたからいいようなものの、下手をしたら退学になるところだったんですよ！」

「え、いや、それはそうなんだけど、そんなことより時宗さんが……」

「なんですか、そんなことよりって！」

　ようやく顔を上げてくれた時宗さんの瞳は今にも砕けそうに揺れていた。

「そんなことなわけないでしょ！　退学ですよ、退学！　わたしは、別によかったんです。丑の刻参りをやったことも、バカなカッコで出歩いていたことも全部事実だから。わたしの意志でやったことだから。それで、どんな目に遭ったって覚悟はできてたんです。でも、そんなわたしをかばって、石蕗くんが退学になっちゃったら……わたし……ねえ、なんですか？」

「え？」

「なんでこんなわたしをかばおうとしてくれたんですか？　わたしは石蕗くんを殺そうとしたんですよ」

　時宗さんは懸命に涙を堪こらえつつ、正面から僕を見み据すえた。

　そうだ、この目だ。

　脆もろくて、弱くて、臆おく病びようで、それでもまっすぐな目。

　僕が好きになった時宗さんの目。

　そんな目を見ていると…………。

「……止めたかったんだよ、君を」

　僕はもう本心を隠すことができなかった。

「と……める？」

　時宗さんの顔が微かに強張った。

「ごめんね、出過ぎたマネを。でも、もう僕はこれ以上、君にこんな事して欲しくなかったんだよ」

「ああ……ああ……」

「君の行いで、君以外の人間が傷つく事になったら、君は止まってくれると思った。だから僕は……」

「石蕗……くん……」

　すべてを理解したのだろう。

　時宗さんの体から決定的な何かがゴロリとこぼれ出したように見えた。

「ごめんなさい……」

　その何かは、涙に形を変えてみるみるうちにあふれ出した。

「ごめんなさい……ごめんなさい。わたし、そんな……ごめんなさい……ごめんなさいごめんなさいごめんなさい……本当にごめんなさい。わたし、バカで……ごめんな……ふうううううう」

　最後は涙に負けて言葉にならなかった。想いはすべて涙に溶けて滑なめらかな頰を流れ落ちた。

「あ、あやまらないでよ、時宗さん。僕……その……そんな感じじゃないから、ほら」

　なにが、ほら、だ。もっと気の利いたこと言えよ、僕。

　僕の絶望的なボキャブラリーでは女の子の涙を止められるはずがない。時宗さんはとめどなく湧わき起おこる嗚お咽えつを搔き分けるようにして、

「………ありがとう……本当に怖かったよぉ………」

　ようやくそう呟くと、あとはもう子供の様に大声で泣きじゃくった。

「ふえええええん。あはんあはんあはん。うう、うう、うええええええええええええん」

　なんだ。何の共通点もない友達かと思ったら、こんな所は毒空木とそっくりじゃないか。

　…………こりゃあ、一時間目はサボリだな。




　無法者の二人を隠すように、ノダフジは今日もいっぱいに葉を広げていた。
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「今朝、うちに一番上のお兄ちゃんから電話がありました」

　どれくらい時間が経たっただろう。

　ようやく泣き止んだ時宗さんはガーデンチェアに腰掛けて、僕が買ってきたアイスティーのカップをなでながらそう漏らした。

「電話って……？」

「ああ、お兄ちゃんはもう働いてて。一人暮らしをしているんです」

「ああ、そうなんだ」

「結婚するそうです」

「ぶぐっ―――（ゴックン）」

　口に含んだアイスティーがドスンと食道を落ちていった。人間本当に驚いたときは、これほどベタなリアクションが出てくるのかと、ちょっと感心した。

「昨日の夜に彼女にプロポーズしたんだそうです。一刻も早く家族に伝えたいから朝一番に電話したって。じゃあ、その日のうちに電話したらいいのにね。昨日一晩何してたんだって感じですよ」

「ああ、うん。そうだね………」

　アイスティーを飲むフリをして、カップの淵から時宗さんの顔を覗き見る。

「その…………大丈夫？」

「……わたし、頑張りましたよ」

　俯いた時宗さんの表情はわからなかった。

「すっごいすっごい頑張って……おめでとうって言えました」

「そっか……がんばったね」

「石蕗くんと、みゃーこのおかげです。昨日までのわたしなら多分ぐちゃぐちゃになってました。でも、わたしには応援してくれる友達がいるって思えたから。後で二人に思いっきり泣きつけばいいって思えたから………あの一瞬だけ頑張る事ができました」

「時宗さん……」

　――あの一瞬だけ。

　時宗さんの力ない言葉が浮かび上がって頭に響く。

「ありがとう、石蕗くん」

「うん」

　友達というカテゴリーに僕も含まれていたことが素直に嬉うれしかった。

「お兄ちゃんすっごい嬉しそうでしたよ。お前も早く俺おれみたいないい男を見つけろよだって。ぶっ殺してやろうかと思いました」

　あ、あれ？　時宗さん、もう一人の方の友達に毒されてきてないかい？

「だから……わたしの恋はもうおしまいです。あんなに幸せそうなお兄ちゃんを引き裂いて、海外に移住させるなんてわたしにはできませんから」

　時宗さんは泣きはらした目を上げて笑った。

「……うん、そっか」

　逆に僕は目を伏せる。

「ちょっと、なんですか。石蕗くんがそんな風にならないでくださいよ。いーんですよ！　どーせいつかは諦めなくちゃいけないって思ってましたから。あんな怖い目にも遭っちゃったし。ちょうどいい機会ですよ。だからもう、おしまいです。お～しま～い」

　万歳をするように両手を持ち上げる時宗さん。紙コップを握っていたことも、その中身が後ろの繁みにブチ撒まけられていることも気付いていないようだ。

「あー。なーんか、すっきりしちゃいました。重い荷物を下ろしたような気分ですよ。ふふふ、不思議ですね。十年来の悩みを相談できる友達が出来たと思ったら、悩み自体がなくなっちゃったんですもん」

　そう言って時宗さんは微笑んだ。

　十年。

　十五年の人生の大半を占めるその時間はどれほど長かったことだろう。

　そして、いつから―――――――時宗さんはお兄さんのことを諦めていたのだろう。

　年を重ねるごとに膨らんでいく想いと、無む慈じ悲ひなほどに叩き込まれていく現実への認識。無敵だと思っていた想いがいつしか現実に追い越される。

　それでも尚なお膨ふくらもうとする想いを、金槌に込めて時宗さんは釘くぎを打った。

　誰を呪いたかったんじゃない。何かを求めた訳でもない。

　ひたすらに救いを求めて釘を打った。

「時宗さん………」

　呼びかけてはみたものの、時宗さんの不自然なほど澄すみ切きった笑顔を見ていると、言葉は何も出てこなかった。

　藁人形を奪ったのは、僕達だ。

　どんな理由があったにせよ、たとえそれが純粋な善意による帰結であったとしても、時宗さんの気持ちの逃げ場を奪ったのは、僕と毒空木だ。

　だからだろう。十年間、時宗さんの中で鬱うつ積せきし鬱うつ屈くつし屈曲し続けた想いは、突然の終しゆう焉えんを突きつけられ最悪の形で暴発した。

　頭の中で画像がフラッシュバックする。デレネットの掲示板にデカデカとアップされた時宗さんの画像。

　あの暗くら闇やみで盗撮なんて出来るわけがない。

　一メートル先の視界すらおぼつかない山中で、あれほど鮮明な像を捕らえられる家庭用カメラがあるはずがない。

　あの画像は真正面からフラッシュを焚たかないと撮ることができない、つまりは本人の協力なしには撮影する事が不可能な画像なのだ。

　寝不足な上に、動揺しまくっていた毒空木には気付けなかったのだろう。

　あの画像をアップしたのは時宗さん以外にありえないという事が。

「いやー、おかげさまで晴れやかな気分で次のステップへ進めますよ。もうこりごりですよ。誰も幸せにならない恋なんて」

　時宗さんが自じ嘲ちよう気ぎ味みな笑みを漏らす。

　あの写真。時宗さんがいつ自分撮りをしたのかはわからない。おそらく折に触れて撮りだめしていたのだろう。

　呪いの儀式の目撃者すら傷つけられない。一滴の血すら忌き避ひする少女の精一杯の自傷行為―――そう呼ぶにはあまりに痛々しく歪いびつにねじれた心の闇。

「わたし、今度は失敗しませんからね。あんな無神経なお兄ちゃんよりずっと、優しくて、ずっとカッコよくて、ず―――――っとステキな男の子を見つけますから♪　きっとすぐに見つかりますよね？」

　そう言って、時宗さんは目一杯の笑顔を綻ほころばせた。

「……………」

　僕は、何を言えばよかったんだろう。

　何を言えば、こんなに下へ手た糞くそな笑顔で噓をつく少女の心の涙を、拭ぬぐってあげることができたのだろう。

「そ、そうか！　うん！　大丈夫！　男なんて星の数ほどいるんだから！　時宗さんが本気出したら、男なんてもう選び放題だよ！　百人でも二百人でも！」

　何も言えない僕は、バカな楽観主義者のふりをよそおう事しかできなかった。

「あ、それみゃーこもおんなじこと言ってましたよ」

「うわっ、アイツとカブったのかよ！　最悪だ。てゆーか、毒空木にはもう話したんだ？」

「はい。お兄ちゃんの電話切った瞬間、速攻で電話してやりました。寝てたみたいで、ヘロヘロになってたけど」

　そ、そうか。二日寝てなかったからな、毒空木。

「でもさ、確か毒空木と一緒に登校する約束してなかった？　その時に話してもよかったのに」

「それはそうですけど…………すぐに聞いて欲しかったんだもん」

「さ、さいですか。あの～、時宗さんってさ」

「はい？」

「……結構わがままだよね」

「だって、末っ子だもん」

　そう言って、僕達は笑った。懸命に、力いっぱい笑いあった

　僕には時宗さんの気持ちはわからない。

　わかるなんて無神経なこと絶対に言えるわけがない。

　だから笑おう。

　時宗さんの抱える闇を分かち合うことができないのなら、心の傷を癒してあげることができないのなら、せめて、一緒に笑ってあげよう。たとえ、それが傷を覆い隠すためのかりそめの笑顔であったとしても。いつか本当の笑顔に変わるまで、一緒に笑っていてあげよう。そう思った。




　キ――――ンコ――――ンカ―――――ンコ――――ン。




　鐘かねが鳴り響く。

　痛みとともに新たな一歩を踏み出した少女への祝福の鐘というにはあまりにも武骨な一時間目終了の鐘が。

「う～～～んっと。で、結局どこにいったんだ、毒空木は？」

　一秒も授業を受けていないけれど、疲れたようにノビなどしてみる僕。

「ほんとですね」

「まさかもう、時宗さんに見合う百人の男を物色にいったのかな？」

「えー、まさか！」

「いや、あいつを舐めちゃいけないよ。それくらいは平気でやる奴だから」

「ほんとですか？　…………じゃあ、無む駄だ足踏ませちゃったかな？」

「無駄足？」

「お兄ちゃんより素敵な男の子…………もう見つけちゃったかもです」

「マジで！　切り換え早いな」

　時宗さん、まさかのビッチ化か！

「……知りたいですか？」

　時宗さんがクスリと笑った。

「え？」

「教えてあげましょうか？　わたしが見つけたお兄ちゃんより素敵な子……」

　風が吹き抜けた。

　一瞬閉じた瞼を開くと、すぐそこに時宗さんがいた。

　風に踊る細い髪が僕の頰をくすぐる。僕は魔法にかけられたように身動き一つできないまま、時宗さんのキラキラと輝く瞳を見つめていた。真っ直ぐに僕を見つめる瞳。迷いも憂うれいもない綺麗な瞳。艶つややかな唇が微かにその端をもたげる。




「二番目のお兄ちゃんです♥」




「……………………………………………………………………………………へ？」

　え……マ、マジ？　時宗さん。まさかの二周目？

「うーそー♪」

「へ？　う、うそ……？」

「ふふふふ」

　時宗さんは悪戯っぽく笑うと、僕の額を指で弾いた。

　そうして、鼓こ動どうの余よ韻いんを残しつつ、風に乗るようにクルクルと僕の腕の範囲から抜け出して、

「石蕗くんには一生教えてあげません」

　ドキリとするような表情で振り返った。




　――――女の子はみんな妖よう精せいだ。




　熱で麻ま痺ひしかかった頭でぼんやりとそう思った。

　そしてまた、働き者の五月の風が吹き抜ける。

　火ほ照てった僕の顔を撫なで、ノダフジの甘い香りを胸に運び、

「………ごめんね、みゃーこ。片思いだから許してね」

　少女の聞き取れないほど小さな呟きを搔き消した。

　と、その時―――。




「ふばしゃばしゃばふふぁあああああああああああああああああああああああああ！」




　突然、後ろの繁みから奇声が上がった。悲鳴をあげて飛とび退すさる僕と時宗さん。しばし呆ぼう然ぜんと見つめあい、

「なん………でしょう？」

「さあ？」

　よくよく見れば奇声が発生した繁みの真ん中あたり、ぽっかりと大きな穴が開いている。恐る恐る中を覗のぞくと、

「これって……まさか」

　見慣れた木製のベンチが一つ。毒空木が怒りに任せて蹴り飛ばしたあの藤棚のベンチだ。

「こ、こんなところまで吹っ飛んできてたのか。どんなキック力してるんだ、あいつ」

　そして、その驚異のキック力の持ち主は件くだんのベンチの上で猫のように丸まって、

「すー、すー」

　静かに寝息を立てている。

「みゃーこ？　なんでこんなところで寝てるの？」

「んん？　さあ……ねえ？」

　大方の予想はついたけれど、時宗さんの質問には曖昧に首を振っておいた。

「まあ、こいつも丸二日寝ないでフル稼働してたわけだから、一気に疲労がきたんじゃないかな？」

「……そっか。ごめんね、みゃーこ。あたしのせいで」

　時宗さんは毒空木の髪の毛を優しく撫でた。

　狭いベンチのスペースで、器用に膝を折り曲げて両腕に顔を埋うずめるようにして眠る毒空木。

　泣いていたんだろう。

　初めてできた友達を失うかもしれない不安と恐怖、そして何もできない自分の不ふ甲が斐いなさ、そんなものに押おし潰つぶされそうになりながら、毒空木は誰にも見つからないように一人で泣いていたんだろう。

「ううん……白湯……ふぅぅぅ」

　寝苦しそうに歯嚙みをする猛毒の妖精。夢の中でも時宗さんのことが気になっているようだ。

「おい、起きろ。毒空木。お前の大好きな時宗さんが戻ってきたぞ。ほら、起きろって」

　小さな肩を揺すってやると、

「……ううん……あ、ハル………おらっ！」

　左ストレートが飛んできた。

「ふふふ、寝ぼけてるんですね。寝かせてあげましょう」

「いや、今起きてただろう！　完全に僕のこと認識した上の行動だっただろう！」

「気のせいですよ、寝てますって」

　時宗さんは笑いを堪えながらブレザーを脱いで、そっと毒空木の上にかけてやった。

「ううん………」

　毒空木は一瞬寝苦しげに眉をひそめ、ブレザーの匂いを二、三度嗅かぐと、

「ふひぃ………」

　満足そうにまたもとの安らかな寝顔に戻った。

「可愛い、みゃーこ。リスみたい」

　時宗さんも可愛く微笑んだ。

　仲良きことは美しきかな。仲のいい女の子はまるで一枚の絵画のようだ。

「……んで、僕はまた背景ですか。なんだよ、この差は。お前、本当に僕のこと好きなのかよ」

　ジンジンと痛む頰をさすりながら毒づく。

　毒空木は微かに身をよじると、




「………………………大好き」




　眠りながらそう答えた。
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　デレ園女子全ぜん告コクツアー七日目。

　戦績・零勝四十三敗………一友人。

　ツアーはまだまだ終わりそうもない。




　朗ろう々ろうたる鐘の音が新たなスタートを、二時間目の開始を告げていた。







　あとがき




　初めまして、桐きり山やまなるとと申します。

　この度は、『四よん百ひやく二に十じゆう連れん敗ぱいガール』などという景気の悪いタイトルの小説を手に取っていただきまして誠にありがとうございます。

　知性の欠片かけらもない下品な文章、ストーリーに耐えていただき、なおかつあとがきにまで目を通していただきまして、感謝の言葉もありません。

　本作品は第十四回エンターブレインえんため大賞小説部門で、畏おそれ多くも大賞をいただいた作品です。いや、本当です。こんなんで、すみません。

　人間の欲望は限りがないと申します。

　初めは、誰だれか一人でも笑ってくれればいいなと思って書き始めたこの作品。しかし、そんなピュアな気持ちも、いざ書き始めると、なんとか編集部の目に留とまりたいなという打算になり、最終候補に残ったというお電話をいただいてからは、とにかく賞を！　とにかく賞を！　とゆー呪いにも似た欲望に変化していました。

　しかし、こうしてたくさんの方々のご協力を経へて、いよいよ出版という段になり、思う事は、『振り出しにもどる』。

　一人でも多くの方に笑っていただければ幸いです。

　この作品にメッセージは何もありません。

　気負わず、最初から最後まで、頭をからっぽにして読んでいただければ思います。

　…………そんなことあとがきで言われても手遅れですね、すみません。




　最後になりましたが、『四百二十連敗ガール』の選考に関わってくださった皆様、コミカライズや、アニメＰＶ、ボイスドラマといった夢のようなバックアップを企画していただいた皆様、そして、私の想像を遥はるかに超える激マブい絵を描いてくださった七なな桃ももりお様（あなたのキャララフは全てプリントアウトして部屋に飾っています）、そしてそして、右も左もわからない私を暖かく指導していただいた担当様に、特大の感謝を捧げたいと思います。

　ほんっっっっっっっっっっっっっっっっとうに、ありがとうございます。






桐山なると　　　
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この作品は、第14回エンターブレインえんため大賞における、

小説部門大賞受賞作『四百二十連敗ガール』を改稿したものです。




著者

桐山なると

Naruto Kiriyama




大阪府在住。第14回えんため大賞、大賞を受賞した本作でデビュー。ライトノベル界には、関係者の目を盗んでこっそり裏口から忍び込むつもりが、まさかの大賞受賞に膝の震えがとまらない。『一ページ、一笑い』を公約に掲げるコメディ作家。
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肩こり腰痛・眼精疲労に悩むもやしっ子……七桃りおです。初めて読んだライトノベルがファミ通文庫さんのゲームノベライズだったのは、きっとこの機会を予期してのことだったのだと思います。普段は漫画を連載して生計を立てているので、もし機会があれば本作のキャラクター達もコミック世界で動かしてみたいですね！
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